
　　　　　III調査結果E・g・b・isse　der　U・t・・su・h・ngen

　長野県下全域にわたる植生調査資料が1971から1975年にかけての6年間に集積された。これ

らの植生調査資料は長野県の現存植生図作製作業の一環としておこなわれたものである。現存

植生図とその報告書は逐次印刷出版されている。これらの現地植生調査資料はとくに温帯から寒

帯域に属する中部から北日本にかけてB本各地の他植生調査資料や北半球全体の植生調査資料，

群落組成表と比較検討の結果，植物社会学的群落単位である“群集”および“群落”にまとめ

られた。長野県下の潜在自然植生図の作製に際しては各群集，群落の量的，空問的配列のちが

いからあるものは群団，あるいはクラスの単位でまとめられ高山帯4，亜高山帯10，山地帯以

下24，各帯共通のもの5の計43の凡例で表わされた。

　長野県下の縮尺1：50，000の地形図49葉のうちこの第～集では長野県北部を中心に25葉が発

表された。

　北アルプス（立山，槍ケ岳，上高地）や八ケ岳連峰（蓼科山，八ケ岳），御岳，浅間山の2000

？πないし3000彿級の山岳地を有する地域ではコマクサーイワツメクサクラス，チングルマクラ

ス，　カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスなどの高山帯植生が発達しており，国立公園や

笹戸公園にも指定され，高山植生が比較的良く保護されており自然植生が大部分を占めて・・る。　した

がってこれらの北アルプス，八ケ岳，御岳浅間山地域の高山帯では現存植生の配分がそのま

ま潜在自然植生として理解される。この高山帯をもつ地域に加えて苗場山，岩菅山，志賀山等

の三国山脈や美ケ原（和田）地域の標高1700～2000那級の山地では広大な面積にわたって亜高

山針葉樹林がひろがっている。この亜高山針葉樹林帯の大部分は国立公園や国定公園内に位置

し，かなりの部分が自然植生のままで保全されているが，また一方では林業経営や各種の観光

施設，観光道路建設にともなう伐採等でシラカンバ群落，ダケカンバ群落，あるいはさらに貧

・化したミヤマカンスゲーチシマザサ群落，レンゲツツジ群落，ヤナギラン群集等に置きかわっ

ている地域も多い。とくに志賀山々系や和田美ケ原高原等が著しい。御岳山，北アルプス地区

では自然環境が比較的良く保存され，自然植生として分布する現存植生配分が潜在自然植生へ

見事に対応された。

　また同じ亜高山帯地域内の谷状低地や山地山頂台地上では湿原植生が発達しており，御岳山

の四の池，田立湿原，霧ケ峰の八島ケ原湿原，志賀高原の四十八池，田ノ原湿原，苗場山の苗

場湿原等多数の有名な湿原がある。これらの湿原中にはヌマガヤーイボミズゴケ群集，アカミ

ズゴケ群落，などの高層湿原生の群落をはじめイワィチョウーショウジョウスゲ群集，ヤチカワ

ズスゲーキダチミズゴケ群集，ミヤマミズゴケ群集などツルコケモモーミズゴケクラスの群落

や，凹地（シュレンケ）のミカズキグサーミヤマイヌノハナヒゲ群集などのホロムイソウク

ラスの植生，中間立地上のヌマガヤオーダーの植生，さらには点在する小池塘中のミャマホタ

ルイ群集，ダケスゲ群集，あるいはホソバタマミクリ群集のようなヒルムシロクラスの植生が
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モザイク状に湿原内に分布している。

これらの亜高山湿原植生も自然植生として発達しているものであり，そのまま潜在霞然植生

として図示された。

　亜高慮帯に属する地域での尾根部や岩塊地など乾燥立地においてはコメツガ群落や，カラマ

ツ先駆相がみられ，北アルプス南部，八ケ岳，浅間山山系等内陸山地に多く分布が考えられる。

　長野県北部の亜高山帯では大部分がオオシラビソ群集の亜高山針葉樹林によって占められる

が，岩塊地や風衝地ではウラジロヨウラクーミヤマナラ群団の植生やミヤマカンスゲーチシマ

ザサ群落のササ草原が発達する。

　谷部漢谷部や暖流沿いには山地上部の谷部に発達するミドリユキザサーダケカンバ群団やシ

ナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団の植生につづいてフサガヤーヒロバカツラ群集，ドロノ

キーオオバヤナギ群集等が発達する。

　長野県内のブナ林植生は現存植生をとうしておおきく二つのグループ，チシマザサーブナ群

団とスズタケーブナ群団との爾群団に区分された。

　長野県内のブナ林も過慮及び現在も各地で伐採が進められており，自然植生としてのブナ林

は減少し，局所的に残存するだけとなった。チシマザサーブナ群団に属する植生は裏陰本多雪

気候域（冬期雪積量50・・似上）に発達しており，土壌形成の良好な山地緩斜面から，火山灰汁

の堆積のある台地形上ではヒメアオキーブナ群集が，逆に山地急斜面で土壌形成の悪い地域で

はマルバマンサクーブナ群集が，さらに高海抜地ではオオシラビソーブナ群集が潜在自然植生

として考えられ，これらのチシマザサーブナ群団の植生は北アルプス北部，関田山脈，三国山

脈の志賀山付近以北の標高約6◎0～18007・付近までに分布する。

　このチシマザサーブナ群団域内で山地尾根部等の漏話露出地や崩壊比恵の乾燥する場所には

アカミノイヌツゲークロベ群集の針葉樹林が，不安定立地上ではタニウツギーヒメヤシャブシ

群落，草本槌物群落のアカソーオ平戸モギ群集が潜在自然植生として考えられる。

　逆に湿潤立地においてはハルニレ群集，ジュウモンジシダーサワグルミ群集，冠水泥土上で

はハンノキーヤチダモ群集の潜在自然植生としての分布が考えられる。とくにハルニレ群集やハ

ンノキーヤチダモ群集域では現在くまなく土地利用がおこなわれ，住宅地，水田，畑地に置き

かわっている。

　スズタケーブナ群団の植生は表側本型気候域および内陸盆地気候域内におもに発達しており，

標高1600～19007πの1玉条雪地域ではシラキーブナ群集が局部に認あられ，その他ウラジロモミを

混生したウラジロモミ群落，ハリモミ群落，さらに浅聞火山・八ケ岳火山等地史年代の若い山

群や乾燥貧富立地上ではブナを欠いたミヤコザサーミズナラ群落が考えられる。スズタケーブ

ナ群団域内で渓谷部はミヤマクマワラビーシオジ群集やタマアジサイーフサザクラ群集，漢谷

斜面にはクマシデーサワシバ群落が分布する。

　松本，長野爾盆：地をはじめ大小の盆地地帯低山地（標高約400～8◎0皿付近）では冬季の乾燥
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と夏季の高温にさらされ，ここではブナ，ミズナラ等を欠いた夏緑広葉樹林が発達している。

斜面中腹から下部にかけてクリーコナラ群集が，斜面下部谷部にはアブラチャンーケヤキ群集

が発達し，山地尾根部にはヤマツツジーアカマツ群集の疎林が潜在自然植生としても認められ

た。とくに盆地内に広く張り出した山塊部からの扇状地形上では現在桑畑，果樹園，段々畑，

水田として利常されているが，扇状地の土壌条件，さらに残存木などから広くアブラチャンー

ケヤキ群集が分布するものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐々木　　寧）
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　　　　A植生単位v・g・t・と重・・se紬・lt・・

長野県下における具体的な植生単位，鮮集”略群落”については，第二集で予定される長野

県南部地域の植生調査資料をも含め，群落組成表作業の進行中のものも多く，後臼，いくつか

の群落単位の変更，追加が予想され，くわしくは第二集にゆずり，この第一集では現在までに

明らかとなった植生一単位についてその概要が考察された。

　以下．凡例；番号順に記載された。

a高山帯Alp三肥Stufe

1　コマクサーイワツメクサクラス

　　Dice聡to－Stellarietea　nipPonicae
　高山荒原の砂礫地に生育する草本植物群落で植被率の低いまばらな疎生群落を形成する。群

落構成種も少なく，1～2種で手分を構成しているものもある。崩壊地，周氷河作用による礫

地，雪田底砂礫地など立地条件の差に基づきミヤマクワガターウラジロタデ群集，タカネビラ

ンジーミヤマミミナグサ群集，コメススキーイワツメクサ群集，コマクサ一癖カネスミレ群集，

ミヤマタネツケバナ群集，クモマグサ群集などの植分が錯綜している。

　2　チングルマクラス

　　Geumetea　pentapetalae
　積雪が遅くまで残る雪田周辺に生育する植物群落である。夏季の融雪後乾燥する雪田上縁部

にはタカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集（アオノツガザクラ群団）が，融雪後も水分

が供給され湿潤なイワイチョウーショウジョウスゲ群集（イワイチョウ群団）の爾群が含まれ

る。高山帯のお花畑を形成する主要群落である。

　3　ミネズオウークロマメノキ群団，オヤマノエンドウ群団

　　Loiseleurieto－Vaccinion，Oxytfopidion　laponicae
　冬季積雪が少なく，風あたりの強い山頂や尾根など乾燥しやすい立地に生育する高山風衝群

落である。ミネズオウークロマメノキ群団はツツジ科の楼生低木（植生高10伽未満）群落であ

る。さらに風衝作用が強まると木本植物の生育は不可能となり，代って，イネ科やカヤツリグ

サ科の草本植物群落が発達する。これがオヤマノエンドウ群団（・オヤマノエンドウーヒゲハリ

スゲ群集）である。

　4　コケモモーハイマツ群団

　　Vacc呈nio－Pln量on　pum員ae
　砂礫移動のない安定した尾根部や平担地に生育する常緑針葉低木群落である。崩壊地や積雪

の多い立地では劣勢である。ハイマツの枝葉が密に重なり合うため林床植物は貧弱なことが多

い。ダチョウゴケ，タチハイ：ゴケ，イワダレゴケなど蘇苔類が林床をおおっている。蘇苔類（一
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部小形植物）との2層群落を形成している。

b亜高山帯Subalpine　Stufe

　5　シラビソーオオシラビソ群集群

　　Abietum　veichii－mariesii－Ass．一Gruppe
　標高1600～2600・1・の亜高山帯を広くおおっている針葉樹林である。長野県北部ほど低海抜地

に生育している。オオシラビソ，シラビソ，トウヒ，コメツガなど針葉樹が主体であるが，ダ

ケカンバやネコシデなどの夏緑広葉樹も混生している。ハイマツは低木林と同様に林床には蘇

苔類が優占している。常在度の高い種群にはコミヤマカタバミ，ゴゼンタチバナ，ゴヨウイチ

ゴなど小形植物が多い。

　6　コメツガ群落

　　丁8％9α（オぬθ78び。島α一Gesellschaft

　表日本型気候域に分布する針葉樹林で，シラビソやオオシラビソを欠いている。生育範囲は

シラビソーオオシラビソ林の下部で標高1800～2000・・で優勢である。群落形態としてはアカミ

ノイヌツゲークロベ群集に類似している。

　7　カラマツ先駆相

　　Lαγ㍑ゆカ0卸ε8－lni乞ial　Phase

　崩壊地，火山灰地，河川のはんらん原など日当りのよい乾燥した不安定：立地に生育する。

　カラマツ群落は垂直的にも幅広く（標高14GO～2600りの生育するが不連続的である。高海抜

地の尾根部では風雪の影響を受け歪曲している。

　8　ミドリユキザサーダケカンバ群団

　　Smilaclno　yesoensis－Betuhon　er膿anii
　ダケカンバ，ミヤマハンノキ，ウラジロナナカマドなどを主体とする夏緑広葉樹林である。

身内は明るく，やわらかい大型の広葉草本植物が密生している。樹林は雪上のため幹や枝を屈

曲させている。雪崩の影響を強く受ける立地の林分ほど歪曲の程度が著しくなっている。ミャ

マハンノキーダケカンバ群集，タカネノガリヤスーダケカンバ群集，フサガヤーヒロハカツラ

群集などが含まれている。

　9　ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

　　Menziesio－Quercion
　県北地帯のブナクラス域では積雪と強風のため高木林の発達が不良となりやすい。このよう

な地域にはオオバスノキ・，クロウスゴ，ミヤマホツツジ，ウラジロヨウラクなどのツツジ科植

物によって特徴づけられる低木群落が生育する。県内ではその面積は狭いが新潟県，山形県な

ど多雪地域ではウラジロヨウラクーミヤマナラ群団の占める割合が多くなっている。
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　旧　シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団

　　Trollio－Ranunculion
　雪崩，崩壊などの物理的破壊作用を絶えず受ける立地に生育する広葉草本植物群落である。

セリ科，キンポウゲ科，シダ植物などの草本植物が多く，草本2層群落を形成している。飛騨

川脈ではタテヤマアザミーホソバトリカブト群集，カライトソウーオオヒゲガリャス群集，バ

クサンボウフウーモミジカラマツ群集，ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集，アシボ

ソスゲーイワオウギ群集などが赤石山系ではセンジョウアザミーミヤマシシウド群集，イワオ

ゥギータイツリオウギ群集など多く4）群集が包含されている。

　il　ミヤマカンスゲーチシマザサ群落

　　0αγe」じ（！o♂ゴ。ん08彦αcんシαvar．8♂α6召7弼ηα一Sαsα　磁γ記eπ8ゴ8－Gesel丑schaft

　亜高山帯において多雪で風衝の強い極端な環境のため，斜葉高木林が成立できない立地に見

られる。～般的にチシマザサが優占し，所によってミヤマナラを混生し低本林または草原状の

相観を示す。一方，浅三山　などの太平洋岸に近い積雪の少ない山岳の風衝地に一は，ヒゲノヵ

弓ヤスを伴なうミヤコザサ草原が分布している。これらは亜高山帯の風衝草原として一つの凡

例にまとめられている。

　12　オオバヤナギードロノキ群集

　　Toisuso－Populetum凱axmowiczii
　ブナクラスからコケモモートウヒクラスにかけての河畔に生育するヤナギ高木林でオオバヤ

ナギ，ドロノキ，エゾヤナギなどの夏緑高木で構成される。上高地地方では，隔離分布をして

いるケショウヤナギを混える。植生高は25～30・’・に達し，植被はひかくてきまばらで大径木が

高木層を占めている。林床は不安定で，砂質土壌上にヤマカモジグサ，ウマノミツバ，オオタ

チツボスミレ，センジュガンピなどの草本植物がみられる。

　i3　ツルコケ’モモーミズゴケクラス及びホロムイソウクラス

　　Oxycocco－Sphagneteau．Betu星。－Ra蹴unculetea
　霧ケ峰，志賀高原，苗場山などの低温・多湿・門門地で強酸性立地の泥炭地上に高層湿原植

物群落が発達する。イボミズゴケ，ムラサキミズゴケ，チャミズゴケあるいはキダチミズゴケ，

ワタミズゴケを主体とするブルト上（甲状地）の植物群落はツルコケモモーミズゴケクラスと，

シュレンケ（小凹地）に発達するミカヅキグサ，ホロムイソウ，ヤチスゲを主体とするホロム

イソウクラスの植物群落はそれぞれモザイク状に生育しているため潜在自然植生図では両クラ

スをまとめて図示された。

　ヌマガヤーイボミズゴケ群集，ヤチカワズスゲ～キダチミズゴケ群集，ミヤマイヌノハナヒ

ゲーワタミズゴケ群集などミズゴケを主体とする下物群落はツルコケモモーミズゴケクラスに，

ミカズキグサーヤチスギラン群落、サギスゲーヤチスゲ群集などがホロムイソウクラスにまと

められている。その他小池塘にミヤマホタルイ群集，エゾホソイ群集他ががみられるがッルコ
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モモーミズゴケクラス及びホロムイソウクラスの凡例にまとめられている。

　14　ヌマガヤオーダー

　　Mohn童opsietaha　laponicae
　高層湿原周辺に生育するホロムイスゲースマガや群集。山地斜面に発達するイワイチョウー

スマガや群集がヌマガヤオーダーにまとめられた。群集単位では潜在自然植生図化が困難なた

め，ヌマガヤオーダーにまとめられている。一部高層湿原周辺では面積が狭いためツルコケモ

モーミズゴケクラスにまとめられ図化されている。

　苗場山，霧ケ峰，志賀高原，白馬周辺に潜在自然植生が考£られる。イネ科植物やカヤッり

グサ科植物を主体とし，泥炭上に発達する。

C山地帯Montane　S　tufe

　15　オオシラビソーブナ群落

　　、46ゴe8ηLα幅εεゴーFα8郡8　cアθπα孟α一Gesellschaft

　裏B本多裏地域内の標高1600～1800・π付近の緩傾斜地に発達し，ブナクラス域上限の亜高

山針葉樹林に接して下部に分布する。

　オオシラビソ，エンレイソウ，ミヤマカタバミ，マイズルソウなどを区分種とする。三国山

脈および北アルプスの北部～帯に局地的に分布する。

　16　ヒメアオキーブナ群集

　　Aucubo－Fagetum　crenatae
　裏日本多雪気候域（冬季雪積量50・規以上）の標高600～1800・・の山地帯に発達する夏緑広葉

樹林，ヒメアオキ，ヒメモチ，チシマザサなどの常緑生低木類を指標種とする。山地斜面下部

や火山灰の推積層のある緩斜面や台地状地形上に発達し，三国山脈の志賀高原付近以北，関田

山脈，北アルプス北部地域に分布する。

　17　マルバマンサクーブナ群集

　　HamamelO胴FagetUm　Crenatae
　裏日本多雪気候域内の標高約800～1800…の山地帯に発達する夏緑広葉樹林。ムラサキヤシ

オツツジ，ホッッジ，アクシバ，コヨウラクツツジ等のツツジ科植物やマルバマンサク，ミズ

ナラなどを区分種とし，ヒメアオキーブナ群集域と比較して山地帯の急傾斜地や乾燥，貧養立

地上に発達する。

　18　スズタケーブナ群団

　　Sasamorpho－Fagion　crenatae
　シラキーブナ群集，イヌブナーブナ群集，ウラジロモミーブナ群落，ウラジロモミ群落の各

群落を含むと考えられるが，現在資料未整理のものが多く，群落単位は不明確。表日本気候域

および内陸型気候域内の山地帯に分布する。

　スズタケ，イヌブナ，ウラジロモミ，オオイタヤメイゲツ，クロモジなどを区分種とし，北
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アルプス南部，三国山脈の南部，および八ケ岳，浅間連峰，中央アルプス，南アルプスの山地

帯にみられる。

　i9　ミヤコザサーミズナラ群落

　　Sα8αηゆρo冠。α一Q％ε7c㍑s況。箆go㍑cαvar．　g708εesεアデα壼α一Gesellschaft

　表日本気候域および内陸型気候域の山地帯に発達する夏緑広葉樹林で浅間山，八ケ岳山麓な

ど地史的に新しい母岩上や，乾燥貧養立地上に発達する。ブナを欠きミヤコザサ，マメザクラ，

シシウド，タムラソウなどで区分される。

　2G　アカミノイヌツゲーク蔚べ群集

　　Ilici－Thuletu斑　standlshii

　おもに裏日本気候域内の山地帯に発達する針葉樹林，チシマザサーブナ群団域の尾根部，乾

燥貧養立地上にクロベ，キタコブシ，コメツガ，アカマツ等の針葉樹類が混生する。この凡例

には和田地区のハリモミ群落も含められる。

　21　ヒノキ群団

　　Chamacyparion　◎btusae
　木曽谷のノ1・川入国有林一帯の海抜1000～110肋に発達するヒノキの自然林であり，マルバノ

キ，シロモジ，ミヤマワラビ，クロソヨゴを標句繕とする。このヒノキ林は3伽を越す高木林を

形成し，林床にシノブカグマ，ツルッゲなどの陰生植物が生育する。母岩は花醐岩で風化が遅

れ表層土は薄く，国華立地となっている。林床にシナノザサを持つシナノザサーヒノキ群集や

岩角地のホンシャクナゲーヒノキ群集もこの凡例に含められている。

　22　サイゴクミツバツツジーツが群集他

　　Rhodendro－Tsugeturn　sieboldii　u．a。

　おもに太平洋沿岸型気候の影響を受けるブナクラス域に分布する群集で，尾根筋や岩角地な

どの乾性毒心立地に成立する。高木層は針葉樹のツガを主体とし，ミズナラ，リョウブ，コハ

ウチワカエデ，アオハダなどの夏緑広葉樹を交える。低木層には，ミツバツツジ類，アプラツ

ツジなどツツジ科植物が多い。今回の植生図には出現しないが，南アルプスの山腹部のほぼ海

抜1000～1400πの範囲に，ひかくてきまとまった植生域がある。

　23　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　Polysticho－Pterocaryetum
　おもに裏臼本気候域に属する山地帯谷部に発達する湿生夏緑広葉樹林で，リョウメンシ丸サ

カゲイノデ，ミヤマベニシダ，オシダ，コタニワタリ，ジュウモンジシダなどの大形シダ類を

混生し，エゾアジサイ，ウリノキ，オヒョウの湿生低木類を含む。高木層はサワグルミ，カツ

ラ，トチノキ，イタヤカエデが占める。

　24　ミヤマクマワラビーシオジ群集
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　　Dryopteridi聯Fr段xinetum　commemoralis
　おもに表日本気候域の山地帯谷部に発達する湿生夏緑広葉樹林。高木層をシオジ，イタヤカ

エデが占め，チドリノキ，アサノハカエデ，ヤマアジサイが低木層に生育する。

　ミヤマクマワラビ，ツヤナシイノデなどの大形シダ類とシオジによって区分される。この凡例

の中にはタマアジサイ，フサザクラで区分されるタマアジサイーフサザクラ群集をも含められる。

　25　ハル＝ニレ群；集

　　Ulmetum　davidianae
　低地の地下水位の高い，おもに砂質壌土上に発達する夏緑広葉樹林。

　ハルニレ，ヤチダモ，サワフタギ，コブシ，ハシドイ，ズミなどの高木，低木類が生育し，

サラシナショウマ，トチバニンジン，オオタチツボスミレ，ダイコンソウなど多くの地中草本

植物群によって特徴づけられる。

　各地の山地罪状地や，低地の河川沿いの自然提防上などに分布する。

　26　ハンノキーヤチダモ群集

　　Alno－Fraxineもum　mandshuricae
　過湿地における夏緑広葉樹林。ハンノキ，ヤチダモ，キハダなどが高木層を占め，タニヘゴ，

ニッコウシダ，キツリフネ，ミゾソバなどの湿生草本植物によって区分される。現在このハン

ノキーヤチダモ群集域は広く水田として利用されているが，沖積低地の湿田といわれる地帯の

ほとんどがこの植生を潜在自然植生とする。

　27　クマシデーサワシ！麟落

　　C伽P晦8ブαP・πゴ。α一Cα7P‘η鋸co帽α言α一GeseUschaft

　山地帯下部の漢谷急傾斜地に発達する夏緑広葉樹林でクマシデ，アカシデ，サワシバなどの

シデ属の高木類で区分される。

　急傾斜地で土壌推積が少なく母岩が露出する場所が多いが，斜面上部からの有機物，地表水

の流入によって滋養される立地上に発達する。各地の渓谷沿いに発達している。

　28　コゴメヤナギ群集，ヤマハンノキ群落

　　Salicetum　serissaefoliae　u、ノ雀♂ππ8ん〃8磁αvar．8ε配幅。α一Gesellschaft

　コゴメヤナギ群集は，：主として太平洋岸に近い山地において，河床部に発達するヤナギ高木

林である。高木層はコゴメヤナギが優占し，林床にイボタ，イノバラ，ツルウメモドキなどの

夏緑低木を伴なう。土壌は糧礫や粗砂で構成されるが，洪水の影響を強く受けるため，きわめ

て不安定である。コゴメヤナギ群集に接し，山地斜面の崩壊地に接するやや乾性の立地にはヤ

マハンノキ群落が生育し，ノリウツギ，バイカウツギなどが共存する。県下では木曽川および

天竜川ぞいに分布している。

　29　タニウツギーヒメヤシャブシ群落

　　W部ge‘αん。πeηs‘ε一S孟eωαγ翻α9ηoηαdθごPんα一Gesel｝schaft
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　主として露華海沿岸に近い，山地の多雪地帯において，なだれ斜面に生育する高さ1～2・・

の夏縁低木群落である。低木層にはタエウツギ，ヒメヤシャブシ，リョウブなどが生育し，樹

幹や枝は斜面にそって下向きに横臥する。草本層にはウド，ヤマブキショウマ，ゼンマイ，イ

ヌガンソク，シシウドなどが見られる。県北の多雪地方のブナ林域に，広く分布する。

　30　フジアザミーヤマホタルプクロ群集他

　　Cirs圭。勲Ca揃panuleturK｝　hoR（董oensis　聰．a，

　富士山を中心に，フオッサマグナ地帯の，山地崩壊地に先駆的に生育する多年生草本植物群

落である。フジアザミ，ヤマホタルブクロ，バライチゴ，フキなどの深根性の草本植物が，不

安定な有機質の乏しい土壌上に疎生し低被度の群落を形成する。県下では天竜川流域の，斜面

崩壊地や，河床部に普遍的に分布する。また道路工事に伴なう崩壊性法面にも生育し，自然破

壊の指標ともなりうる。

　3｝　アカソ一幅ォ黛モギ群蘂

　　Boehmeri◎一Ar匙emisietu鵬　montanae
　ブナクラス域の国酒崩壊地，河辺，林縁道路法葡や盛土上などの不安定立地に見られる多年

生草本植物を主とする群落である。オオヨモギ，アカソ，ナンプアザミ，才オイタドリ，トリ

アシショウマ，カメバヒキオコシなど多数の高茎草本植物で構成される。土壌は礫質から砂質

までかなりの開きがあるが一般に，多灘で，栄養分に富んでいる。県下では主として県北部の

多雪地方に分布している。

　32　アラカシ群落

　　Q％θ7c鉱89～α財。α一Gesenschaf亀

　常緑広葉樹林域の上限の境界付近にも生育する常緑広葉樹の群落で，アラカシが優好し，ピサ

カキ，モチノキなどの常緑樹で構成され，種組成上とくに特徴的な種はない。しかしダンコウ

バイ，コナラなど夏緑樹をもつことで他の群落と区分される。母岩は第三紀あるいはさらに古

い岩石よりなり，シキミーモミ群集が尾根状地に見られるのと対照的に，アラカシ群落は長野

県のようなヤブツバキクラス絨の上限地域では罪状地をしめる。県下では南端の，天竜川ぞい

で平均気温12℃以上の範i蟹に分布する。今圓の難生図には患現しない。

　33　シキミーモミ群集

　　Il玉icio－Abletum　fir搬ae

　表日本型気候下の海抜500～850・・の山重也斜面にモミ，ツガが優占するシキミーモミ群集が分

布する。長野県では南部にかぎられ第2集に記載される。シキミ，モミ，アセビ，カヤ，ツガ

を標徴種としてまとめられる。

　34　ヤマツツジーアカマツ群集他

　　Rhodoδenδro　kaempferi－Pinet礒撫dens涯lorae　u．a．

　長野県下の大部分を占める低由地のアカマツ林は二次的に広がった植分である。岩石が露隅
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したやせ尾根や急傾斜地に潜在自然植生として自然のアカマツ林が生育すると考えられる。高

木層にアカマツが優遷し，低木層にヤマツツジ，ナッハゼ，スノキなどのツツジ科植物やネズ

ミサシをともない，低木林から亜高木林を形成する。長野県中～南部に広く潜在自然植生がみと

められる。

　35　カスミザクラーコナラ群集

　　Pruno　verecundae－Quercetum　serratae
　山地帯下部に発達する夏緑広葉樹林。高木層はクリ，コナラ，ミズナラ，カスミザクラなど

が占め，低木層にクマイザサ（シナノザサ），ヒメアオキ，ハイイヌツゲ，オオバクロモジなど

の裏臼本多雪気候域の指標種群を混生する。現存植生としてはヒメアオキーブナ群集域の代償

植生として広く分布するが，長野県北部の標高約600η以下の低地ではこのカスミザクラーコ

ナラ群集が潜在自然植生としても考えられた。

　36　クリーコナラ群集

　Castaneo－Quercetum　serratae
　山地帯下部に発達する夏緑広葉樹林。長野，松本，伊那などの内陸盆地域の丘陵地標高約400

～800・π付近に発達し，内陸型の冬季乾燥，寒冷，夏季の高温の気候域に発達する。

　クリ，コナラ，クヌギ，カスミザクラなどが高木層を占め，林床は明るくアズマネザサやガ

マズミ，ムラサキシキブ等の夏緑低木類が生育する。

　37　アブラチャンーケヤキ群集

　　Parabenzo三n　praecox齢Zelkova　serrata・・Ass．

　この凡例のなかにはイロハモミジーケヤキ群集チャボガヤーケヤキ群集をも含み，山地帯下

部の谷部や渓谷，扇状地上に発達する夏緑広葉樹林。チャボガヤーケヤキ群集はチャボガヤ，

等を標金面とし，裏日本気候域に分布し，イロハモミジーケヤキ群集はウラジロガシ，ヤブッ

バキなどの常緑広葉樹類を含み，長野県南部にのみ認められる。長野県内の大半は前述の両群

集の唐楽種を含まないアブラチャンーケヤキ群集がひろがっている。

　38　イヌ調リヤナギ群集他

　　Sahcetum　integrae　u．a．

　河辺の冠水域に生育する低木性のヤナギ群落であるイヌコリヤナギ群集をはじめ，ネコヤナ

ギ群落，オノエヤナギ群落，サツキ群落などがこの凡例に含められている。イヌコリヤナギ群

集は，比較的下流域の富養な立地に生育し，ネコヤナギ群集とオノエヤナギ群落は，上流域の

大姫や砂礫でおおわれた不安定な河床部に分布する。河床部が乾季に強く乾燥するところでは

ドクウツギーアキグミ群落が見られる。これらは県下全域の河川に広く分布している。

　39　ヨシクラス

　　Phragmitetea
　池や沼の岸辺，河川の好背湿地などの湛水地に生育し，ヨシで特徴づけられる植生単位であ
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る。低地の富栄養な湿地にはガマ属，ドクゼリ，マコモなどの大形抽水植物が密生した植分を

彩成する。水深0～80伽の巾があり，底質の土壌は粘土に富む微砂土である。中富養の湿生な

立地にはカサスゲ，オオカサスゲ，ヤマアゼスゲなどの優占する草原となり，これらは主とし

て山間部に分布する。

燐。　ヒルムシロクラス

　　Potan！ogetonetea

　池沼や，河川に生育する沈水植物や浮草植物によって構成される水生植物群落である。池沼

の植物群落は水質によって性格が異なり，富栄養な池沼ではかガブターヒシ群集が生育し無機

質の少ない貧養i立地ではヒツジグサやジュンサイなどが疎な群落を形成する。生育地の平均水

位は1～2隅で，底質は粘質の泥土である。現存植分が見られない場所では，水位，底質，水

質などから潜在立地を推定する。富栄養化のはげしい湖沼は，オオカナダモ，フサジュンサイ

などの帰化水生植物の繁茂がいちじるしい。

　勾　河辺草本植物群落

　　Auen　wiesen　Gesellscha至ten

　河辺には流水の機械的な作用の影響の程度に応じ，1年生草本植物から多年生草本植物まで

種々の植物群落が生じている。水深の最も不安定な立地には好窒素性のタデ属，センダングサ

属が群落を形成し，背後にギシギシ属植物を主とするほふく性の多年生植物群落が接する。ひか

くてき安定した砂質土壌の推積地にはオギ群集が，上流域の急流辺にはッルヨシ群集が分布す

る。洪水によって新生された礫質深地にはカワラバハコ群落や，トダシバーススキ群落が生育

する。県下は急流河川が多く，ッルヨシ群集，カワラハハコ群落などの河辺：草本植物群落の分

布域が広い。

　42　自然下地

　Nat茸rliche　Nackter　Boden

　植物の生育しない断崖地，崩壊地，広い河床などは，この凡例に含められる。

　43　開放水域

　　Offe簸es　Wasser

　諏訪湖，野尻湖などの大形の湖沼をはじめ各地に点在する大小の湖沼のうち，湖水薗上にヨ

シ，ガマなどの挺水植物群落やヒルムシロ，ヒシなどの浮葉植物群落の発達の悪いものを開放

水域として表わした。

　大半の湖沼中には実際にはマツモ，フサモ等の多くの沈水植物群落が発達していると考えら

れるが，今回の調査では沈水植物の調査は不十分であるからである。
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！　長野県北東部の潜在自然植生

　Po仁entlelle　naturliche　Vegetation　des　nordostliches　Gebietes　der　Nagano陶Prafektur．

　（高田東部，松之山温泉，飯山，苗場山，中野，岩菅山，長野，須坂，草津：）

査地域区画 （五万分の一地形図）
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地　域　概　況

　長野県の北東部に位置し，ほぼ南北に走る関田山脈（標高約1000・のと，群馬，新潟両県

の境界部に位置する三国山脈（標高約20007乃）を包含している。この両山脈にはさまれて千曲

川が南から北に流れている。千曲川に沿って沖積低地が拡がっている。この千曲川の下流域で

ある新潟県の境界部では流域低地帯の巾は狭ばまり，狭い谷状となっている。南部上流域で

は逆に多くの小河川を集め，大小の扇状地をも含め広い低地帯が拡がり，長野盆：地を形成して

いる。この長野県北東部の（沖積低地を除⇔ほとんど全域が主に新生界の推積物と火成岩類

から成り，東部に位置する2000・・級の山々が連らなる三国山脈では主に安山岩を主体とする火

山群である。この三国山脈では万座山（19947の，横手山（23057の，笠ケ岳（2076？のをはじめ，

北から苗場山（21457π），佐武流山（21527の，白砂山（21407・），烏甲山（2038？の，鳥帽子岳（2230？・），

岩菅山（22957～の，黒湯山（20077π），御飯岳（21607の，浦倉山（2091？π），四阿山（2333？π）等の各

山々が連らなり，山足部には和山，発哺，中野，湯田中，野沢，熊ノ湯，山田，五色，七味等

の多くの温泉地が開かれている。また，これらの主な山塊から派生する1000・・前後の張り出し

尾根が保基谷岳（15297～⇒，堀辺山（1157↑の，熊窪山（1253・の，妙徳山（1293↑π），梯子山（1513初），

米子山（1404？7・），奈良山（1630↑π），紫弥萩山（1112↑π），明覚山（957？～の，中倉山（！6877の，三沢

山（15057π），雁田山（756？の，五輪山（1620糀），腎出山（1400？の，小丸山（14037の等となってい

る。中野市の北部には独立峰として高社山（18527のの火山が突出している。

　千曲川の西側に位置する関田山脈の

南端部にあたる山塊部では斑尾山

（1382・），毛無蜘22・）課岩山　　1　　。信

（939・π），黒倉山（1289？の等をピークに　　　　　　　　　　　　。野尻　｝11

標高500ないし600ηしの低山帯が続いて

いる。

　以上の各山塊から大小多数の河川が

流出しており，千曲川に合流している。

これらの河川は山脈の山足部に多くの

扇状地を形成している。千曲川に沿っ

ては狭い低地地帯がみられる。

　この北東部の気候はFig．1で示され

るようにとくに三国山地の脊陵山地上

部では裏臼本型の気候に左右されてい

るが，千［掬川沿いの長野盆地では内陸

型の気候（表日本型気候）に支配され
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Fig．1調査地域の降水型（北安墨誌1971より）
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ている。

a高山帯A【pine　Stufe

　i）　罰ケモモーハイマツ群集

　　Vaccinio－P童netum　pumilae

　本長野県北東立地域内ではほぼ標高200伽以上が高山帯と呼ばれる植生帯に属している。し

かし量2000鎚を越す山塊は少なく面積的にもごく狭い範囲がこの高山帯に属し，岩菅山（2295殉，

烏絹子岳（2230糀）の山塊，大倉山（2054？1・），白砂山（213％）等の各山頂部があげられる。これ

らの山々ではコケモモーハイマツ群集が発達しているが，その他の高山生植生は認められない。

したがって潜在自然植生もそのままコケモモーハイマツ群集にまとめられる。

b亜高山帯Subalpine　Stufe

　この地区では標高約1700～1800π以上の山地で亜高山帯の植生が発達している。三国山脈で

は約180伽以上の山塊部がこの植生帯に属し，安定した立地の亜高山針葉樹林のオオシラビソ

群集を中心に，不安定立地のミヤマハンノキーダケカンバ群集や，低湿地のホロムイソウクラ

ス，ミズゴケクラスの湿原植生が自然植生としてひろがっている。したがって亜高山帯におい

ても，多くの場合で現存植生がそのまま潜在自然植生に対応している地域が多い。

　2）　オオシラビソ群集

　　Abietum茎nariesii

　亜高山帯植生の主役をなす針葉樹林でオオシラビソ，トウヒ，コメツガ，一部ではシラビソ

の混じる針葉樹類によって高木屡が占められている。またダケカンバ，ナナカマド，ウラジロ

カンバなどの夏：緑広葉樹をも混生している。

　現存槌生として自然植生のオオシラビソ群集の成立している志賀山，大高山，岩菅山，佐武

流山，苗場山等の各山地では潜在自然槌生としてそのままオオシラビソ群集にまとめられる。

しかし，志賀高原の各地や四阿山の山塊域にある菅平地方では広い面積にわたって森林植生が

伐採されてススキやシバの草原やヤナギラン群落に置きかわっているところも少くない。同様に

代償植生として発達しているダケカンバ群落，牧場地の牧草群落（レンゲツツジーダケカンバ

群落），牧場周辺に発達するイブキトラノオーススキ群落等の各現存植生域も，その立地の潜在

自然植生としてオオシラビソ群集が判定される。

　現存植生図には地域内にもハクサンシャクナゲ，ホツツジ，ミヤマシグレ等で区分され，高

木層にコメツガを優占するコメツガ群落の凡例で添されている櫃生域がある。しかし当地域

でのコメツガ林はオオシラビソ群集のコメツガ亜群集としてまとめられ，オオシラビソ群集の

凡例の中に含められた。
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Phot．1　難場i．．i．．iLl．．顧f！地」．のオオシラビソ群集の相観。オオシラビソの一一斉林でダケカンバ等の他樹

　　　　　種の1難生が少なく，湿1京棺〔∫しと鱗；．接している（！9007～～付近）

　　　　　Ab｛et縫m　mariesH　a慧fdemBergNaeba（1900〃zH．痕，M）．

％ot．2　急難ll：」．．＝に発癒しているオオシラビソ群集コメツがiヂ群集の相観G㌢1場iil1850．～1～付近）

　　　　　Subass．vonTs“ga　divers涯01iadesAbietu期　狙ariesii　a登f　dem
　　　　　steilen　Felsen（Berg　Naeba　1850ノ～正H．藪，　M。）．
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　3）　ミドリユキザサーダケカンバ群団

　　Sm量lac量Bo　yesoensis－Betu孟io獄er搬a塗i量

　山地斜面に急傾斜地や崩壊地をもつ苗場山や岩菅山，鳥海子岳，南の四阿山ではダケカンバ

の低木を含む亜高山生懇懇草原が発達している。急傾斜地や，谷部の積雪で物理的破壊作用を

受け高木林が成立しえない立地に発達している植生で，ここではミヤマハンノキーダケカンバ

群集が認められた。また斜面がやや安定した場所（尾根沿い）ではミヤマハンノキーダケカン

バ群集の低木林に接してオオシラビソ群集が発達し，谷部では逆になり雪積が多く春遅くまで残

雪のある場所や，雪崩等による物理的破壊作用を強く受ける場所では低木類をほとんど欠くク

ロトウヒレンーミヤマシシウド群集（シナゐキンバイーミヤマキンポウゲ群団）が隣接群落と

して発達している。

　4）　シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団

　　Trollio顧Ra遼U澱C魏lion

　岩菅山，裏暑菅，烏縫子岳，笠法師山と一列に連らなった劇塊においては南東部側の斜面が

三板を露出した懇懇状を呈している。これらの岩塊（標高約2100・・付近）ではイワインチン，

ハクサンサイコ，ナエバキスミレ，ホソバコゴメグサ，タテヤマウツボなどの生育するナエバ

キスミレ群集が発達している。また斜面のややゆるい土壌推積のある場所ではヒデノガリャス，

ハクサンイチゲ，コキンレイカ，ウラジロヨウラク，ミヤマハンノキなどの生育するコキンレ

Ph戊．3　斜面底の多雲積地に発達するクロトウヒレンーミヤマシシウド群集（蕾場由1850・擁寸近）

　　　　Saussureo－Angellcetum　a膿fde…n　Schneeta茎i瓢BergNaeba（1850’πH。越．M．）．
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イカーヒゲノガリヤス群落が発達している。これらの現：存植生は，本立地では自然植生として

把握され，そのまま潜在自然植生としてあっかわれた。

　5）　ウラジ一覧ウラクーミヤマナラ群団

　　Menzies至。－Quercion

　岩菅山山塊の南東側岩壁地ではウラジロヨウラク，ウラジロハナヒリノキ，コケモモ，イブ

キジャコウソウなど低本類が混成するウラジロヨウラクーミヤマナラ群田に属する群落が局所

的に散在している。

　6）　ミヤマカンスゲーチシマザサ群落

　　Cα7eκ（だ。薦。ん08オαcん写αvar．　gZα6eπ加Lα一Sα8αん駕幅ごeπ8ぢ8－Gesellschaft

　現存植生として岩菅山山塊の尾根部や志賀山山塊尾根部にひろく分布している。これらのチ

シマザサ草原のうちあるものはオオシラビソ群集の伐採跡地や風倒木の多い地域にひろがっ

たもので，ミヤマカンスゲーチシマザサ群落の潜在自然植生域としては現存植生域よりやや狭

いオオシラビソ群集の上限の尾根部風衝地や火山硫気孔周辺，湿原の周辺に限られる。

1

条繍M
　　　　あ　　ノ
エ　鳥Eド山　　　　ム
　（2037rπ）　　　　　、

Berg　Kabutogasen

惑あ

4

㌔

饗、

7

菰場由
（2145購）

Berg　Naeba

FluβN諏atsu

　「那馴1

圭7 5 17　　20　　　　玉7　　　　　23　　　　17　　　　20　　　　17 16　　　　　28　　　　17　　　　　15　　　　5 13 5

Fig．2　苗場山地区の潜在自然植生配分1医師

　　　　Vertei韮un諸sschema　der　potentiellen　na煽rlichen　Vegetation　des　Beges　Naeba（21457’の

　　　　und　des　Kabutogasen（20377’L）．

　　　　　5：オオシラビソ群集　　Ab三eε舷m搬ariesii

　　　　13：ツルコケモモーミズゴケクラスおよびホロムイソウクラス
　　　　　　Qxycocco－Sρhagnetea　u．Schezerietea　pa韮翌str圭s
　　　　15：オオシラビソーブナ群落　　月δ‘θε規α幅ε8∫‘一Fαg濾cγ飢α雄GesellschaR

　　　　16：ヒメアオキ・一ブナ群集　　Aucubo－Fagetum　crenatae

　　　　l7：マルバマンサクーブナ群集　　Hama1nelo－Fagetum　crena£ae

　　　　20：アカミノイヌツゲークロベ群集　　11ici－Th司etum　standlshii

　　　　23：ジュウモンジシダーサワグルミ群集　　Po｝yst玉cho－Pterocarye£um

　　　　28：オノエヤナギ群落　　8α♂㍑3αc加7ごη飢8おGesellschaft

　7）亜高山湿原植生　ツルコケモモーミズゴケクラス，ホロムイソウクラス

　　Oxycocco－Sphagnetea　u．Scheuchzerietea　palustris
　この地域内では志賀高原地区および苗場山由頂部に良く発達した湿原植生が自然植生として

ひろがっている。志賀高原の四十八池湿原で代表させる湿原植生は山足部凹状地に発達した谷
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型高層湿原でイボミズゴケ，アオモリミズゴケ，ミヤマミズゴケ，ヒメミズゴケ，ムラサキミ

ズゴケ等！0種類に及ぶミズゴケ類が生育し，一部では高層湿原を形成している。ここではヌマ

ガヤーイボミズゴケ群集が中心的な群落である。ヌマガヤーイボミズゴケ群集はレンズ状にも

り上がったイボミズゴケのマットの上に，さらにワタスゲ，モウセンゴケ，ヌマガヤ，ヒメシ

ャクナゲ，ツルコケモモが30～40％の低い植被率で生育している。

　苗場山の山地斜面型の湿原では池塘周縁にイボミズゴケの他にアカミズゴケ，イトササバゴ

ヶも兇られ，イワイチョウ，チングルマ，シラネセンキュウなどの雪田生の欝欝を多数混生し

ている。

　その他池塘周辺にはじゅうたん状に群生しているアカミズゴケにミヤマイヌノハナヒゲ，

クロマメノキを混じえたアカミズゴケ群落が発達している・湿原周辺部のオオシラビソ群集

に接する地域にミツバオウレン，コガネギク，オヤマノエンドウなどを混生したスギバミズゴ

ヶ群落，泥炭の推積の少ない山地斜面にまでひろがるヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群集，

湿潤地にはミヤマイヌノハナヒゲーワタミズゴケ群集がそれぞれ成立している。

　また苗場山のような山地斜薦型湿原では高層湿原への初期相の一型ともいえる，よりミズゴケ

類の植被率の低いイワイチョウーショウジョウスゲ群集がもっとも広い面積を占めている。

　以上の高層湿原植生にあたるブルト上の植生であるツルコケモモーミズゴケクラスに対して

湿原中に多くみられる大小の池塘中など過湿地，冠水地にはホロムイスゲ，ミカヅキグサ，ミ

纒・

ρho毛．4　ミズゴケ層の発達した高層湿原の代表的群落ヌマガヤーイボミズゴケ群集

　　　　（遅f場山2000π・付近）

　　　　Aufδem　Buk蓑om雌　　温ochmoorgese董董scha衰mit　Mo歪i轟iopsio－Spha9臓et軽田

　　　　aplIlosi　vor　（BergNaeba20007氾H．α．M）．
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Phot．5　苗場山の山頂型湿原，池塘中にはダケスゲ群集が，そのまわりにはイワイチョウーショウジ

　　　　　ョウスゲ群集がひろがっている。（苗場由200伽付近）

　　　　Bergmoorml£C哉rlcetumpa嚢perc秘茎aelmTeユcha疑fdemBergNaeba（！900彿H．u．M）

粋h醜6　イワイチョウーショウジョウスゲ群集。イワイチョウ，ヌマガヤか目立っている。

　　　　馬場出（2000η可砂鉱）

　　　　Faurlo－Carice乞u搬　blephar玉carρ三a疑fde鶏Ber琶Naeba（2000〃LH．u．M。）。
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ヤマイヌノハナヒゲなどで代表されるホロムイソウクラスの植生が発達している。水深10・ηzほ

どの浅い池塘の中にはミヤマホタルイ群落エゾホソイ群集，ダケスゲ群集などがみられる。

種類構成のきわめて少ない群落を形成し，水深10伽から171・にも及ぶ深い池塘中にはホソバタ

マミクリ群落が生育している。

　また志賀高原にある標高がやや低く，若い湿原ではウマスギゴケ群落やミズギボウシ群落な

どが面積的に広い割合を占めている。このように亜高山の湿原植生は種々の異なる群落がモザ

イク状に配列生育しており，潜在自然植生図にはこれらのツルコケモモーミズゴヶクラスとホ

ロムイソウクラスとして一個の凡例にまとめて表示されている。

c山地帯以下Unter　der厳ontanen　Stufe

　8）　オオシラビソープナ群落：

　　〆1δゴθ8　ητα¢ピes唯一Fα8膨ε　cγeηα彦α一Gese里lschaft

　裏欝本多雪気候型の地域内で，山地帯ブナ林から亜高山帯の針葉樹林（オオシラビソ群集）と

の境界域にはオオシラビソとブナ，ダケカンバとの針葉，：夏緑混交林が発達している。高木層

にはオオシラビソ，ブナ，ダケカンバ，ハウチワカエデなどが混生し，低木層にはオオバクロ

モジ，オオカメノキ，ナナカマド，ウワミズザクラ，チシマザサなどがみられる。このオオシ

ラビソーブナ群落はマルバマンサクーブナ群集に近い種類組成をしているがオオシラビソ，エ

ンレイソウ，コミヤマカタバミ，タケシマラン，マイヅルソウなどの区分種によって区別され

る。このオオシラビソーブナ群落は比較的緩斜面で亜高山帯針葉樹林に接する地帯に発達する。

　地域内では蕊場山山塊，志賀山山塊に局所的に潜在自然植生としても認められた。

　9）　ヒメァオキーブナ群集

　　Aucubo鱒Fagetum　cre賑a£ae

　裏耳蝉気候下での中性立地上を占める気候的阿世林でB本のブナ林の中心的位置にある植生

である。地域内ではカヤノ平から毛無山（1650・のにかけての地域と，関田山脈の野々海峠

（980描）を中心にまとまった三分が残存している。

　高木層はブナが優占し，小被度，低常在度でシナノキ，イタヤカエデ，トチノキ等を混生す

る。亜高木層はイタヤカエデ，ハウチワカエデ，コハウチワカエデ等のカエデ類で特徴づけら

れる。低木層はチシマザサをはじめユキツバキ，ヒメアオキ，ハイイヌガヤ，ハイシキミ，エ

ゾユズリハ，ヒメモチ，ハイイヌツゲなどの常緑生低木類が繁茂している。これらの常緑低木

類は撮本海気候多雪地域を指標する種群であるといえる。ヒメアオキーブナ群集は写本海側気

錠に直接影響を受ける植生である。とくに冬季の積雪量約50α1似上の地域内がその分布域と考え

られる。しか．し，またヒメアオキーブナ群集は表層に火山灰の推積のある輝輝輿地に発達し，

その他の急傾斜地では斜懸下部の土壌のよく発達した地域にのみに局地的にみられ、典型的な

かっ色森林土壌を形成している。したがって広面積的には北東部の下高井郡の毛無山（1650・・の，
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Fi墓．3　飯山地区の植生配分模式図（上：現存構生，下：潜在自然植生）
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霞　然 植生凡例（潜在自然植生翻の凡例番号＞
　5　オオシラビソ群集　　Abietu孤朋aar｛es穀

　16ヒメアオキーブナ群集　　Aucabo－Fage撫m　cr脇atae
　17　マルバマンサクーブナ群集

　18　スズタケープナ群団

　23　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

25ハルニレ群集　Ul撮etu搬davidiunae．
　26　ハンノ．キーヤダチモ群集

　36　クリーコナラ群集　　Castaneo－Quercetu塒

　37　アプラチャンーケヤキ群集　　Parabe益zoin

　38　イヌコリヤナギ群集　　Sahcetum　integrae
　43　開放水域　　Offenes　Wasser

代償植　生凡例
⑳　ヤマブドウーミズナラ群集
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⑰

⑳

㊧

⑱

⑯

⑯

⑳

　　　Ha搬a搬e1・一Fage加搬cre隷a£ae
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　　　　　　Polys蝦ch◎一Pterocaryetu搬

Alno鱒Fraxinetu搬搬andshuricae
　　　　　　　　　　　　　　serratae

　　　　　　　　　　praecox－Ze璽髭ova　serrata－Ass．

カスミザクラーコナラ群集

スギ植林

アカマツ植林

クマイチゴ群落

カモガヤーオオアワガエリ群落

落葉果樹園

カラスビシャクーニシキソウ群集

ウリカワーコナギ春i喋

住　宅　地

開放水域

（現存植生図の凡例番号＞
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ヵヤノ平（1600彿），三ッ山（16！1初），高倉山（1326隅）の山塊を中心にこのヒメアオキーブナ群

集域がひろがっている。また下水内郡の関田山脈の山頂部活を中心にひろがっている。その他

では東北部三国山脈では志賀高原付近をヒメアオキーブナ群集の南限としてノ1・面積で散在して

いる。

　iO）　マルバマンサクーブナ群集

　　｝｛amamelO－Fagetum　crenatae

　ヒメアオキーブナ群集と比較してより貧養乾燥地熱のブナ林で，高木層にはブナの他にミ

ズナラ，シナノキ，イタヤカエデを混じえ，亜高木層にはさらにリョウブ，コシアブラ，マル

バマンサク，ナナカマド，低木層にはチシマザサの難度が低くなりムラサキヤシオツツジ，タ

ムシバ，ミネカエデ，ホツツジ，コヨウラクツツジなど貧養地生の低木類が多数混生する。草

本層においてもマイズルソウ，イワウチワ，叢叢イワカガミ，ヒメカンスゲなどの貧養地生の

草本植物が混生している。

　マルバマンサクーブナ群集はかっ色森林土壌上で発達するが，ヒメアオキーブナ群集に比し

てA層およびB層が薄くC層の母岩が比較的浅い立地に発達している。したがって地形的には

山地の急傾斜地，とくに山地上部1500・・から1800・・付近にマルバマンサクーブナ群集は広く出

現する。潜在自然植生としてはヒメアオキーブナ群集よりも広い面積で分布し，下高井郡の鳥

甲山（20387の中腹以下，苗場山（2！457の，佐武流山（21927’L），岩菅山（22957のなどのひん岩や

懸
講、

鰭
rひ　’㍗

麟

灘難

愚論．．

騨

議i籔

撚

講謬露叢

貼ot．7　平担地形地上のヒメアオキープナ群集，ホ構iはチシマザサが優勢である（カヤノ平160伽付近＞

　　　　Aucubo－Fagetum　crenatae　m圭treichenUnterwuc弛svo糞8α8α舳γ‘eπ8‘ε
　　　　（K：aya　notaira　160伽H．嚢．　M）．
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　　　£um　c　r　e漁ata　e（Kayanodaira　600擢

　　　H。額，M，）．
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Pho毛．9　褐色森林土上に発達しているヒメアオキ

　　　ーブナ群集中津川上流，切明900〃L付近

　　　Aucubo－Fage撫m　crenatae，
　　　das　auf　dem　Braunerde　entw1ckelt　lst

　　　（K量riake　900〃LH．琶．　M，）．
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懸盤1　　騨講懸騒
　　　　　踊躍灘

　　饗鷺
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・灘

臥。亀．10　ヒメアオキ・一ブナ群集域の代償横生として発達したクロズル群落（毛無由16497π）

　　　　露華ne　Ersa£z琶ese茎lscha董之丁舜p孟e曙8・ぬ？πγθ8e‘‘δ＿Gesellscha£t圭織de塒A競。翌bo－Fage綴m

　　　　Geble£　（Beτg　Ke隷ash呈16497几H．面．M．）．

P§o毛．11　ヒメアオキーブナ群集域での代償植生，カモガヤーオ才アワガエリ群落（牧場）カヤノ平（1600三寸近）

　　　　Eine　Ersatzgese難schaft　1）αcオシ‘‘s　8♂o？ηe7αオα＿Pん～ε冠7㍑　pγα孟eηse＿Gese茎lschaft　i汽　dem

　　　　Auc婆bo－Fagetum　crenatae　Gebiet（Kayanotaira6007πH．面．M）．
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あるいは一部安山岩より成る急峻な地形の山岳地帯に分布する。しかし，潜在自然植生図でマ

ルバマンサクーブナ群集で標示されている地域内には局地的に斜面下部等にヒメアオキーブナ

群集が成立する場所も多いが面積的にごく狭く，5万分の1の潜在自然植生には図示されてい

ない。

　ii）スズタケーブナ群団

　　Sasamorpho－Fagion　crenatae

　チシマザサーブナ群団に属するヒメアオキーブナ群集およびマルバマンサクーブナ群集，オ

オシラビソーブナ群集は地域内では関田山脈の全域と東北部の三国山脈では志賀山山塊域まで

に分布している。志賀山山塊を越えた山地帯ではミズナラ，イタヤカエデ，クマシデ，アカシ

デの他にウラジロモミを混じた植分が多い。反面碍本海型のチシマザサーブナ群団に所属する

植生の成立は困難で，内陸型のブナ林としてシラキーブナ群集およびウラジロモミ群落が潜在

自然植生と判定された。

　12）　アカミノイヌツゲークロベ群集

　　Ihci－Thujetum　standishli

　山地帯尾根部や急斜面の上部に発達する

針葉樹林で，高木層はクロベ，コメツガ，

ヒメコマツなどの針葉樹種によって占めら

れ，低海抜地ではアカマツが混成し，高海

抜地ではコメツガが多く混生する。低木層

には論点地生のツツジ科植物ムラサキヤシ

オッッジ，コヨウラクツツジ，バクサンシ

ャクナゲ，ホツツジ，サラサドウダンツツ

ジ，　オオバスノキなどや，　その他にアカ

ミノイヌツゲ，ミネカエデ，ミヤマシグレ

などが生育している。草本層ではツルツゲ、

ゴゼンタチバナ，イワナシ，イワカガミが

生育する。現存植生として，岩菅山中津川

漢土ぞいに，さらに苗場山，鳥甲山の母岩

が露出した山塊部にまとまってみられる。

潜在自然植生としてのアカミノイヌツゲー

クロベ群集は標高約800～！800ηしのマルバ

マンサクーブナ画集域の尾根部を中心に成

立し，中津川漢谷，苗場山，鳥甲山山塊部

をはじめ各地に点在する。

鰻．

懸

驚．

蝦
i灘
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　　　繰》・ミ§

Ph　ot．13アカイヌツゲークロベ群集の林内相観

　　　　中津川上流切明（1600・・付近）

　　　　1捻nere　Physiognomie　des　I　l重ci－

　　　　Thuletum　standishH
　　　　（Kiriake　1600～～z　H．α．　M．），

娚
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　　叢

　　　講灘纏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澱
懸帆．12　苗場山の北東斜面（約19007の，溶岩台地の

　　　　斜面部で急巌をなし，アカミノイヌツゲー

　　　　　クロベ群集，オオシラビソ群集のコメツガ

　　　　亜群集，谷部にはクロトウヒレンーミヤマ

　　　　　シシウド群集が成立している。

　　　　Il圭ci鱒Thu｝etum　stand圭sh｛i，
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　　　　δesAbietu搬搬ariesi呈a縫fden
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　　　籍駕、．礁　蕪蕊畷．、鰹黍．

Phot．14　谷部の岩礫上に発達するジュウモンジシダ

　　　　　ーサワグルミ群集（中津川流域1100泌付近：）

　　　　　Polysticho輸Pterocaryetum
　　　　　in　dem　kiesiegen　Tal（bei　FluβNaka乞u

　　　　　1！00’π｝｛．｛≦．M．）．

　繊難
　　潔
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　13）　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　POIyStiChO鱒PterOCarye£U組
　谷部，沢すじに発達する湿生高木林である。多くは直立する幹に縦縞のある複葉のサワグルミ

を中心とし，トチノキ，カツラ，イタヤカエデなどの高木類で構成されている。ジュウモンジシ

ダーサワグルミ群集は鈴木時央等1956が月山において最初に報告したもので裏日本多雪地域の

チシマザサーブナ群団域に土壌的，地形的に条件づけられた森林群落として広く分布すること

を提示している。長野県内におけるジュウモンジシダーサワグルミ群集に含められる植生はチ

シマザサーブナ群団のブナ林域よりかなり南部域までひろがっており，地域内での山地帯谷部

の漢谷林はすべてジュウモンジシダーサワグルミ群集に含められる。

　瞬）　ハルニレ群集

　　Ulmetum　dav量dianae
　富養立地上での：夏緑広葉樹林で高木層にハルニレ，さらにトチノキ，イタヤカエデ，ミズナ

ラ，キハダ，シナノキなどを混生している。低木層にはハシドイ，マルバゴマギ，クロウメモ

ドキ，ミヤマイボタ，マユミ，ツリバナなどが生育している。草本層は一般的によく発達し，

70～80％の植被率を占めフッキソウ，ムカゴイラクサ，サラシナショウマ，ヤマシャクヤク，

オククルマムグラなど多くの広葉性の草本植物が生育している。ハルニレ群集の現存植分は今

臼までの調査では戸隠，菅平地区などごく限られた場所でしか知られていない。これはハルニ

レ群集の成立立地が河川辺の水はけのよい砂質土壌上に発達し，　現在では畑作地，　桑畑など

の農耕地さらに最近は住宅地などそのほとんどの植生域が利用されているためで，潜在自然植．

生としてのハルニレ群集は現存継生より，はるかに広く千曲川沿いの自然堤防域や山地の広い

凹状地に潜在自然植生としてこのハルニレ群集の成立が考えられる。

　i5）　ハンノキーヤチダモ群集

　　Aho－Fraxinetum　mandshuricae
　過湿潤立地における夏緑広葉樹林で高木層にハンノキ，ヤチダモ，キタコブシ，低木層にク

ロウメモドキ，ズミ，カンボク，ミヤマイボタ，ノリウツギを混生している。草本層にはタニ

ヘゴ，ニッコウシダ，オオカサスゲ，ミゾソバなどが高い植被率で生育している。このハンノ

キーヤチダモ群集は谷の凹状地や低地帯の水はけが不良で淳滞水や緩流水地沿いに発達し，土

壌は泥土，あるいは泥炭を形成する場合もある。このハンノキーヤチダモ群集の現存植生はハ

ルニレ群集同様きわめて少なく，現在では戸隠，菅平などごく一部の地域に知られているのみ

である。しかしハン『ノキーヤチダモ群集の生育立地は水田としての利用適地であり，現在各地

でくまなく水田その他に利用されている。したがってとくに湿田といわれる地下水位の高い場

所での水田地帯の多くは潜在自然植生としてこのハンノキーヤチダモ群集があてられる。

　16）　クマシデーサワシバ群落

　　Cαγμπ㍑8ブαpoηピ。α一CαγPぬ㍑s　cor（1α孟α一Gese茎lschaft
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長野市の東部，三国山塊の山足部や漢三音β

にはクマシデ，アカシデ，サワシバなどの

クマシデ属の高木類が混生する夏緑広葉樹

林が認められる。　　　　　　　　　・

　チ葭川の支流である鮎川，保科瑚などの

上流部の漢谷域ではクマシデ属を区分種と

するクマシデーサワシバ群落が潜在霞然植

生として考えられる。

　17）オノエヤナギ群落

　　Sα♂㍑sαcんαおπθπsεs＿GeseHschaft

　信濃川の支流，志久見川，中津川上流域

の湾川敷礫上にオノエヤナギ群落が発達し

ており，山地帯の河川礫上にはこのオノエ

ヤナギ群落が持続群落として発達している

と考えられ，嗣時に潜在陶然植生とされた。

　18）　ヤマツツジーアカマツ群集

　　Rhododendro　kae騰pferi
　　－Pine｛；u！n　densifi◎rae

　長野盆地を中心とした出三部や丘陵地の

標高400～800彿付近の尾根づたいに現存植

生としてアカマツ林が成立している。相観

1鯛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Phot．15　漢流沿いに発達したオノエヤナギ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中津川流域，懇懇900糀付近）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sα菖κ8εcんα髭飢θπsゴ8＿Gesellschaft　e隷t齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　langdes　Bach　slch　e隷もw三ckelt（bei　Fluβ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Na韮（at醸900隅H．窪．　M．）。

的には各地に二次林や植栽林として広い面積でアカマツ林が見られるが，これらのアカマツ林

の多くはク1トコナラ群集の代償植生としてあるものが多い。したがって潜在自然植生をクリ

ーコナラ群集とされるものが多い。しかし，松本市周辺の叢叢785・・，尼厳山780・・，茶難山

73伽等の尾根づたいでは三三が露出し，夏季には強い乾燥条件下におかれる。したがって，

これらの地域ではやマッツジーアカマツ群集が持続群落として考えられ，それらの立地の潜在

窃然植生とされた。

　i9）タリー期ナラ群集，カスミザクラー筒ナラ群集

　　Castaneo－Quercetu斑serratae　u．Pruno　verecu臓dae－

　　Quercetum　serratae
　長野県内における低地帯，すなわち松本，長野盆地をはじめ盆地地帯（標高約400アπ）を中

心に丘陵部や山地斜爾に発達する夏緑広葉樹林で，人里に近く古くは薪炭林等として利用され

てきた森林植：生である。

　コナラ，エゴノキ，クヌギなどの丘陵低山地性の夏緑広葉樹林についてはクヌギーコナラ群
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集（宮脇1967），コナラーアズマネザサ群集（谷口1956），クリーコナラ群集（横Il11959），オニシ

バリーコナラ群集（宮脇他1970），アカマッーコナラ群集（吉岡1948＞等々多くの群落単位が全

国各地で報告されている。しかもこれらの群落の多くが二次林であるといわれる。しかしまた

山地帯下部ではイヌブナやブナのブナ属（Fα9駕8）が生育していない植生帯にこのコナラ，クリ

の夏緑広葉樹林が発達していることから，従来相観や優占種からクリ帯として山地帯の下部の

独立した植生帯として認める考え方があった。これにあたる植物群落は中野1942がクリ群団と

し，さらに同じ植生帯に発達するモミ，ツガの針葉樹を主とする植生をッガ群団Suz．一Tok．1952

としている。さらに山中1969はより高海抜地まで発達するミズナラーイヌブナ群団とともにク

リオーダーを提唱している。

　これらの夏緑広葉樹林は，いわゆる日本でいう暖帯と温帯との推移帯にあたり中間温帯とも

呼ばれてきた。また吉良！949は，これらの樹林を暖帯落葉広葉樹林帯と呼び，さらに暖かさの

指数（WI），と寒さの指数（CI）の両温度気候指数（WI〈85，　CI＞一12）によってこの暖帯落葉樹

林が裏づけられるとしている。

　松本，長野盆地を中心とする長野県内の大半の低地帯ではイヌブナ，ブナ，ミズナラ等を欠

き，クリ，コナラ，クヌギ，カスミザクラ，ケヤキ等の夏緑樹林となっている。しかもこれら

のクリ，コナラの夏緑広葉樹林内には常緑広葉樹類をもほとんど混生していないことから将来

このクリ，コナラの夏緑林が群落組成の大きく異なる森林植生へ遷移することは考えられない．

したがって潜在自然植生単位として，ブナクラス域の下限付近の夏緑広葉樹林のクリーコナラ

群集が認められた。さらにオオバクロモジ，ハイイヌツゲ，ヒメアオキ，ハイイヌガヤなど裏

臼本多雪地域の指標種群を混生する群落をカスミザクラーコナラ群集に含め長野県北部の裏臼

本多雪地域の夏緑広葉樹林帯の下限付近の1船守自然植生単位とされた。

　このクリーコナラ群集とカスミザクラーコナラ群集の爾群集をイヌシデーコナラ群団，コナ

ラーミズナラオーダー，ブナクラスに含められる。

　我々は植物社会的な群落体系に応じてブナクラス域の各森林植生域を温帯とし，ヤブッバキ

クラス域をいわゆる暖帯に対応させることとした。

　20）アブラチャンーケヤキ群集

　　Parabenzoinpraecox－Zelkova　serrata－Ass．
　山地帯の蜜月，谷部，さらに扇状地上に発達する高木夏緑広葉樹林で相観的にはケヤキある

いはオニグルミの優占林である。

　低木層にはヤマブキ，アプラチャン，ツリバナ，ニシキギ，サンショウ，イボタノキなどが

生育し，張本層にはイヌワラビ、トラノオシダ，ヤマガシュウ、チヂミザサなど多くの種群が

混生している。このアブラチャンーケヤキ群集は特別の標洋種をもたないが，日本海側多雪気

候域に多いチャボガヤーケヤキ群集にみられるサワグルミ群団の構成灘浜を含まず，さらに太

平洋側気候域のイロハモミジーケヤキ群集にみられるイロハモミジ，　アワブキ，クマワラビ
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ハナイカダ，イヌガヤ等を欠いている。

　立地的には谷部や扇状地の砂礫の推積があり，水はけが良く，斜颪上部から水分や養分の流

入の多い富養地に発達している。このアブラチャンーケヤキ群集域は現在では飯山，須坂，長

野市等の千曲川沿いの各地に発達している扇状地上でおもにクリ，アンズ，リンゴ，モモなど

の多くの果：紙類の栽培地として利用されてきた。また石塊を組んだ段々畑や段々状の水田とし

て利用されている。

　したがって潜在自然植生としてこれらの盆地，低地帯にかなり広い面積でひろがっている。

このアブラチャンーケヤキ群集域での農家や神社ではケヤキの大木が目立つが，このケヤキの

樹木も潜在霞然植生判定の一指標となっている。

　現存植生図ではケヤキ林を一括してケンポナシーケヤキ群落としてまとめられたが，その後

の調査の結果ケヤキ林は異なる群集として区分された，このアブラチャンーケヤキ群集がもっ

とも広い面積で分布していることが明らかとなった。

　2D　チャボガヤーケヤキ群集

　　Torreyo　radicans－Zelkovetu瓜serratae
　由地漢谷に発達する高木夏緑広葉樹林である。高木層にケヤキが優出し，トチノキ，オニグ

ルミ，イタヤカエデを混生する。低木層にはウリノキ，ユキツバキ，チャボガヤ，ケナシヤブ

デマリ，ヒメアオキ，ハイイヌガヤ，アプラチャンなど多くの低木類を混生する。また草本層

にはミヤマイラクサ，ジュウモンジシダ，リョウメンシダなどが生育する。

　このチャボガヤーケヤキ群集はアブラチャンーケヤキ群集とともにケヤキ群団（Ohno　1977）

に含めまとめられ，　チャボガヤーケヤキ群集とはヒメアオキ，ユキツバキ，チャボガヤ，ハ

イイヌガヤなどの種群によって区分される。しかしこのチャボガヤーケヤキ群集は長野県北部

の裏臼本多忌地域内の低山地にごく狭く認められただけで潜在自然植生図では岡じケヤキ群國

のアブラチャンーケヤキ群集の凡例に含めて描かれた。

　22）　ヨシクラス

　　Phragmitetea
　冠水する泥土上にはヨシ，マコモ，スゲ類などの生育する湿生草本植物群落が発達している。

　菅平などの高海抜地（約1000？層寸話）ではイワノガリヤスーヨシ群落やオオカサスゲ群落が

環存構生として発達しており，おもに山地帯を中心にこのイワノガリヤスーヨシ群落やオオカ

サスゲ群落が潜在自然植生として考えられる。

　低地地域の低湿地では現存植生として発達しているヨシ群落，ウキヤガラーマコモ群集など

が潜在自然植生として考えられる。これらのヨシ・クラスの各植生は河川沿いや河絹後背湿地

池沼周辺に分布しており，広く各地に認められる。
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　23）　ヒルムシロクラス

　　PO£a磁ogeto礁ie£ea

　池沼中のガガブタ，ヒシ，ヒルムシロ，ヒツジグサなどが生育する浮葉植物群落がヒルムシロ・

クラスとして一つの凡例にまとめられて表わされた。

　24）河辺草本植物群落

　　Auenwiesen－Gesellschaften

　千曲川，犀川などの比較的大型河川の河川敷内では，降雨時の増水や大雨の大増水時等，水

位の変動激しく，植生環境としては乾燥と冠水がくりかえされ，さらに流水による物理的作

嗣を受ける。これらの厳しい環境条件下では安定した高木林の発達は困難である。これらの大型

河川敷内でも一部にヤナギ林が成立する他は冠水の影響，土壌の構造などの立地条件のきびし

さに酎えて存続している草本植物群落が成立している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｛左々木　　寧）
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2　北アルプス地区の潜在自然植生
　Po亡entielle　naturliche　Vegetation　des　nordllcLen　japaniscken　Alpen－Gebietes

　　　　　　　　（立山，大町，槍ケ岳，信濃池田，上高地，松本）

調査地域区画（五万分の一地形図）
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地　域　概　況

　潜在自然植生図化された対象地域は国土地理院発行の5万分の1の地形図「立山」，「大町」，「槍

ヶ岳」，「信濃池田」，「上高地」，「松本Jの6葉である。長野県北西部に位置し，本邦で最も高

い平均高度をもち，一大脊稜山脈を形成している飛騨山脈（北アルプス）の稜線によって，富

山，岐阜の両県と接している。後立山連峰から槍一瓶高岳連峰まで南北に走る北アルプスは杜

年期の高山地形や氷河地形を各所に残した海抜3000・・級の諸峰が並び，我が国における有数な

山岳景観を構成している。東部山地は中・低山性の幼年期地形で，なだらかな丘稜性の山列が

並んでいる。これは飛騨山脈の壮年期地形と対照的な山容を塾している。主要山地には中山幽

脈の権現山，蕎麦粒山，長者山や南部の松本平東部を走る筑摩山地の前衛山列（岩殿出，横原

山）がみられる。

　西部山地（飛騨山脈）と東部山地の聞には糸魚川一静岡地質構造線に沿った地溝状の中央部

低地が南北に広がっている。青木湖付近の佐野坂を分水界として北の姫川水系と南の高瀬川水

系とに区分されるが，本調査地域では姫川水系の低地はごくわずかで，大部分が高瀬川水系の

低地に含まれる。安曇平と呼ばれる盆地部である。木崎湖，中綱湖，青木湖の仁科三戸周辺は

狭間地形を形成し，安曇平ではもっとも標高が高く，南下するにつれ高度を減じている。犀川

の流水口の明科町付近が松本盆地でもっとも低位置にあり，竹林や栽植された茶もみられる．

　植生図化された地域は裏日本型気候域の植生と表日本型気候域の植生との移行，交錯地域を

含むため垂直的分布と水平的分布の何れにもきわめて複雑な植生構造配列を形成している。垂

直的な植生配分については各章で記載されている。また現存植生で詳しく述べられている（長

野県植生図作製調査団1973，1974：長野県の植生図，第1集，第2集）。また，水平的植生域は

本調査地だけでは詳述はできないが，概論的には丘陵地帯をぬって蛇行しながら長野盆地へと

流入する犀川以南が表日本型気候に支配される植生域と考えられる。

a高山帯Alpine　Stufe

　高山帯とは森林限界以上の地域で，白馬岳など後立山連峰北部では標高2500・・，北アルプス

南部地区（槍一穂高岳連峰）では標高270伽甲高の地域である。高山帯は植生を支える環境条

件がきびしく，亜高山帯以下にみられるような森林群落はどこにも認められない。

　飛騨山脈の森林限界については今西（1935）の報告がある。それによれば，森林を形成する樹

種がその標高以上においてはもはや分布の連続性を失ってしまう境界を森林限界と定義し，森

林限界樹種がオオシラビソとダケカンバであることを指摘している。また，北アルプスでは葦

北にのびる連嶺の主稜に対して直角な断面においては，西側にある森林限界線ほど標高が低も

東側にあるものほど高くなっていることや，南北の主稜方向では南下するほど森林限界線が議

海抜地まで上昇していることを報告している。その結果，大天井岳から槍ケ岳にいたる連峰皿
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いわゆる喜作新道沿いの頚根一において全北アルプス中で最高の森林限界高度270伽に達して

いることを明確にしている（今西！935）。

　森林限界以高の高山帯では棚対的に環境条件はきびしくなっているが，特に低温，強風乾

燥，巳照時間の制限などの要國が強く影響をおよぼしている・そのため高山帯植生はわずかな

立地の相違に対応してモザイク状に錯綜している。代表的な植生としてコケモモーハイマツ群

集の針葉低木群落，風あたりの強い斜面に生育する難生低木群落（コメバツガザクラーミネズ

ォゥ群集）や風衝草本群落（オヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集），崩壊地や砂礫地に生える

草本群落（ミヤマクワガターウラジロタデ群集，コマクサー蕪蒸ネスミレ群集など），融雪が遅

く，：夏まで残雪がみられる立地の雪田植物群落（タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集，

ミャマタネッケバナ群集など）等があげられる。これら低木群落と草本植物群落とが織りなす

独特の植生相観帯を形成している。

　高山帯には人為的影響により轟然植生の置きかえ群落である代償植生はほとんど認められず，

現存植生＝潜在自然樋生となっている。一部，きわめて局地的であるが登山者の踏みつけや基物

の移動などにより植生が剥離されたり，山小屋などの建造物によって裸地化したり，残食物放

棄による立地の富養化など影響を受けるが，いつれも部分的，断片的である。

ρhot．16飛騨山脈の主峰をなす槍ケ岳。中景は硫黄尾根。

　　　　Fernaasichtδes　Berges　Yorigatake（31707π｝｛．廿．　M）

　　　　Uberδen　Berg　Iδdake，　der　Central　Bergδes｝｛ida－Gebirges圭s£。
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Tab．1　飛騨山脈（北アルプス）の高山帯に生育する主な植生とその立地
　　　　Wich皇ige　Vegetatio韮und　ihrer　Standort　der　Japanische黙Alpen－S七u｛e（Hida－gebirgeskette

　　　　als　Beispiel）．

潜在良然植生図凡例番号

kegende　Nr．　d．　poten・

狽奄?ｌｌｅ識　nat｛irlichen

uegetationskarte

群　　　　　　　　団

@　Verb銭nde

群　　　　　　　集

@　Assoziat圭one轟

1

イワツメクサ群団

i崩壊砂礫地草本植物群落）

rtellarion　nipponicae

^カネスミレーヒメイワタデ群団

i周氷河地草本植物群落）

uio｝o－PoIygoaion　alane・
獅唐奄

ミヤマクワガターウラジロタデ群集Veronico層Polygo蹴et睦m

翌?ｙｒ量ch員

Rマクサータカネスミ　レ群集

cicentro鱒V藍。歪etumcrassae

1

チシマクモマグサーミヤマタネツケ

oナ群団
i雪田野砂礫地草本植物群落）

raxifrago髄Cardami註ion
@9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

獅撃垂垂盾試Ocae

ミヤマタネツケバナ群集

barda職lnetum　nipρo難icae

Nモマグサ群集

ra弄ifraget縫m　merki至idsur躰
盾?Ｉ

2

アオノツガザクラ群闘

i乾性雪田平生低木群落）

ohyllodoceio無aleuticae

Cワイチョウ群団
i湿性雪田草本植物群落）

eaurlon　crista－gam

タカネヤハズハハコーアオノツガザ

Nラ群集

`蹴aphaho－Phyllodocetum
％､euticae

Cワイチョウーショウジョウスゲ群集

eaurio鱒Car三cetu鵬　blepha騨
Erlca「pae

3

オヤマノエンドウ群団　己

i風衝草本植物群落）

nxytropidion　japonicae

オヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集

nxytr・pid・・Kobres量e亡u搬
b?ｌｌａｒｄ玉i

3

ミネズオウークロマメノキ群団

i風衝幡生低木群落）

koiseleurieto　轍　Vaccinio賑

コメバツガザクラーミネズオウ群集

`rcterico－Loiseleurietum

4

コケモモーハイマツ群団
@（常緑針葉低木群落）

uaccin玉。－PiniQn　pu朗lae

コケモモーハイマツ群集

uaccinio－Pinetum　pumilae
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群落構成種と群落形態
Wichtige　Ar七en　u・Gesellschaftsmorphologie

ミヤマクワガタ，ウラジロタデ，コメススキ，イワ

スゲ，イワツメクサなどの草本植物からなる疎生群

落。衝塊状や島状に生育している。海蝕泉地に散生。

コマクサは1種のみで群落を形成する場合が多いが，

礫安定度の高いところではタカネスミレと共存する。

群落構成種はきわめて少ない。

雪田底にまばらな疎生群落を形成。ミヤマタネッケ

バナは発達した地下茎をもち，養分の蓄積が可能。

1種からなる場合が多いが，共存種としてはクモマ

スズメノヒエ。

クモマグサ群集は蘇苔地衣類を随伴する。

高山帯のお花畑，アオノツガザクラ，チングルマな

どの園生低木とタカネヤハズハハコ，ミヤマリンド

ウなど草本植物との混生群落。

イワイチョウ，コケスギランなど多年生草本植物に

よるカーペット状やヌマガヤ，ショウジョウスゲの

優占する芝：生状草原。

イネ科やカヤツリグサ科の草本植物を主体とした風
立草：原。植被率は比較的高く，群落構成種も多い。

ミネズオウークロマメノキ群國より一層風衝作用が

強く，砂礫の移動があるため国魂低木の生育は不可能、

コメバツガザクラ，ミネズオウ，クロマメノキ，ウ

ラシマツツジなど植生高のきわめて低いツツジ科植

物を主体とする地生低木群落。ハナゴケ，エイラン

タイなど蘇苔地衣類を伴う。カーペット状の密生群

落を形成する。群落構成種には常緑葉をもったもの

やクチクラが発達しているものが多い。

し」

nイマツの海”と形容されるように樹高1肌前後，

植被率90％以上で密生している。針葉の枝葉が密な

ため林床植物は貧弱。コケモモ，クロウスゴ，オオ

バスノキ，コガネイチゴなどが生育。蘇苔地衣類の

発達は著しく，タチハイゴケ，イワダレゴケ，ダチ

ョウゴケなどが主体となっている。小形植物とハイ

マツとの2層群落。

立

Stand◎rt

地

鳥や融雪水により砂礫移動のはげしい崩壊地

や風衝による砂礫崩壊地。乾燥地。

高山砂礫地，尾根付近の緩斜面。砂礫の移動

量は少ない。中細礫が主体で，微砂が間隙を

埋めている。火山砂礫地や風化されやすい花
四病地。

雪田底の砂礫地とくに氷蝕カール底。礫移動

は比較的少ない。大盤の間隙を埴輪と砂が埋

めている。受光量が少なく融雪後も湿潤。

冬季季節風に対して風背側斜面。残雪により

生育期間が短い。

融雪後は乾燥する雪田上縁部か凸状地ゆ

融雪後も水分が供給される凹地。

風衝作用のきわめて強い尾根，稜線，強風に

より砂礫が移動。積雪が少ないため低温，土

壌の凍結，乾燥が著しい。

冬季積霊の少ない，風あたりの強い尾根や山

頂部。砂礫の移動はない。風衝やそれに伴う

乾燥化が強い。日照時間は長い。

安定した立地の尾根筋や平坦地。砂礫が移動し

たり，融雪の遅いところは不適。来分解の針

葉落葉が厚く雄積し酸性土壌となっている。
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Phot．17　鹿島灘ケ岳來画の相観。不安定な立地に生育するミヤマハンノキーダケカンバ群集が広

　　　　がっている。

　　　　Ost圭iche　Ansicht　der　Kash｛mayarigatake（Nord重｛che　Japan｛sche　A茎pen　2890？πH．　U．　M．）．

Phot　18　飛騨1⊥1｝｝1藪の高山帯に生息する日本の代表的高虚、1鳥であるライチョウ。

　　　　Ein　lapan｛sher　typischer　A｝penvogelゐαgop㍑8ηz召亡㍑s　in｝｛ida－Geblrge（2900η壕｛．　U．　M．），
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b亜高山帯Subalpi捻e　S加fe

　亜高山帯とは山地帯上限から森林限界までの地域で，標高1600～2700？πの範囲に相当する。

亜高山帯を特徴づける植生は，シラビソ，オオシラビソ，トウヒ，コメツガなどの常緑針葉樹

林である。生育面積も広く，山地帯の夏緑広葉樹林と対照的な相観を形成している。これら針

葉樹林の林内は山地帯のそれとは著しく稠違し，林床が蘇苔類でおおわれているため暗く，陰

湿な環境となっている。亜高山性針葉樹林を代表するシラビソーオオシラビソ林は表日本寡雪

地域と裏日本多雪地域とでは樹冠を構成する樹種に違いがみられる。烏帽子岳以南においては

オオシラビソに混生してシラビソの生育が認められるが，後立山連峰北部に移行するにしたが

いシラビソが欠落している。

　隣接する富山県に比べて長野県（飛騨山脈地域）の方が亜高山針葉樹林の発達が良好である

（宮脇・大野・原磁19751富由累現存植生函一4）。これは剣岳，立山，薬師岳と続く立山連峰

が冬季季節風に対して第1線山稜となっているため積雪が多く，針葉樹林の発達を阻害してい

るからである。それに対して第2線山稜となる後立山連峰や槍一穂高岳連峰は雪の影響が緩和

されるために立山連峰以上にシラビソーオオシラビソ林は発達する。さらに常念山脈の第3線

山稜にいたっては広範囲にわたりシラビソー才オシラビン林の潜在立地が広がるとともに，現

存槌生にもみられる。また，今西（1935）が指摘しているように飛騨山脈南部ほど森林限界高度

が上昇し，オオシラビソが高海抜地に生育していることと考えあわせれば，南部に位：堕する槍

一穂高岳連峰や常念山脈にシラビソ＝オオシラビソ林が発達することが自明となる。

　シラビソーオオシラビソ林も急斜面，崩壊地，谷頭や弓状部の礫地など不安定な立地では，

夏緑針葉樹林のカラマツ群落やダケカンバ，ミヤマハンノキ，ウラジロナナカマドなどの夏緑

広葉樹からなる高木林や低木林に置き代っている。さらに，霊崩などの物理的破壊作用を強く，

頻繁に受けている立地ではもはや樹木は生育できずシナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団に

含まれる広葉草原が発達している。

　立地の安定度という面から亜高山帯の植生を考察してみると，常緑針葉樹株→夏緑広葉樹林

→広葉草原へと移行するにしたがい不安定化していることが理解される。これを異体的植生で

みると，シラビソーオオシラビソ林→ダケカンバ林→ミヤマハンノキ低木林・ウラジロナナカ

マド低木林触シナノキンバイーミヤマキンポウゲ草本群落のように変化している。また，立地

の不安定化に伴い樹幹の形態もシラビソやオオシラビソの直幹から，雪崩や三二のためミヤマ

ハンノキーウラジロナナカマド低木林のように綾下した樹幹へと物理的作用に対応して矯曲の

程度が大きくなっている。

　亜高山帯下限付近の河絹沿いには上高地のケショウヤナギ林に代表されるオオバヤナギード

◎ノキ群集が幣状に発達する。このヤナギ林は高海抜地ではダケカンバ林やヒロハカツラ林に

低海抜地では山地帯のジュウモンジシダーサワグルミ群集に接続している。
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Phot．19　飛騨山脈によく見られる葬対称山稜。富山県側（西側）はオオシラビソ林が発達するが，長

　　　　野県構（東側）はダケカンバ林。

　　　　Asy血孤etrische　Gebirge　der｝｛ldagebirgeske亡te．　Auf　den　W－Seiten　e滋wlckel毛sich

　　　　Abie乞該m　marlesH　u・ndaufdenB－SeitenAlno－Be£uletu田ermann．
へ》’7 @学鐸ヴぴ響蔑
　’1　　　誓

Phot．20　奥穂高岱から上高地，梓周を望む。正面は焼岳。

　　　　Aussicht　der　Kam泳ochi，　und　FluβAz疑sa　vom　Berg　Okuhodaka（3190〃L｝｛．U．M．）．

　　　　Yakedake（2450〃z　H．麺．　M）｝｛egt　in　Mitte．
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　　　　　　　　撫鷺

驚嚢難謙
　　　　　黛　講霧i

難総譜謡

講
鍵

馨
Ph◎t．21　雪崩のため難生化したミヤマハンノキ，

　　　　ウラジロナナカマド，ダケカンバなど

　　　　からなるミヤマハンノキーダケカンバ

　　　　群集（槍ケ岳天上沢19007の。

　　　　Durch　Sch轟ee韮awme　zwergart…g　wach弾

　　　　seBdesAl隷。曽Bet疑le£疑田ermanll
　　　　ml華麗ππ8飢α蜘魏0観CZ乙‘，　SOアδ包ε

　　　　mαε襯㍑γαπα，Bε副αe俄απL己．

輔

灘墾

麟耀
　　　　　　　　　・ゆ鷲

Phot。22横膳谷から仰ぐ北穂高岳の相観。

　　　　　A疑ss…ch£des　Berges　K銘ahodake　vom

　　　　　YoKoo－Ta茎．
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Tab．2 亜高山帯に生育する主な植生と立地
Wichtlge　Vegetation　und　lhrer　Standort　auf　den　Subalpinen　Stufe

潜在自然植生図凡例番号

kegende　NL　d．　pot＞en一
群　　　　　　　　．団 群集および群落

tieUen　nat面r至ichen Verbande Assoziationen　u．　Gesellschaften
Vege毛ationskarte

シラビソーオオシラビソ群集

シラビソートウヒ群団 Abietum　veichii一鵬ariesii
5 （亜高山常緑針葉樹林）

Abieto－Pice量on コメツガ群落

Tε駕gα（麗かθ7sび。面α一Gesellschaft

未決定群団

7

　（落葉針葉樹層（）

tnbekannter　Verband
カラマツ群落

kαデ㍑　♂eμo♂θμ8＿Gesellschaf£

8

ミドリユキザサーダケカンバ群団
@（∬互轟簿吐1夏緑ノ五葉槙男木）

rmllacino　yesoens量s－Bet－
浮?ｏｎ　ermanii

ミヤマハンノキーダケカンバ群集

`茎no－Betuletum　erma職ii
tサガヤーヒ切目カツラ群集
bin汽a　墨ati｛o茎ia－Cercidiphy繭

lhm　magni麦icum－Ass，

タテヤマアザミーホソバい｝カブト群集

Cirsio－Aconitetumsena職ensis
カライ　トソウー才オヒゲガリヤス群集

Sanguisorba　haRusanensis一

シナノキンバイーミヤマキ・ンポウゲ
CalarnagrGstis　long翌呈seta

10
群団
@（liH…三1笥1．1．．i　1去薬二肇君潮洋ラ客＞

srollio需Ranuncul｛on

var．longear｛stata－Ass．
nクサンボウフウーモミジカラマツ群集

oeucedanum　mulhvittatum一
Trautvetter｛a　laponica－Ass，
ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集

Glyceria　alnasteretum齢Ath・
yr｛um　alpestre－Ass．
アシボソスゲーイワオウギ群集

Carex　　scita　var．brevisq瓠a”

ma一琵edysarum　vicioides－Ass．
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群落構成種と群落形態
Wlchti琶e　Arten　u．　Gesellschafts搬orρhologie

オオシラビソ，．シラビソ，　トウヒ，コメツガなどの

常緑針葉樹とダケカンバ，ナナカマドなどの夏緑広

葉樹との針広混生林，林床はコミヤマカタバミ，ゴ

ゼンタチバナ，ゴヨウイチゴなどの小型草本植物と

轟苔類が主体となっている。B光が常緑針葉でさえ

ぎられるため林内は暗く，かつ未分解の落葉が厚く

堆積するため林床高等植物は貧弱。

乾燥した立地の先駆植生。立地の安定化に伴いシラ

ビソーオオシラビソ林などの持続群落に置きかわる。

カラマツ林に共通した植物種群はみられない。イタ

ドリ，アキノキリンソウ，ベニバナイチヤクソウなど

が一般に生育している。カラマツと草本植物との2
～3層群落。

雪圧のため幹や枝を屈曲させたダケカンバ，ミヤマ

ハンノキ，ウラジロナナカマドなどからなる夏緑広

葉樹林。林内への透光性が良好なため林床にはやわ

らかい大型の広葉草本植物が密生している。2～3
層群落を形成する。

植生高50～！00・’π前後の密生した広葉草原。セリ科，

キク科，キンポウゲ科，マメ科，シダ植物が主体と

なる構成種の多い群落。草本2層群落を形成してい

る。初夏から晩夏：にかけて臼・黄・紫など多様な色

彩をはなつ云云の推移がみられる。雪崩，崩壊が弱

まるところではダケカンバ，ミヤマハンノキ林に移
行する。

立

Sta轟δort

地

標高1600～24007πの地域。雪崩，岩石の崩落

などの影響を受けない安定立地。針葉樹の落

葉が榿嬬旨に富んでいるため土壌動物による分

解が遅れ，酸性土壌を形成している。

鍋冠山や黒沢由などの表臼本型気候域。

日当りのよい乾燥した清地，崩壊地，火由灰

地，河川のはんらん原など。表層土壌は浅い。

雪崩や融雪に伴い生じる礫の移動という物理

的破壊作用を受ける不安定地，崖錐上や急糾
葡。

受光量の少ない谷部。

雪崩，崩壊などの影響をもっとも強く受ける

立地。ダケカンバ林より一段と不安定地。礫

が多く，間礫には暗褐魚の粘土質が形成され

ている。礫の移動しやすいカール斜薗やガリ

ーのところでは高海抜地に，崖錐上や岩窟流

上では低地に下降。
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　本調査地域の亜高山帯には持続群落を形成している代償植生は認められず，大部分の地域が

自然植生によって占められている。したがって潜在自然植生は現存樋生と一致している。　一

部，亜高山帯下部に山地帯から連続するカラマツ植林やこれから植林するための伐採地（シナ

ノキイチゴ群落，ミヤマウラジロイチゴ群落）がみられるが，いつれも部分的で面積も狭い。

c山地帯Montane　Stufe

　山地帯は標高1600・’・以下の地域で，植生の大部分は夏緑広葉樹林によって占められている。

特に，山地帯における代表的森林植生はブナ林であるためブナ帯とも称せられる地域である。山

地帯の上限はブナ，ミズナラ，ウラジロモミなどの上限に一致している。本調査地域でも最大

の面積を占めている。安定した中性立地で優勢なブナ林も急斜面，癒せ尾根，母岩露出地など

の地形的条件によって制約される立地では生育できず，クロベ，ツガ，コメツガ，ヒノキなど

の針葉樹に生育立地を奪われ，夏緑広葉樹林という森林形態を維持していない。したがって，

山地帯の針葉樹林（アカミノイヌツゲークロベ群集，サイコクミツバツツジーツが群集，ウラ

ジロモミ群落，ヒノキーサワラ群落〉の潜在立地は貧養，乾燥，痔悪地など環；境条件のきびし

い第2等の立地となっている。一方，夏緑広葉樹林としての形態を有しているが演谷林や湿生

1

2

、羅譜、。d、、。3

　3190肌

　　　　ヒ《

総崩2　3
　　　　前穂高岳
　　　　北羅根
　　Berg　Maehodaka
妻固沢」二吝1～　　　2750彿

FluβK：arasawa
260伽L

5

　　　　　6
6　　7

　梓　川
　FluβAzusa
　　1580？’じ

Fig．5　奥穂高岳一梓川一大滝山潜在自然植生配分模式

4

　　　　5　～鮫5

　長塀・山　　3
Berg㌶agakabe

5

256伽徳沢上流
　　FluβTokusawa
　　　　19907π

σ恥
　　4
　　　　5
　大滝由
Berg　Ohta裕
　26107’多

Ver七eilungsschemader　poもentiellen　nat廿rliche装Vegetat圭。盈vom　Berg　Okuhodaka琶ber

FluβAzusagawa　b量s　Berg　Ohtakiya孤a．

1

2

3

4

5

6

7

コマクサーイワツメクサクラス域　　Dicentro・Stellarietea　nipρonicae，
　　　　　　　　　　　　　　　Gebiet
シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団　　Trolllo鱒RaRunculloa

ミドリユキザサーダケカンバ訳述　　Smilaclno　yesoe薮sls－Betulion　ermani｛
コケモモーハイマツ群団　　Vaccinio葡Pinion　Pumilae
シラビソ一列オシラビン群集　　Abietulnveichii鞘mariesil

アカミノイヌツゲークロベ群集　　Ihcl－Thのetum　s£andishn

オオバヤナギードロノキ群集　　Tois疑so－Populetum　maxlmowiczi1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w動　　　23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23即

智＿　瓢　・嚇騒
　　　　　　　　　　ヴ・，，。沢　　237・’・　6　　6　　　　。
　　　　　　　　　ぎまuβWari斑0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　2000’π　　　　　　　7　　　　　　　　　　　79
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高瀬，ii　　　　　　　　　　　　　　　中山九泉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fl・鰍ase　　　　Bad灘usa

荊g。6　鷲羽岳一高瀬川一燕岳潜在宮然植生配分模式

　　　　　Verte謎ungssche鶏a　δer　po£entielle聡薮at疑浦chen　Vegetation　vom　Ber蓼Washlbadake

　　　　　　蟹ber　Fl登βTakase　bis　Tuba．kurodake，

　　　　　　1　コマクサーイワツメクサクラス域　　Dice就ro－S£ellarietea聡ippo朗cae－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gebiet

2

3

4

5

6

7

8

9

コケモモーハイマツ群団　　Vacci罰io脚Pinlon　Pu職llae

シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団　　Trollio・RanuacullO顎

ミドllユキザサーダケカンバ群翔　　S瞬laclno　yesoensls－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Betulion　er醗a職圭i

シラビソーオオシラビソ群集　　　Abie£umveich｛i鱒maries玉i
アカミノイヌツゲークロベ群集　　Ilici－Th潟etum　stan6｛shll
ウラジロモミ群落　　　ノ1δ‘esん。翫。‘θp雄一Gesellscha銑

カラマツ群落　　Lαγ‘κ‘ep如‘ep‘8－Gesellschaft　　　　　L

クマシデーサワシベ群落　　Cα塑‘π櫨ノ㈱o冠。α一（hγμ～彫8co帽α如一Gesel｝schaft
κ．_1
　2

　　　3無
崖：鵬。孟。ま。蕊

264⑪7π　　　　2　　　　　　　　4樋
　　　　　　　　　　　2

Fi9，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　7

　　　　・1舘羅＿距離墓認即・・8繍・，1。、

　　　　　　　　　　　　　　Fl“驚awa　。1。β灘｛虚葱＆・壕oguma。、灘，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　850擢　　　　　　　　　　　　　　　770彿．．、．、

7　鳴沢岳一白沢天狗山一木崎湖潜在自然植生配分模式

　　Verteilungssche塒a　der　po£entie茎len　nat銭rl圭che譲Vegetation　vo搬Berg　Narusawa“ber

　　Berg　Tengu　bis　K圭zaRl鮪See・

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

4　2　5　4 5

コケモモーハイマツ群闇　　Vaccl難io－Plnlon　p登milae
ミドリユキザサーダケカンバ群団　　S斑ilac撮。　yesoensls幽Be加llo轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　erRIa轟11

シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団　　Trollio－Ra臓娘ncullon

アカミノイヌツゲークロベ群集　　Ilicl－Thujetum　sta簸南sh｛1

シラビソーオオシラビソ舞醤垂　　Abie£umve．圭chii－mahesii

マルバマンサクーブナ群集　　｝｛amamelo－Fa慧e惚m　creaa£ae
サイコクミツバツツジーツカ群集　　Rhodoδenδro－Tsuget賢m　sieboldli

ヒメアオキーブナ群集　　Aucubo－Fage£um　crenatae
アプラチャンーケヤキ群集　　Parabenzoin　praecox－Zelkova　serrata－
　　　　　　　　　　　　　　　Ass．

ハンノキーヤチダモ群集　　Alno－Fraxinetu磁laponicae搬andsh疑ricae
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林（ジュウモンジシダーサワグルミ群集，ハルニレ群集，ハンノキーヤチダモ群集）は在地，

多湿などの生育立地のためブナ林ほど潜在立地にめぐまれていない。

　山地帯に生育する森林植生についてみると一つの興味深い現象が認められる。それは立地の

水分条件という要因に対して漢谷湿生林のサワグルミ林からブナ林にいたるまでの優占樹木の

葉の形態変化である。同じ夏緑広葉樹林でありながら優占樹木の属は湿性地から中性地に向う

にしたがいnεTocα惣α（サワグルミ属）→こ1伽認（ニレ属）→Cα7p漁8（クマシデ属）→Fα即3

（ブナ属）へと変化している。これらの樹種の葉の形態は以下のようになっている。P孟θ加。α惣

では葉形が奇数羽状複葉であるが，σ伽囎では基部が左右不整の弓形である。特に，オヒョウ

（こ〃7π錫8　Zαcゴ7z‘α孟α）では葉に亀裂がみられる。Cα吻肱8は葉緑に二重鋸歯が生じるが狭卵形

をしている。Fα8囎においては丸みをおびた卵形を示し，波状鋸歯がみられる程度である。す

なわち，Fαg囎の葉形を基本形と考えれば，立地の湿潤化に伴い優占樹木の葉の形態が卵形と

いう基本形から次第に遠ざかっている。また，逆に立地の乾燥化に伴いFα8認→Q麗γc囎侮

ナラ属）→莇‘e8（モミ属）・汽卿8（マツ属〉のように変化する。この乾性系列でも葉形はミズ

ナラのように二三に大形の鋭い鋸歯が生じるQ麗グ。囎，さらには舶ゴes，丁翻8α，臼η娚のよ

うに針葉へと大きく変化していっている。

　以上のように湿性から乾性立地までの優占樹木の葉形変化と並行して樹幹の形態変化にも同

様な現象がみられる。ブナの樹皮が平滑なのに対して湿潤地に生育する樹木’の樹皮は縦に不整

の割目や皮目が入り粗造となっている。乾燥化に伴っても不規則な裂目をもつようになり，も

っとも乾燥した立地に生育する舶ぎε8，口口gα，P伽εなどの針葉樹にいたっては，樹皮は鱗

片状で剥離するようになっている。このような現象は山地帯のように多様な立地とそれに対応

した植生が錯綜している地域において著しく発達している。　　　　　　　　　　　　・

　調査対象地の高山帯や亜高山帯の大部分は中部山岳国立公園域に含まれていることや人為的

影響を頻繁に受：けることがなかったことなどにより代償植生（カラマツ植林，ヤナギラン群集｝

は少なく，かつその面積はきわめて微小であった。それに対し，山地帯は近年の木材需給の増

加につれ人為的影響がおよぼされ，人問の生活活動域に含まれてしまった。その結果，自然構

生は著しく破壊，消滅し，代償植生域が増大していった。特に，丘陵帯から連続する夏緑広葉

樹林は，比較的森林としての利用価値が低いため，カラマツ，アカマツ，スギ，ヒノキなど勇

針葉樹の人工林へと転換していった。高山帯や亜高山帯の現存植生が同時に潜在自然植生である

のと比較すると，由地帯の植生がいかに人間によって変化させられているかは両植生図（現存

植生図と潜在自然植生図）の対比により容易に判読される。

　標高800？π以高の山地帯はブナ林によってその大部分が占められる。本調査地のブナ林は裏

B本多雪気二二のブナ林と表日本寡雪気四域のものとに大別される。多雪地のものは高海抜地

のオオシラビソーブナ群落，急斜面や凸状地に生育する乾燥地型のマルバマンサクーブナ群集

および風背地回の緩斜面や平担地を潜在立地とするヒメアオキーブナ群集の二形のブナ林が発
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Phot．23　明神岳菓欝欝の相観。山腹の針葉樹はコ

　　　　メツガとウラジロモミ，梓川河床にはオ

　　　　オバヤナギードロノキ群集が発達してい

　　　　る。

　　　　Phys呈◎gn◎田ie　des　E騨｝｛angs　des　Bergs

　　　　Myoji繊daRe．　Auf　dem　Bergab薮ang　kommt

丁財8α8ピθδ・畝ら肋δe8ん・η・‘ゆε，und　anf霧

dem　Fluβ　bett　des　Flusses　Azusa

Toisuso齢PoP磁letu鵬max量mo哺
W盗CZu　vor．

・醜琴

欝欝

離

Phot．24　上高地の湿生林。ハルニレ群集。

　　　　Ul！ne加mδavidianae
　　　　in　Ka㎜三kochi　（1500？πH．ミi．M。）．
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Tab．3 山地帯（一部亜高山帯や丘陵帯）に生育する主な植生と立地
Wichtige　Vegetaもion　und　ihrer　Standort　der　Montane－St賎fe（inkl．　z．　T．・S翌ba圭pine－u．

潜在自然植生図凡例番号
k、egende　Nr．　d．茎｝oten一

群．@　　　　　　団 群集および群落
嫉ellen　nat琶rliChen

uegetat．ionskarte
Verbande Assozlationen　疑．　Gesellschafte逓

16 二三シラビソーブナ群落
]ぢθε彫瞬θsゴレFα9㍑8cヅεηα孟α．

！7

チシマザサーブナ群団
ｭ夏緑広葉樹林）

raseto　kurilensae－Fagion

Geselischaft

}ルバマンサクーブナ群集

ga組amelO－Fagetu瑚crenat．
≠

crenatae
ヒメアオキープナ群集

！8 Aucubo櫛Fagetu鵬crenatae

20 シャクナゲークロベ群団

qhododendro－Th“jion

アカミノイヌツゲークロベ群集

hlici蝉Thujetum　standish量1

standishii
ツガ群団

22

（由地帯鴬緑針葉．樹ネ木）

ssugio臓sieboldii
サイコクミッバッッジーッが群集

qhododendro－Tsugetu凱
siebo】d重i

クマシデーサワシバ群落
27 cα7伽鴛幻αpoπゴ。α一。αrμπ㍑8

イヌシデーコナラ群団 co7（fαεα一Gesellschaft

（山地帯下部の夏緑広葉樹林〉）

35 Carpinio－Quercion　serra・
ｲae

カスミザクラーコナラ群集Pruno　verecundae哨Querce・

tum　serratae
クリーコナラ群集

Castaneo輔Quercetumserratae

23
サワグルミ群団

ジュウモンジシダーサワグルミ群集

oolysticho－Pterocaryetum
（浅谷・瀧生才木）

Pterocarylon　rhoifoiiae
ハルニレ葉洋巨日

25 Ulmio践davidia職ae ハルニレギ洋舞き

t翌metUln　davldiaRae

37

ケヤキ群団

ye董kovion　serratae

アブラチャンーケヤキ群集

oarabenzoin　praecox葡
ye】kova　serra毛a－Ass．

26 未決定群國

tnbekannter　Verband
ハンノキーヤチダモ群集
`lno－Fraxinetummandshu・　　　　　　　　　　　　「

rlcae
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B懸9・1琶・bi・t）．

群落構成種と群落形態
Wichtlge　Arten　u。　Gesellschafts憩◎rphologie

ブナとシラビソやオオシラビソなどの常緑針葉樹と
の混生林。

無下地性のブナ林，ミズナラを混生し，林床にササ
が優平することが少ない。

直幹のブナが樹冠をおおっている。亜高木層以下に
はカエデ属やオオカメノキ，オオバクロモジが多い。
林床はシナノザサ，チシマザサが主体となっている。

コメツガ，クロベ，キタゴヨウ，チョウセンゴヨウ
などの針葉樹が優会する群落。林野にはアカミノイ

ヌッゲ，アズマシャクナゲ，ホンシャクナゲ，ハク
サンシャクナゲ等のモチノキ科やツツジ科の常緑植
物が多い。

ッガの優上する針葉樹林。サイコクミツバツツジ，

ヤマツツジ，ホツツジなどツツジ科の低木植物との
結びつきの強い群落。

サワシバ，アカシデ，クマシデなどのCαγp碗切属
やヨグソミネバリ，アサダなど擾占樹木はカバノキ
科のものが多い。

ブナ林の下限以下に続く夏緑区藥樹林。コナラ（一
部ミズナラも含む），クリ，クヌギ，カスミザクラ，

ウワミズザクラなどを主体とする。現在二次林とし
て山地帯や丘陵帯に広く分布している。

サワグルミ，カツラ，オヒョウ，トチノキなどの：夏

緑広葉樹の優心する漢谷林。林床にはオシダ，サカ
ゲイノデ，クサソテツ，ジュウモンジシダなどシダ
植物が多い。

ハルニレやコバノヤマハンノキによって樹冠が形成
され，林床にはエゾイラクサ，アマニュウなど大
形草本植物が密生する（夏季）。春季相はニリンソウ

によって代表される。

ケヤキ，エノキ，ケンポナシ，イタヤカエデからな
る夏緑広葉樹林，低木層にはアプラチャン，ヤマブ
キ，ダンコウバイなどを高常在度に有する。西層群

落。低海抜地ではヤブラン，キヅタなどヤプツバキ
クラスの構成種を若千含む。

ハンノキとヤチダモによって樹冠が形成される。低
木層は欠如するか，低被度で2～3層群落。林床に
は山月カサスゲ，ミズバショウ，ヤマドリゼンマイ，
タニヘゴなど大形草本植物が多く生育する。

立

Standort

地

海抜1600～1850犠の山地帯上部

尾根筋や急斜西，

高海抜地。

ヒメアオキーブナ群集より

風背地層の緩斜濾や凹状地，排水良好な適潤
土壌。

山地帯から亜高山帯のやせ尾根，急斜爾，栂
岩露出地など土壌の浅い乾燥した貧養地。

海抜900～1200拠のやせ尾根や岩角地のよう
な燐悪地。土壌は貧養で乾燥した酸性土壌。

渓谷や河川に寒した急斜薗や斜面肩の部分。
流水に颪する憎憎のため窒中湿度が比較的高
い立地。

標高800彿以下の低山地。
裏日本型多雪気候域。
表日本型寡霊気候域。

冬季雪のふきだまりとなる漢谷部。扇状地や
甲種地で流水や地下水によってうるおされる
多湿地。雪解けや洪水などの流水によって物
理的破壊作騰を受ける立地。

山地から流失した土砂の堆積した平社地。河
廻の流路変更により富養な土砂の堆積地。湿
潤な土壌ではあるが排水は良好な立地。

山足部，凹状斜籔下部，沖積地など水分条件
にめぐまれた肥沃地。本調査地域では松本か
ら高瀬流域にその潜在立地が多い。

沖積低地の地下水位の高い過湿地。

現在水田として利用されている立地。
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璽三遷

織麟輔欝灘

　　　ご苧二黒獅擁〆1ジ◎詐鷺野州懸轡尋憲濠証、脚∴
Phot．25梓川流域に広がる河畔桟ケショウヤナギ，オオバヤナギ，エゾヤナギ，ドロノキから鵬

　　　　る。
　　　　Auenwalder　mit　Cんoseπピααアδ厩ゴノ。百α，　To‘s鉱棚班わα痂απα，　Sα菖コじγoア認α，1）oP剛直s

　　　　mαoじ諭。ω∫c麗‘，d｛e　auf　dem　Fluβgebiet　des　F董usses　Azusa　s量ch　entwic衰e豆t．

達する。一方，表日本面一地のブナ林（一部ミズナラ林を含む）はスズタケーブナ群団にまと

められた。両形のブナ林は南安曇郡付近を境にするが，同緯度でも深山や漢谷に面した立地

では裏日本型のブナ林が優勢となる。

　標高8007π以下の山地帯ではブナ林に代ってコナラ林が主体となる。現存植生のコナラ林は

標高1000・・前後まで広く二次林として発達しているが，コナラ林の潜在立地は山地帯下部に隈

られる。ブナ林と同様にコナラ林も積雪の影響を強く受け，多雪型か寡雪型かの気候型に支配

され，組成の異なった林分を形成している。多雪地域ではカスミザクラーコナラ群集が発達し，

松本盆地周辺の丘陵地では表日本型のクリーコナラ群集が優勢となる。特に，松本から池田町

にかけてのB当りの良好な乾燥地ではクヌギを混生するクリーコナラ群集が，現存植生と類似

した種組成を示す林分として成立すると考察される。クヌギは多雪地や保水力に富む適潤～湿

潤土壌では欠如するか減少する傾向が，現存植生の林分で認められる。

　低山地の大部分はコナラ林によって占有される潜在立地であるが，貧養な欝悪地ではアカマ

ツ林が成立する。山地帯の乾燥した尾根筋や急傾斜では上部から下降するにしたがいコメツ寧

林→ッガ林→アカマツ林と変化するがいつれも常緑針葉樹林によって占められている。

　北アルプス東部の安曇野平野と接する山足部には扇状地が広がっている。これら扇状地で該

降雨時の雨水は地下に浸透し，乾燥しやすい立地を形成しているため瘡悪地のアカマツ林と瞬

様のヤマツツジーアカマツ群集が潜在自然植生となると考えられる。扇状地は現存植生もア毒
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マツ林であるが，貧養地生のネズミサシ，ソヨゴ，ナッハゼ，ヤマツツジなどの種群を有して

いることより，比較的自然植生に近い種類組成を示している。

　松本市から大呼線に沿って北上する安曇平野は水田，畑，住宅が広がっている。畑や住宅と

して利用されている場所は地表面が水田より高く，多湿な水田と比較して土壌の排水は良好で

ある。水田となっている沖積低地以外の沖積地や沖積地と接する斜面下部には散在的ではある

が小面積のケヤキ林やゲヤキの大木が残存している。特に，神社や農家の周辺に古いケヤキ林

が認められる。残存するケヤキ林や植栽されたものも含めてその組成をみると，高木層にはケ

ヤキ，エノキ，ケンポナシ，イタヤガエデによって樹冠が形成され，山内にはアプラチャン，

ヤマブキ，ガマズミ，ダンコウバイなどの種土が高常十度で生育している。これら残存林分の

群落組成や生育立地かち判断して沖積地の平坦地や山足部の凹状緩泣声下部の潜在自然植生は

アブラチャンーケヤキ群集としてまとめられた。

　高瀬川と梓川とが合流する地域や両河川の流域沿いの沖積低地は，現在水田として利嗣され

ている。したがって，沖積低地に生育する自然学分はほとんど皆無といえる。本調査地内では

わずかに姫川流域の飯森や神城の低地にハンノキーヤチダモ群集が，青木湖畔にオオカサスゲ，
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ヨシ・ヒメシロネを伴ったハンノキ群落が認められるにすぎない。これらの残存林分やその箋

育立地の特異性を考慮し，水田地域の潜在自然植生はハンノキーヤチダモ群集とされた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原田　　洋｝
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3．蓼科山・八ケ岳の潜在自然植生
　Potentielle鍛a鱒rhche　Vegetation　des　Tateshinayama－und　Yatsugatake－Gebietes

1 2

査地域区画 （五万分の一地形図）
高田東部 松之山温泉

3 4 5 6
／

小滝 妙高山 飯山 苗場山

7 8 9 10

白馬岳 戸隠 中野 岩菅山

11 12 13 14 15

立山 大町 長野 須坂 草津

2016 17 18 19

槍ケ岳 信濃池田 坂城 上田 軽井沢
父

22 24 2525 23

上高地 松本 和i召 小諸 御代田
＼

3026 27 28

乗鞍岳 塩尻 諏訪 十石峠

一 凝纏
31 32 33 34 36

御岳山 木嘗福島 伊那 高遠
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…薦海

37 38 39 40
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41 42 43
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中津：川 時又 赤石岳
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地　域　概　況

　蓼科山・入ケ岳地域は，中央を南北に延びる八ケ岳連峰を中心に・その山麓一帯を含む地域

である。長野県の東部に位置し，海抜2899矯の赤岳を最：高峰に，釜無川や千曲川沿いの海抜騰

伽台の沖積地に及んでいる。地質的には，蓼科山・八ケ岳地域は糸魚川一静岡地質構造線の康

側にあたり，広く第三紀中期の富士火山帯の火山活動による火山岩，火山墳出物で被われ，観

久付近では沖積層の堆積もみられる。

　冬は積雪量，降水量ともに少なく，夏は気温の上昇が著しく，降水量が多い。いわば表日本

型と裏日本型の移行帯にあたり内陸性気候条件にある。

　蓼科山・八ケ岳地域の植物椙（Flora）をみると，伊豆・富士山塊のいわゆるフォッサ・マグ

ナ地域に分布が限定されるハコネコメツツジ，ヤツガタケトウヒ，ヤハズ一箇コ，関東から東

海に分布するレンゲショウマ，トウゴクミツバツツジ，ヒメバラモミ，ヒロバヘビノボラズ，

ニッコウヒョウタンボク，イボタヒョウタンボク，アサマフウロ，ヤワタソウ，シナノナデシ

コが特徴的に分布する。また，長野県北部など日本海岸の多雪地に広く分布するチマキザサ，

チシマザサ，ヒメアオキ，ハイイヌガヤ，ハイイヌツゲなど多くの種を欠き，夏緑広葉樹林を

代表する樹種であるブナの生育が北牧の一部に限られていることが，植生に多くの影響を及ぼ

している。

a高山帯Alpine　Stufe

　八ケ岳・蓼科山地区は，南北に連なる20007π以上の峰々を広くシラビソ，オオシラビソ，コ

メツガなど亜高山針葉樹林（シラビソーオオシラビソ群集）によって占められている。亜高康

針葉樹林の生育域の上限が構生学的に云う森林限界で，この八ケ岳・蓼科山地区では海抜250癖

π付近となる。海抜2500猫以上はコケモモーハイマツ群集，タカネスミレーコマクサ群集など

の生育する高山帯で，植物社会的にはコマクサーイワツメクサクラス域と呼ばれる植生域であ

る。

　八ケ岳・蓼科山地区の高山帯は、蓼科山を北端に横岳，天狗岳，根石岳，硫黄岳，赤岳，権

現岳そして編笠山を南端にする各山頂付近に分布する。気候条件も寒冷で冬季には北西の青簾

風の影響をまともに受けるというきびしい立地条件下に高山帯の各植生が成立しており，細泰

な立地条件の差異に応じて斑紋状あるいはモザイク状に植生の広がりをみせている。

　高山帯で最も広い面積の生育域をもつのがコケモモーハイマツ群集である。立地が比較的安

定した北～北西斜面を中心に，群落の高さ1？π前後でハイマツが高い植被率で優碧している．

バクサンシャクナゲ，ミネザクラなども混じえる低木林としてカーペット状の広がりを形成し

ている。コケモモーハイマツ群集は硫黄岳，赤岳の山頂などの尾根筋では風の影響を強く受け，

群落の高さが30伽前後に限定され，キバナシャクナゲ，オオフサゴケを特徴的に混生する林分
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がキバナシャクナゲ亜群集として区分される。

　コケモモーハイマツ群集の林縁植生として，あるいは団参（北八ケ岳）の山頂脇の坪庭，編

笠山山頂部などに，ミネズオウ，コメバツガザクラ，オオバスノキ，クロマメノキ，コケモモ，

ガンコウランなどツツジ科の幡生低木類が多く生育するコメバツガザクラーミネズオウ群集が

みられる。これらツツジ科植物の他に，ααdo疵α8π6窺記語，シモブリゴケ，　Cε加α7ぬ

θγ6c認駕呪が腹存種として混生する。面高，赤岳，硫黄岳，根石岳，権現岳での山頂付近，尾

根筋から北～西斜面にかけては，コメバツガザクラーミネズオウ群集と，モザイク状にイワス

ゲ，タカネヒゴタイ，イワベンケイ，イワツメクサ，ミヤマウイキョウを区分種とするイワス

ゲーイワツメクサ群落が生育する。

　シラビソーオオシラビソ群集域の上限付近の海抜220伽八高から高山帯にかけての砂礫の移

動の多い崩壊地，火山砕屑物荒原にはイワツメクサ，オンタデ，イワスゲ，イワ回避ザオ，コ

メススキ，ミヤママンネングサなどが島状に比較的低い植被率で生育し，赤岳，硫黄岳のオン

タデ群落や赤岳山頂の東側のイワハタザオ群落などが成立している。

　タカネスミレ，コマクサ、ウルップソウなどが特徴的に生育するタカネスミレーコマクサ群

集は，夏沢峠，横岳，赤岳，硫黄岳に生育域をもつ周氷河地草本植物群落である。

　以上の高山帯の各植生は，その大部分が自然植生として現存しており，夏季を中心に登山客

の往来のある登山道，山小屋付近など限られた面積で自然植生が破壊されるにとどまっている。

したがって，他の地域と面様に，八ケ岳・蓼科山地区の高山帯の今臓の現存植生が，現在の潜

准自然植生にほぼ一致する。

b亜高山帯Sぬalp量ne　S£u£e

　コメツガ，シラビソ，オオシラビソなど亜高由針葉樹林が自然植生として生育するのは海抜

1600拠付近より海i抜2500・昆付近でコケモモーハイマツ群集に接する森林限界に及んでいる。潜

在自然植生としてのシラビソーオオシラビソ群集の広がりは，現存植生として生育するシラビ

ソーオオシラビソ群集とほぼ一致する。コケモモーハイマツ群集，タカネスミレーーコマクサ群

集などの生育する高山帯と同様に，シラビソーオオシラビソ群集の生育する亜高山帯も，急峻

な地形，寒冷な気候条件で植物的生産性が低い。さらに人々の生活域と直接に接することが少

ないため，原植生あるいは自然植生として持続群落が広く生育している。潜在寸心植生として

シラビソーオオシラビソ群集の広がりの一部は，権現岳南側斜面，双子池東側，奥蓼科温泉や

池ノ平牧場付近のように，伐採，カラマツを中心とする植林が行なわれている。また横岳，大

岳，縞枯山，茶臼山にかけては風倒木が多く，書状の枯死木，その後に密生して生育している

幼木の帯を形成しているシラビソーオオシラビソ群集がみられる。本沢温泉国側では林床に轟

苔類を欠き，クマイザサが一面に生育するシラビソーオオシラビソ群集が特異な群落構造を形

成している。
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　北信ではシラビソを欠き，コメツガも尾根筋など乾生地を中心に小面積しかみられないが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
八ケ岳・蓼科山地区では，南信と同様に亜高山針葉樹林としてコメツガの純林あるいはコメツ

ガ優占林分を形成することが少なくない。海抜2QQ肋以下の亜高山針葉樹林域下部，双子池，

雨池，白駒池，みどり池の周囲，風倒木が更新した林分ではコメツガ群落としてまとめられる

コメツガの純林の成立をみる。コメツガ群落の麦草峠の南側，池の平牧場の北側などのやせ山

根や湯崩上流の河川ぞいなどの，証言で乾生な立地あるいはやや崩壊性の強い立地ではヵラマ

ッ群落が，線状あるいは小塊状と限られた面積ではあるが生育している。

　亜高山帯の海抜1600㎜付近から海抜280伽付近にかけて生育する広葉樹林は，ミヤマハンノ

キあるいはダケカンバが高木層に優i騙し，林床にはシラネワラビ，ハリブキ，コバイケイソウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
タカネノガリヤス，ミヤマメシダなど草本植物が高い焔魔で生育するミヤマハンノキーダヶ

カンバ群集である。北に連なる各峰々や尾根部の東側斜面には，冬季の北西の強い季節風の風

背側にあたり，雪ぴや雪崩れを生じやすい不安定立地となっている。このような立地ではミャ

マハンノキーダケカンバ群集が成立している。ミヤマハンノキーダケカンバ群集に接したよ1｝

崩壊性の強い立地では高さ1～27πの高茎広葉草本植物群落であるヤツガタケアザミーミヤマ

シシウド群落が斜面に沿って細長い帯状の生育域を示す。シナノキンバイーミヤマキンポゥゲ

群団にまとめられる亜高山生草本植物群落である。

　シベリヤから吹きつける日本海を渡った多湿な冬季季節風が上信越の各山々に多くの雪を。1、

らせることにより，八ケ岳・蓼科山地区の積雪量は少ない。そのため雪田植生の性格をもつ植

生の発達は不良である。ワタスゲ，ホソバミズゴケ，ウロコミズゴケなど森林性のミズゴケ湿

原が七ッ池，亀甲池，双子池や北横岳の北などに小面積でみられる。また，ヒメミズゴケ，ワラ

ミズゴケなど高層湿原の構成種の生育は，大河原，御泉水，麦草峠などにみられるにとどまる．

c山地帯Montane　Stufe

　海抜1600彿前後以低の山地帯は，その大部分がカラマツ植林やカラスビシャクーニシキソウ

群集，ナギナタコウジューハチジョウナ群集などの雑草群落の生育する耕作畑が広い顧積を占

めており，現存している自然植生は著しく限られている。しかし海抜1600・π以下の山地帯を広

い爾積で占める潜在自然植生は夏緑広葉樹の高木林である。由地帯を広い面積で被うマルバマ

ンサクーブナ群集，ヒメアオキーブナ群集などブナの優燃する林分は，火山の影響を強く受け

た地史的にも比較的新しいフォッサ・マグナ帯に八ケ岳・蓼科山地区の多くが含まれることと，

気温の日較差，年較差の著しい内心性の気候条件下にあることが大きく影響して，皆無に近い．

ブナの生育は湯川源流域稲子湯付近に低木として，あるいは単木鼠に確認されるにとどまっ

ている。また，この地域が日本でも有数のカラマツ植林地であることで，八ケ岳連峰の山足部，

山腹が広く人工林で被われることにより，自然度の高い夏緑広葉樹林を欠くこととなっている．

蓼科山・八ケ岳地域の潜在自然植生は，二次林や人工林の構成種，隣接地の自然度の高い植生
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などからスズタケーブナ群圃と判定される。ブナを混生しても優占することが少なく，ミズナ

ラ，ウラジロモミ，コメツガ（ツガ），イタヤカエデが高木第～層に優刑するスズタケーブナ群

団で，林内には赤石山脈の山腹部や奥秩父山塊などと共通する夏緑広葉樹を多く混生し，ササ

類はスズタケあるいはミヤコザサが林床を被う林分である。

　スズタケーブナ群団が潜在自然植生として広く生育する山地帯でも，乾生貧養な尾根筋，岩

礫地ではウラジロモミにコメツガを混じえるウラジロモミ群落が細い線状あるいは帯状に分布

する。

　湯川の上流（南牧）にはミヤマクマワラビーシオジ群集の断片と判定されるサワグルミ林が

自然植生として生育する。ミヤマクマワラビーシオジ群集は，山地帯の漢谷林として発達する

ものであり，現存植生としてオニグルミ，カシグルミなどの生育するところも少なくない。ミ

ヤマクマワラビーシオジ群集は海抜1000飛付近でアブラチャンーケヤキ群集の生育地に分れる。

アブラチャンーケヤキ群集は，上限をミヤマクマワラビーシオジ群集と接し，沖積面で現在耕

作畑，住宅地として利用されている申生立地に広い分布域をもつ。潜在自然植生としてのアブラチ

ャンーケヤキ群集域は，小海線沿いや，中央線に沿った海抜1000㎜以低にケヤキの大木が多く

残存している。

　ハルニレ群集は，信州瞭にその残存林分をみることができるように，河川沿いの沖積地や凹

状の砂質地で水分条件にめぐまれた立地などにヤナギ林と混生して生育したり，二次的にレン

ゲツツジーシラカンバ群集が成立している。さらに山地帯下部の海抜1200η前後以低の沖積低

地を中心とした過湿地は，ヨシ群落やハンノキ群落が潜在自然植生として成立する。山木的に

ハンノキの残存生育しているのは兇られる。しかし，現存植生國にも示されるほどの広がりを

もつ林分は認められなかった。

　　潜在自然植生配分

　　Veでtei圭u織gssc黙ema　der　pote就圭ellen簸a垣rlichen　Vege重atio益

　八ケ岳・蓼科地区は，海抜2500η以上の高崩帯をもつ八ケ岳連峰の各四々が中央に南北にな

がく延びて位置しており，八ケ岳に点在する高山帯をかこむように亜高山帯，そして山足部に

山地帯が広がっている。八ケ岳連峰をはさんで，対称的に山すそを延ばしている地形に対し，

そこに生育する潜在自然植生もほぼ対癒した配分をなしている。しかし，山頂付近，尾根筋に

は北西の冬季季節風の影響もあって，北～西斜薗にコケモモーハイマツ群集が発達し，南～東

斜面にはミヤマハンノキーダケカンバ群集が広い生育域を占めている。コマクサーイワツメク

サクラスとコケモモーハイマツ群集，コメバツガザクラーミネズオウ群集などの生育する高山

帯は海抜250伽付近を下限とし，それ以下はシラビソーオオシラビソ群集の生育地となる。し

たがって，尾根筋にそってコケモモーハイマツ群集が降下し，直筋，舌状地に沿ってシラビソ

｝オオシラビソ群集が上昇し，不安定立地では問にミヤマハンノキーダケカンバ群集が生育域
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Pho転26　信州峠付近のハルニレ群集

　　　　夏n縦ere　Physiognomie　des　Ulmetu田　davidianae羅m　Sh量nshu・Bergpaβ

　　　　（1600～π｝｛．U．M）．

lPh。t．27南八ケ岳のシラビソオ縢．倒木も多くみ

　　　　られる。
　　　　Innere　physlogRomie　des　A　b三etu皿

　　　　veitch｛i　des　Berges　Yatsugatake
　　　　（！850アノLH，U．M．）．
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Ph◎t．28　天然更新をつづけるシラビソ癖集G蓼科1】」25307ル＞

　　　　Naturhche　Regenera£lon　des　Abletu田ve圭tchli（…｛圭nte慧）撒d　lhres　Ver，uRgs－

　　　　zustand（Berg　Tateshma　25307πH賎。M）．

愛嚢

駐八鷲

籔μ x。
　施弥
ポ磯鶴
拳鴇

欝
。鱗議院難諭示　饗襲

　なゆ
轟難癖
　　　騰
鹸　・熱
熱　ボ露＼

欝

購1

　駕窒

薮耀
灘霧
譲騨

薮
蔭

檬

Ph◎t．29　ミヤマハンノキーダケカンバ措集（天狗岳東側斜画）。

　　　　AlnoqBetu圭et撮n　ermam蓋　an　de靴Ostllche譲｝1ang　des　Ber琶s－Teng“
　　　　（26467π｝玉．疑．M）
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撫．

　　　　

、鍮

、1灘灘懸盤1

瀧縛・

謙’

’鱗

Pho亀．30　稲子湯脇でクマイザサが林床に繁茂するシラビソ群集

　　Als　Unterwuchs　desAb量etum　veitchli　wachst　vle正e　8αsα8eηαπeπ8‘8
　　　bei　Inagoyu（ca　180Q　77L　H．昼．M．）．

難懸難

　　　　逡罫．
燕麹
　妻も．鞭’・・．．

．鱒

講

縦Phot　31北八ヶ岳・横岳付近のコメツガ群落。

　　　王nnere　Aussicht　der　T8駕8αεピeδo♂ぬ∫

　　　Gesellschaft　im　Berg　Yokodake（1962溺
　　　H．昼．M．）．
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を広げる。シラビソーオオシラビソ群集など亜高山針葉樹が生育するコケモモートウヒクラス

域は海i抜1600～1800拠を下限としてブナクラスにまとめられる夏緑広葉樹林の生育するところ

となる。夏緑広葉樹林域は，スズタケーブナ群団が広く占め，ミヤマクマワラビーシオジ群集，

ウラジロモミ群落などが線状あるいは帯状に潜：在自然植生としての生育域をもつ。植物社会学的

にはブナクラス域と呼ばれる夏緑広葉樹林域下部の過湿地はハンノキ群落，中生～やや湿潤な

立地でアブラチャンーケヤキ群集が塊状の生育域の広がりを示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴　木　邦　雄）

、W←一
　赤　岳
Berg　Akaδake

記25。。蝉

吟E

譜・’
一17G〈）獅

蝕

’嵩κ賢

翌　、

26 37 26 37 20 19 5 嘆 ユ 8 5 19 2 19 26 37

ド癒9　八ケ岳・蓼科地区潜在自然植生配分模式

　　　Verteiヨungsschema　derひotentlel正en臓a樋rlichen　Vegetation　des　Yatsugatake脚Tate曲ina・

　　　Bez量rks．

　　潜在自然植生図凡例：Legendeδer　K：arte　der　potentlelle聡na纐rlichen　Vege£atlon

　　　　1．コマクサーイワツメクサクラズ：Dicentro輸Stellarletea　nipponicae
　　　4．コケモモーハイマツ群集：Vaccinlo－Pi搬e撫m　Pu蒲ilae

　　　　5．シラビソ群集：Abietum　veitchil

　　　　8．ミヤマハンノキーダケカンバ群集lAlno－Betulet幾m　erma薮ii

　　　19．スズタケープナ群団：Sasa狙orpho－Fagion

　　　20．アカミノイヌツゲークロベ群集：11i重ci’Thujetum　s£andlshil

　　　26，ハンノキーヤチダモ群集：Alno－Fraxinetu恥瑚andshuricae

　　　37・アブラチャンーケヤキ群集：Parabenzoln　praecox－Zelkova　serrata
　　　　　　　　　　　　　　　　　－Ass．
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4．和田・諏訪の潜在自然植生
　Potentie1豆e　nat嚢rliche　Vegetat圭。蹴des　Wada， Suwa　Gebietes

1 2

査地域区画 （五万分の一地形麹）
高田東部

@5

松之山温泉

3 4 6

／

小滝 妙高山 飯山 苗場山

4
8 9 10

白馬岳 戸隠 中野

P4

岩菅山

11 12 13 15

立山 大町 長野 須坂 草津

17 18 2016 ／9

槍ケ岳 儒濃池田 坂城 上田 軽井沢
k

22 24 2525上高地

松本 灘
鴇

小諸

Q9

御代田
@＼　30

26 27

乗鞍岳 塩尻
聾藍灘

総

蓼科山 十石峠

31 32 33 35 36

御岳磁 木瞥福島 伊那 高遠

S0

A八ケ岳
金峰山

37 38 39

加子母 上松 赤穂 市野瀬

4工 42 43

妻籠 飯田 大河原
r
4644 45

中津川 時又 赤石岳
ノ

47 48 49

根羽 満島 井川

8ヱ



地　域　概　況

　和田・諏訪地区は地形図が2図帳からなるが，和田地区，諏訪地区の気候・地形とも大きく

異なる。

　諏訪湖の北岸を東西に走る由塊はフォッサ・マグナの西縁部といわれ，湖の北側の山塊と成長

を異にしている。これらの地質的なちがいは，その植生にも影i響を与えている。諏訪湖北側恐

山塊（叢叢山～霧ケ峰）は第3紀のフォッサ・マグナの地溝帯の中に曖出した諸火山（霧ヶ峰大

山）の熔岩流により形成されている。したがって霧ケ峰では凹状地（八島ケ原，車山湿原など｝

に熔岩台地を基盤とした湿原が発達し，気候と婦応して高層湿原を形成している。

　和田地区もフォッサ・マグナの地溝帯の中に入り，第3紀の堆積岩が武石峠から，袴越を結

ぶ線以南に広く分布しており，このあたりに自然林としてウラジロモミーブナ群落の残存林が

みられる。

　和田地区北部の武石村，丸子町方面では，石英閃緑岩が広く分布し，山肌はかなり侵蝕され

て基盤が露出している。これらのきびしい貧養立地では自然生のヤマツツジーアカマツ群集が

尾根部に続いている。

Phot　32　ツルコケモモーミズゴケクラス，ホロムイソウクラス，ヌマガヤオーダーの植物群落が

　　　　モザイク状に配分されている霧ケ峰，八島ケ原湿原。

　　　　Im　Yasbimagahara－Moor　kommenτnehrere　Gesellschaften　Oxycocco－Sphagnetea・

　　　　Scheuchzerietea　pal秘stris　un（iMohniopsietal玉a　laPonicae
　　　　mosaikar£ig　vor（1650～～zH．琶．M．）。
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　美ケ原は，その後の第4期の火山として，この周辺に広く熔岩を流出している。三峰山，扉

蛛，茶臼山，王ケ鼻，観峰を結ぶ線の内糊一帯が美ケ原安山岩の地帯となっており，頭部は乾

性の風衝草原，安定した立地にシラヒソ耕集さらに下部のウラジロモミーブナ群落に移行する。

　気欝は諏訪湖岸は内陸型気候て年平均気温10℃，最高気温平均！5．6℃，最低気温平均5．6℃，

年間降水量128翫皿，最深積雪量約15傭で表日本型気候を示している（Flg．1）。

　霧ケ峰（1925鵠），美ケ原（2034寵）地区は諏訪覇周辺と異なり由地特有の夏季最高気温25℃

前後，夏の平均気温12～！5℃ときわめて低い。月最：低気温の平均が0℃以上を示す月は6～9

月の4ケ月間のみである。

潜在自然植生

　和田・諏訪地区では高山帯の植生はみられず，最高海抜高（2034？のの美ケ原を中心に王ケ頭，

鉢伏山に風衝草原が，その周辺部に海抜1550・π以上に亜高懇懇針葉樹林のシラヒソ群集が局地

的に分布している。シラビソ群集とモサイク状に谷部や，風衝草原に接する地域に帯状にミヤ

マハンノキープケカンバ群集がみられる。立地が不安定な臣岩地ではシラビソ群集にかわりコ

メツが群落が発達する。コメツカ群落は立地に対応し上下するため，1350？πを下限として1350

～1900飢に生脅する。Flg．10ては示されなかったが谷部にまて生育する。また海抜1350・泥付

Phot．33　．ぞケ頭の風衝草原。風衝が強いため森林の成立が困難でウシノケグサ群落，チョウン

　　　　コメソツノ群落がモザイク状に発達している。

　　　　Wmdstoβ鴨ese轟auf　dem　O疑琶a敦）（2034・・H。u．M），　wo　Fε8診μcαo腸πα一Gesellsc振aft，

　　　　Rん。（オ04θ箆d？『oπ　孟scん。π08ん乙乙　var．　孟e孟7・αητε7㍑？～轟。Gesellschaft　汀｝osalkart圭9　wachst．
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Phot．34　美ヶ原。放牧により自然植生が破壊されレンゲツツジが島状に残されている。潜在自

　　　　然植生がシラビソ群集の立地。

　　　　Durch　Viehwe圭dung　wurde　nat督rl茎che　Vege£ation　vernichtet慧nd　Rんodo（～επdヅ。π

　　　　ノαpo幅。包㎜一Gebusch　iaselar毛ig　erhaltet．　Dort圭ge沿otentie墨筆e　nat面rliche　Vegetation

　　　　ist　Abietum　veich藍i（U亡suRusklgahara　1900ア妊｛．種．M．）．

近で一部バラモミ群落がみられる。海抜850～1550↑～じにはもっとも広い面積でウラジロモミの

残存木がみられるが，武石峠のブナ林から推定しウラジロモミーブナ群落の生育が潜在自然植

生と推定される。さらに850～1225？琵以下の斜面ではクll一コナラ群集が潜在自然植生として

みとめられる。海抜85伽の諏訪図幅有賀峠ではモミ林が一部残存しておりシキミーモミ群集

が潜在自然植生と考えられる。谷や沢ぞいでは海抜1225～16％彿にミヤマクマワラビーシオジ

群集がみとめられる。12257π以下ではアブラチャンーケヤキ群集が発達すると考えられる。

　その他ヤマツツジーアカマッ群集，トウゴクミツバツツジーッが群落，クマシデーサワシバ

群落ヤナギ林など局地的に生育する。この地域では霧ケ峰の八島ケ原，車山などのツルコケ

モモーミズゴケクラス，ホロムイソウクラス，ヌマガヤオーダーの各群落がモザイク状に発達

している高層湿原植生は，自然度も高く特筆され潜在自然植生と一致する。
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海抜高度（π）7
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←
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⑥

⑧

⑬

（和賑・諏訪最低海抜高度）

谷
Ta1．

尾根
R通cken

Fig．10　和照・諏訪地区潜在自然植生と立地の関係模式

　　　　　Sche鵬a乞圭sche　Darsもe璽1ung　zwische隷denρotent圭ellen　nat蔵rlichen

　　　　　Vegetation　uRd　ihre　topogrgraphische　Lage．

①　ウシノケグサ群落，チョウジコメツツジ群落他（風衝草原植物群落＞

　　　Fes飽。αo面πα＿GeseUschaft　Rんododθπdγoπ診scん。η08ゐ記var．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，

　　　毒ε診α皿eγ冠7π一Gesel韮schaft

②ミヤマハンノキーダケカンバ群集

　　AlnO・Betulet隷n…er…na職li

③シラビソ．群集

　　Abie無m　veitch量i
④ミヤマクマワラビーシオジ群集

　　Dryopterldi・Fraxinetum　co斑田e凱ora達is
⑤アプラチャンーケヤキ群集

　　Parabenzoin　praecox・Ze茎kova　serra£a・Ass。

⑥ウラジロモミーブナ群落
　　／生あ6θ3　ん07πoごep‘3－Fα8鉱s　c7εηαオα一Gese1韮schaf之

⑦クリーコナラ群集

　　Casta轟eo噛Quercetu旧serratae．
⑧　モミ群落

　　茄ゴε8ル祝α一Gesel達schaξ£

⑨コメツガ群落
　　　Ts冠8α（オぬeγsぢ1も面α一Gesellsc蓋aft

⑩ハリモミ群落　　　　　　．
　　Pδcεαpo臨α一Gesellschaft

⑪トウゴクミッバッツジーツが群落
　　Rん・d・deηdγ・πωαdαη㍑皿一7椀9αs‘εう・嬢‘一Gesellschaft
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a亜高山帯Subalpine　Stufe

　和田・諏訪地域では海抜1550糀～20GO？配の地域ではシラビソ群集やコメツガ群落で区分され

る亜高山性針葉樹林帯が見られる。すなわち，和田地域の誇越山，王ケ頭，美ケ原，牛伏山，

物見石山，前議伏山，諏訪地区：の鉢伏山，二山には，現存植生としてみとめられた。地域・立

地によリコメツが群落が13507πまで下がっているところもある。

　シラビソ群集の周辺にはミヤマハンノキーダケカンバ群集が局地的に発達する。霧ケ峰では

ツルコケモモーミズゴケクラスやホロムイソウクラスでまとめられる高層湿原植生がみられる．

　D　シラビソ群集（シラビソ一病オシラビン群集群）

　　Abietum　veitchii（Abie亡u！n　veiもchil．mariesii－Ass．Gruppe）

　和田地域の美ケ原周辺，王ケ頭～茶臼山にかけての斜面部に亜高山性の針葉樹林を代表する

シラビソを主体とする針葉樹林がみられる。高木層にシラビソがうっそうと茂り，林内は暗く，

シラビソの青白い樹肌がうきたって林立している。低木層・亜高木層にはナナカマド，ミネカ

エデ，オガラバナなど落葉樹を伴っている。低木層にはヒロバッリバナ，ザリコミなどがわず

かにみられる。草本層はきわめて貧弱でコミヤマカタバミ，マイヅルソウ，ハリブキ，シノブ

カグマ，ミツバオウレンなどの小形植物が生育している。林床にはカーペット状にコヶ類が生

滋lll『添lll総窓1窒藩

Phot　35　霧ヶ峰周辺に単木的に残存するシラビソ。火入れなどの人為的影響により単解が残さ

　　　　れているにすぎない。

　　　　Durch　Abbrennung，　Beweidung　und　andere　mensch1三che　E幅fluβe　wurde　nur　e藍nze茎ne

　　　　B巨ume　der肋ピθ8峨。臨erhalte£（K｛riga蜘e　1900・田．避．M．）．
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欝講

義鞭

Phot．36　陽木状に上るシラビソ群集。人為的影響に対し，もっとも弱い。

　　　　Durch　me益sch璽呈chen　A嚢琴rif｛e煕r　einzelne　Ba疑me　erhaltene擁δぎεsηεピ。配どzelg£

　　　　圭hre　po£e登tielle　nat嚢rliche　Vege纐tlon　Abietum　veich茎i（1900η轟H．軽．M．）．

轟

Pho之．37　美ケ原周辺にみられるシラビソ群集。谷部や開放景観に織した地縫にミドリユキザサ

　　　　ーダケカンバ群団の林分がマント状にみられる。
　　　　Ab茎e£um　veic｝｝圭i－Physiogno凱ie，　δ呈e　zug圭eich　圭hre　po毛ent三elle　登atUr董iche

　　　　Vegeta£i・n｛st（圭800…H．鷲．M，）．
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低し，独特な景観を形成している。高木層をおおう針葉の粗腐植が厚く林床に堆積し，分解が

遅く，また特殊な腐植酸を出すために土壌は酸化し・弱ポドゾル化している。

　一般に亜高山帯の針葉樹林はシラビソ，オオシラビソが優占しているが，多雪地帯の日本海

型気候下ではオオシラビソ一種からなる森林を形成している。表日本型気候下では，シラビソ

やオオシラビソが混生し，時にシラビソ一種の森林を形成する。表日本の寡雪地の針葉樹林は

シラビソ群集と呼ばれ，多雪地型のオオシラビソ群集とともにシラビソーオオシラビソ群集群

にまとめることもできる。

　和田・諏訪地域では海抜1800～20007πにシラビソ群集の潜在自然植生域がみとめられる。

現在残存しているシラビソ群集にまとめられる林分では各誌山から下る山本ノ1・屋の下の自動車

道路周辺が大きく破壊されており，シラビソの枯死した残骸を赤茶けた土壌上に林立させてい

るのがみられる。これは美ケ原周辺にわずかに帯状に自然に近い状態に残された現存林分と対

称的である。開発にあたりシラビソ群集の潜在立地以上の高海抜地は細心の注意が必要とされ

る。

　2）　コメツガ群落

　　Ts秘8α（オぬεヅεが。麗α一Gesellschaft

　巨礫が堆積している谷部や，母岩が露出している尾根部ではシラビソ林にかわってコメツガ

が優占する林分がみられる。コメツガ群落の現存林分は王ケ鼻～茶臼山にかけ残されている。

　コメツガ群落は樹高15～20郷の常緑針葉樹林であるが，立地が不安定あるいは土壌が浅いな

どきびしい立地条件にあるため時にダケカンバが高木第一層に優益し，高木第二層にコメツガ

が高い被度で生育することもある。低木層にはナナカマド，オオカメノキ，コヨウラクツツジ，

アズマシャクナゲなどが生育している。林床にはコケ層の発達が著しく，岩盤や樹根に密生し

ている。草本層にはシノブカグマ，タヶシマラン，ツルツゲ，ミヤマシグレなど貧養性植物が

生育している。

　コメツガ群落は一般にシラビソーオオシラビソ群集群の表B本型森林に多くみられる。その

組成はシラビソ群集ときわめて類似している。したがってシラビソ群集に含まれたり，あるい

はコメツガ亜群集にまとめられることが多い。ここではシラビソ群集よりも貧養画地で，シラ

ビソを欠く林分として，物見石山南斜面，王ケ鼻，武石壷焼あるいは西の尾根や谷部にその潜

在立地がみとめられる。

　3）　ミヤマハンノキーダケカンバ群集

　　Alneto・Btuletum　ermani量

　シラビソ群集の周辺部，王ケ頭の風衝草原に接する地域にはマント群落的に風衝や，寡雪に

酎える形でミヤマハンノキーダケカンバ群集が発達している。なだれ地に一般に生育するミヤ

マハンノキーダケカンバ群集は，美ケ原上部に限られており，美ケ原の牧草地・放牧地は一部

シラビソ群集の外側にミヤマハンノキーダケカンバ群集が帯状に潜在自然植生として考えられ
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る。

　高木層にダケカンバ，ナナカマド，ミヤマハンノキ，ミネカエデなど夏緑広葉樹が明るい山

冠を形成する。低木層にオオカメノキ，コヨウラクツツジが，草本層にハリブキ，エンレイソ

ウ，ヒメノガリヤス，シラネワラビ，ミヤマワラビ，ミヤマメシダなど羊歯植物を含め豊窟な

’種群が生育する。

　やや凹状地で谷川の周辺のときどき雷崩がおこる立地では常緑針葉樹は生育せず，細い帯状

にミヤマハンノキーダケカンバ群集が生育する。…般にミヤマハンノキーダケカンバ群集を含

むミドリユキザサーダケカンバ群団の植物群落は，簸高山性夏緑広葉樹林を形成し，中部地方

では亜高山から高山帯にかけて谷沿いの多積雪地域に発達している。長野県では県下全般の亜

高山帯から高山帯にかけて分布しており，高山帯に接する地域では樹高も高く針葉樹と混交し

ている場合が多い。和闘・諏訪地区では美ケ原周辺にその潜在立地がみとめられる。

瓢麟…
、蕪

難齪繍難

繕麟1議

　ρh◎t．38　ミヤマハンノキーダケカンバ群集の代償植生の一形態。林床に放牧された牛・馬が入

　　　　　るため，オタカラコウなど特殊な植物が優淋し原型がみられない。

　　　　　D装rch　Viehweide－Nutzu籍g　ver護ndertes　Alneto－Betuletu搬　er狙a籍葦i
　　　　　（18507πH．U．M．）

　4）　ウシノケグサ群落，チョウジ舞メツツジ群落他（風衝草原）

　　Fθ8彦％cαoぬα一Gese豆lschaft，　Rんododθη♂70πオ8ん。η08騙var．観7α耀7％盟一

　　Gesellschaft　u．　a．

　美ケ原から王ケ頭の海抜20007’嚇後，あるいは三伏田（1928拠〉や武石峠（1072．67のの風

衝が強い，土壌の浅い乾性立地では，高海抜地で気温が低いことも加わり森林が成立できず，
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Phot．39　王ヶ頭風衝地に広がるウンノケクサ群落。

　　　Fes施。αo凱πα一Gesellschaft，　dle　we豊auf　dem　Ougato　u轟ter　starken　Wmdstoβ

　　　a縫sgedeh職t韮st（20007几H．u　M．）．

Pho毛．40　岩盤が露出した立地にはチョウジコメッッノ群落の三生低木群落が島状にみられる。

　　　特にオオシラビソが先駆的に入っている。
　　　Auf　dem　entbloβten　Ges£eln－Standort　kommt　Rん。（ゴ。（オθη470η‘8ん。ηos勉乙var

　　　孟θ孟¢αηLθ7冠規Gesellschaft　mselart濃g　vor　醒anchmal　emdrlgt、4δ紹5況απes多こals

　　　Plonler　vor　（2000’・疑u．Mj
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草原の状態で持続する立地がみとめられる。現在美ケ原や鉢伏山では放牧が行なわれ，現：存植

生が変型させられているが，もっとも環境条件のきびしい立地に残されている植分から，ウシ

ノケグサ，ヒデノガリヤス，イワノガリヤス，ヒメスゲ，ヤマヌカボなどのイネ科植物やカヤ

ツリグサ科植物とともにバクサンフウロ，マツムシソウ，ミヤマシャジン，ウスユキソウ，タ

チコゴメグサなど低茎草本植物が生育するウシノケグサ群落が広面積で，難生低木群落を形成

するチョウジコメツツジ群落が島状に生育すると考えられる。現存植生図ではシナノキンバイ

ーミヤマキンポウゲ群団にまとめられ植生図化されているが，乾性風衝草原として潜在自然植

生図ではウラジロヨウラクーミヤマナラ群団の風衝草原に一緒にまとめられた。

　ウシノケグサ群落，チョウジコメツツジ群落他の風衝劇東は王ケ頭，美ケ原周辺及び鉢伏山

にその潜在立地が考えられる。

　5）ツルコケモモーミズゴケクラスおよびホ日ムイソウクラス（高屡湿原）

　　Oxyc◎cco。Spha琶ne£eau．　Scheuchzerietea　palustris
　（｝｛ochr臓oor）

　和田地域における霧ケ峰には八島ケ原（海抜1630鎚），踊場（1540備），車山湿原（1780盟）の

3つの高層湿原が分布している。それぞれの湿原にはイボミズゴケ，ムラサキミズゴケ，チャ

ミズゴケを主体とするブルト〈Bu1のに生育する植物群落ツルコケモモーミズゴケクラスおよ

び，シュレンケに生育するホロムイソウクラスの植物群落がモザイク状に生育している。

P魁ot．41　霧ケ峰に広がる八島ケ原湿原。

　　　　Yashi職a琶ahara－Moor　in　Kiriga翻籠e（16崔0彿H。藪．M．）．
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雰》ho亀。42　湿原瑚辺の乾燥・無機土壌立地にはヤマドリゼンマイ群落が接している。

　　　　0ε飢鴛η（オα8加駕ηc読ηαηo？πe包ηvar．α8どα翻。冠況・Gesellscha蚕t，　die　U皿gebu轟g　des　Moores

　　　　騒廿r£e達art三9　w蚕chst，　wo　trocken　ist　und　Minera蓋boden　liegt　（16407πH．0．M．）．

　ツルコケモモーミズゴケクラス及びホロムイソウクラスの植物群落が生育している立地は低

温・多湿・強酸性の厳しい立地条件下にある。車山における1944～1946年の気象資料によると

7月，8月の植物生育期における最高気温が22．4℃で，北海道，旭川，帯広の最高気温と比較

して2～4℃低く，ほぼ稚内の気温に等しい（矢野他1971）。また湿原内に伏流や，湧水池など

があり，きわめて多湿である。このような低温，多湿な地域ではミズゴケ類の生育が良好でそ

の堆積物によって酸性立地となる。また低温のためなかなか分解せず，強酸1生のpH　4～5の立

地を形成している。霧ケ峰湿原は本州でもっとも発達した両層湿原として知られている。

　凡例14で示されているヌマガヤオーダーは霧ケ峰ではモザイク状に中同湿原を形成している

が，小縮尺で描かれているため凡例13のツルコケモモーミズゴケクラスおよびホロムイソウク

ラスに含めて描かれた。

b山地帯Mont融e　S短fe

　一般に海抜600”・から1500・・付近の盤高山帯針葉樹林の下部には，ミズナラ，ブナを主体と

する夏緑広葉樹林が発達している。

　和田・諏訪地域では，表日本型の植物群落が発達する。スズタケーブナ群団にまとめられ参

ウラジロモミ群落を中心に，乾燥地帯ではブナが生育できないミヤコザサ～ミズナラ群落が昆
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根部には一部バラモミ群落が生育する。沢沿いや河辺流域では，沖積地にハルニレ群集が，土

砂堆積地にミヤマクマワラビーシオジ群集，流水辺にコゴメヤナキ群落を中心とするヤナギ群

落が潜在自然植生と推定される。沖積低地にはハンノキーヤチダモ群集の生育が考えられる。

　6）ウラジロモミーブナ群落（スズタケーブナ群國）

　　擁腕εsん。？πo‘eμ8－Fα9包s　c7θηα孟α一Gesenscha髭（Sasa憩orpho・Fagion

　　crenatae）

　和田・諏訪地域にはブナ林の形で山地帯を代表するブナ優占植分はきわめて少ない。現在残

されている林分では武石峠付近に小面積が残されているにすぎない。

　武石峠で調査された細分は高木層にブナが優占し，ウラジロモミが混生している。亜高木層，

低木層にミズナラ，イタヤカエデ，ハウチワカエデ，オオモミジなど夏緑広葉樹が生育してい

る。

　現在残されている単木的なウラジロモミを追い，ウラジロモミを指標として，海抜850～155σ

η多の乾性立地～中性立地はウラジロモミーブナ群落が潜在自然植生と考えられる。

　7）ハリモミ群落

　　Pゴ。εαpo♂諺α一Gesellschaft

　大門街道東の仏恩付近には臣岩がそびえたち，白い岩肌を露出させている。岩上の細い尾根

や，やや階段状になったテラスには，樹高7～13搬のハリモミがアカマツ，ネズとともに高木

層に混生した植分がこの地域にみられる。亜高木層，低木層にはネジキ，リョウブ，ミズナラ，

マンサク，トウゴクミツバツツジなどの乾性貧養立地の植物が生育している。草本層はミヤマ

ママコナ，イトスゲ，ヒメカンスゲ，ヒメノガリヤス，キハギ，イワデンダ，イボタヒョウタ

ンボクなどがみられ植被率10～40％で貧弱な植物相を示している。貧養立地に発達するアカミ

ノイヌツゲークロベ群集に対応した乾性貧養立地の一一タイプとして潜在自然植生にハリモミ群

落が考えられる。

　8）　トウゴツミツバツツジーツが群落（ツガ優霞群落）

　　Rんododθπdγ・ηη顧Pε8－Ts駕9αsピθδo雌みGesellschaft

　武石峠付近海抜110伽前ぞ愛のやせ尾根地には，ッガ，トウゴクミツバツツジ，ネジキ，ヤマツ

ツジ，ソヨゴ，ツクバネツツジで特徴づけられるツガ優占言分がみられる。

　和田地区ではコメツガが海i抜1350・・以上に分布するのに対し，1350・π以下ではツガにかわる。

このような900～1350↑乃付近のやせ尾根や斜面にはトウゴクミツバツツジーツが群落が潜在自

然植生と考えられる。

　ツツジ科植物とッガの組み合わせば，サイゴクミツバツツジ，ッガを区分種としてサイゴク

ミツバッッジーツが群集がまとめられている（出碕，長井1960）。これはサイゴクミツバツツジ

が入った日本海岸のツガ林で，黒部川の海抜300～1000？πの谷忍足斜面にみられる。和田地区

ではトウゴクミツバツツジを伴った表葭本型のツガ林として対臨される。
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　9）　ミヤマクマワラビーシオジ群集

　　Dryopteridi・Frax重netum　co搬memoralls
　八島ケ原より萩倉へ下る回すじ，あるいは美ケ原の山本小屋を下る地域にはサワグルミが優

占する植分が谷沿にみられる。和田・諏訪地域では海抜1225？π～1670拠の谷すじに発達する漢

谷林としてミヤマクマワラビーシオジ群集が考えられる。

　谷ぞいの解析のすすんだ比較的深い渓谷面では地下水が，表流水となり谷の両側に漢谷林を

発達させる。一般に裏日本型気候多雪地域の漢谷林にはサワグルミ，カップ，オヒョウ，トチ

ノキなどの夏緑広葉樹を主体とするジュウモンジシダーサワグルミ群集にまとめられる。表B

本型気候回雪地域の谷ぞいではシオジが優占するミヤマクマワラビーシオジ群集が発達する．

和田・諏訪地域ではシオジは1本見られただけであるが，裏日本多雪地のジュウモンジシダー

サワグルミ群集の草本層が好湿性のサカゲイノデ，リョウメンシダ，ミヤマベニシダ，クサソ

テツなどの常緑シダ類や，エゾアジサイ，オオバクロモジ，ホウチャクソウ，スミレサイシン

をもつのに対し，和田・諏訪地区ではヤマアジサイ，アサノハカエデを有するのみで上記のジ

ュウモンジシダーサワグルミ群集区分種をもたないことより，今國はミヤマクマワラビーシォ

ジ群集にまとめられた。現存植生図ではジュウモンジシダーサワグルミ群集にまとめられてい

る。

　一般にミヤマクマワラビーシオジ群集は，移動しやすい粗礫が多く排水が良好で，ときに乾

燥しがちである。八島ケ原付近では立地はジュウモンジシダーサワグルミ群集にまとめられや

すいが，現在資料が少ないことから一応太平洋岸型のミヤマクマワラビーシオジ群集域に含め

られた。

　10）　ハルニレi群集

　　UlnletunI　davidianae

　白樺湖より霧ケ峰を結ぶ稜線より北側の，大門川上流や男女倉ではゆるやかな起伏をもった

水はけのよい砂土三三にハルニレ群集の立地をみとめることができる。排水が悪い泥炭化土壌

上にはハンノキを主体としたやチダモーハンノキ群集がみられ，その立地が接することもある．

ハルニレ群集は，高木層にハルニレ，トチノキ，イタヤカエデ，キハダ，シナノキなどを混生

し，低木層にハシドイ，クロウメモドキ，ツリバナなどがみられる。ミヤマクマワラビーシオ

ジ群集が解析の進んだ漢三斜而に生育するのに対しハルニレ群集は排水のよい砂土二三積地で

ゆるやかな傾斜地に生育する。現在畑耕作地，桑畑，往宅地などに利用されており，その残存

林はきわめて少ない。

　lD　ハンノキーヤチダモ群集

　　Aho・Fraxinetum　mandsuricae
　現在和田・諏訪地域でもっとも広い面積を占めている水田耕作地は，過湿潤立地で，泥炭献

土を形成している。和田・諏訪地区に，一ケ所大門街道茅野側にハンノキーヤチダモ群集の残
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存林分がみられる。

　ハンノキーヤチダモ群集は，高木層にハンノキ，ヤチダモ，キタコブシ，低木層にクロウメ

モドキ・，ズミ，カンボク，ミヤマイボタ，ノリウツギが生育している。草本層は微地形により

生育する種が異なるが，タエヘゴ，ニッコウシダ，ヒメシダ，オオカサスゲ，ミゾソバなどが

高い植被率で生育する。大門街道ではチダケサシ，ザゼンソウ，カニセンノウが林床にみられ

た。

　ハンノキーヤチダモ群集の立地は谷の凹状地や，低地帯の排水の悪い，停滞水や緩流水地で

ある。したがって水田耕作には利薦されやすく，ほとんど大部分が水田化されている。

　i2）　クマシデーサワシバ群落

　　Cαη）劾π8ノαpo幅。α一〇α7P珈拐8　co7｛9α渉α一Gese重ユsc溢aft

　岡谷市シラナミの傾斜25～30℃の比較的土壌の浅い斜面にクマシデーサワシバ群落の残存林

分がみられる。

　クマシデ，ミズキ，ケヤキ，ウワミズザクラが高木層に，ツりバナ，イロハモミジ，ハナイ

カダ，バイカウツギ，ミヤマハハソなどが低木層に生育し，比較的適品性の落葉広葉樹林を形

成している。

　クマシデーサワシバ群落は一般に低山地の斜面でアブラチャンーケヤキ群集の立地よりも傾

斜地で排水の良好な立地に生育している。諏訪地区南西部の山地斜面に潜在自然植生としてみ

とめられる。

　13）　オノエヤナギ群落

　　Sα」㍑εαcんαZ読eπ8ゴ8－Gesel豆schaft

　美ケ原から和田村に下る野々入規流域の砂礫堆積地には樹高4～77蕗のオノエヤナギが優心

した士分が帯状にみられる。武石峠から自樺平に登る沢筋あるいは横河川流域にも残存してい

る。

　河辺のくりかえされる冠水の影響を受け，高木層のヤナギが優占している以外には，草本層

の種類は安定していない。

　一般に河川の洪水に際し，機械的な破壊力の程度に応じヤナギ林の種類が異なってくる。和

田・諏訪地区では，台本のオノエヤナギ群落が発達する立地が局地的にみられる。

c　低山地の潜在自然植生

　和田・諏訪地区では海抜900～1000鎚以下の丘陵・低山地に常緑広葉樹林道に共通して生育

する植物群落がみられる。現在常緑広葉樹林の発達は困難であるが，かつての常緑広葉樹林域

では伐採などの人為的影響により広がったクリーコナラ群集が，今磁の潜在自然植生として広

く斜面をおおっている。谷部下部や沖積地にはアブラチャンーヶヤキ群集が，やや急傾斜ナ也で

はクマシデーサワシバ群落が，さらに和斑地区北部の武石村以北ではやせ尾根にヤマツツジ｝
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アカマツ群集が潜在自然植生として考えられる立地がみられる。

　14）ヤマツツジーアカマツ群集他

　　Rhododendro・P量netu鵬densiflorae
　和田・諏訪地区には植林によりアカマツ林や二次林のアカマツ林が比較的多い。しかし自然

に，潜在自然植生として持続するアカマツ林の立地は，和田地区の北部独鈷山，富士山をつな

ぐ稜線部と，大明岳～保福寺峠，戸谷峰～鳥帽子岩，所沢峠，島谷峠をむすぶ稜線にみられる。

海抜700～1300・・までの尾根状地で比較的海抜高度は高いが，高木層にアカマツが，低木から亜

高木の形態で生育し，低木層にネズミサシ，ヤマツツジ，リョウブ，ネジキ，アオダモ，カシ

ワ，クヌギなどを混生している。草本層にはキハギ，ヒメノガリヤス，リュウノウギク，ミャ

マママコナなど草原性の植物により構成され，東鍵本一帯に発達するヤマツツジーアカマツ群

集にまとめられる。

　ヤマツツジーアカマツ群集が潜在的に発達すると考えられる武石村，丸子町方面には，石英

閃緑岩が広く分布しており，山肌はかなり侵蝕されて基盤が露出している。現在の潜在自然植

生として考えられるヤマツッジーアカマッ群集は，原植生としてかえって和田地域をおおって

いた頃よりも，伐採による入為的影響により貧化した立地にさらに広がっていると考えられる。

　15）　クリーコナラ群集

　　Cas亡aneo・Quercetuln　serratae
　現在低山帯の大部分を占める衝積はコナラ，ミズナラ，クリ，クヌギを高木層に有した夏緑

広葉樹林である。谷部出藍はアブラチャンーケヤキ群集が，やや急傾斜地にクマシデーサワシ

バ群落が残されている。海抜85伽以上ではブナ，ウラジロモミの残存木がみられ1ウラジロ

モミーブナ群落の生育が確認できるが850？几以下ではクリーコナラ群集にまとめられる植物群

落でおおわれる。この地域では残存自然植生の林分がなく，したがって潜在自然植生を明確に

することは困難である。

　クリーコナラ群集は，長野曝全域に広く分布し，種組成的には，裏日本のオオバクロモジー

ミズナラ群集とはヤマモミジ，オオバクロモジ，ハイイヌツゲ，ハイイヌガヤなどの多雪地型

のブナ林構成種をもたないことで区分され，アカシデ，オトコヨウゾメ，オオモミジ，エゴノ

キ，マンサクなど太平洋羅型のブナ林に多い種で区分される。

　長野県の低地を中心に上田・軽井沢，和田・諏訪地区，さらに南部の塩尻，高遠では，常緑

広葉樹林の生育が冬の寒さにより押さえられ，さらに，ブナ林の生育は夏の暑さによりおさえ

られた地域である。したがって，現在生育し持続しているクリーコナラ群集を一応この地域の

潜在自然植生として考えられた。

　16）　アブラチャンーケヤキ群集

　　Parabenzoin　praecox・Zelkovaserrata・Ass。
　諏訪湖周辺に位遣する岡谷市，諏訪市，茅野市の丘陵斜面に，樹高16～287πのケヤキが高木
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層に優占している植分がみられる。高木層にケヤキが被度2～4ζ生育し，ときにミズキ，イ

タヤカエデ，イロハモミジが混生している。低木層にダンコウバイ，アプラチャン，ミヤマガ

マズミ，ミヤマイボタ，バイカウツギ，ツノハシバミなどブナクラス下限の植物と，ハナイカ

ダ，ツリバナ，ニシキギ，コアジサイ，コマユミなど適湿地に生育する低木が多くみられる。

このような林分にはヤマブキが高常在度でみられ，アブラチャンーケヤキ群集にまとめられた。

　アブラチャンーケヤキ群集は山地帯におけるミヤマクマワラビーシオジ群集と同様に，谷部

に沿った崩壊三二に対応して発達しているd立地は撰水が比較的よく，細礫や砂質の壌土上に

発達し，土壌が深く堆積している。

　アブラチャンーケヤキ群集は谷部斜面だけではなく，広く沖積地の集落までその潜在窃然植

生域と考えられる。

　アブラチャンーケヤキ群集の立地は適湿で比較的排水がよいのみでなく，適度の保水力をも

った立地であることより，スギ，ヒノキの植林地に利用されやすい。一部灌概を行ない水田利

用を行っている低地も，アブラチャンーケヤキ群集が潜在自然植生に考えられる。

　17）　ヨシクラス

　　Phrag面tetea
　美鈴湖周門下にはヨシが植被率60％を占めている湿原が帯状にみられる。密生したヨシの下

にアゼスゲーオオカサスゲなどの大形スゲ類が生育している。このような植分は低層湿原の代

表的植分としてヨシクラスにまとめられる。

　一般に大形スゲ類が生育するような立地では人為的影響によリアメリカセンダングサ，オオ

イヌタデなどの湿生雑草群落におきかわりやすい。広い面積の低湿地では水田耕作が行なわれ

る。

　18）　ヒルムシ隣クラス

　　Potamogetonetea
　自樺湖や諏訪湖では，現在人為的影響で，ボートや船などにより水生植物が全くみられない

が，人為的影響を停止すると，ヒルムシロクラスの植物群落構成種，ヒルムシロ，ヒシ，ガガ

ブタ，セキショウモ，ヒツジグサなどの水生植物が生育すると考えられる。

　ig）　　，可辺草本植物群落

　　Auenwiesen　Gesellschaft

　諏訪湖に流れ入む上川の河辺に一部ヨシを伴う草原がみられる。和田・諏訪地区では1：50000

の縮尺の地形図に示されないが，ツルヨシ群集がわずかに小河川に生育している。

（藤　戦 記〉
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5．御岳山・加子母の潜在自然植生
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地　域　概　況

　「御岳山，加子母」の図幅に含まれる地域は，御岳山山頂部から南方斜面，王滝川の上流流域

である。御岳山は最高所が海抜3063拠で，高山帯を有し，もっとも低い地区は海抜約1000・・で

ブナクラス域に属する。したがって本図幅にはブナクラス域（夏緑広葉樹林域），コケモモーート

ウヒクラス域（亜高山針葉樹林域）および高山草本植物帯（コマクサーイワツメクサクラス他〉

の三つの大きな植生域が含まれている。

　この地域は，長野県全域から見ると南西部に片寄っているため，太平洋岸的な気候の影響を

受けている。

　御岳山は北アルプス下部に位置する独立峰で，安山岩類よりなり山容が大きい。これより王

滝の峡谷をはさんで南方に井出小路山，輿三界山などの亜高山帯を有する1800？ル級の山稜がっ

ついている。これらの山稜は主として石英斑岩や流紋岩よりなり立っている。

　気象条件は，王滝（924η・）で年平均気温9．8℃，年間降水量200伽π，木曽福島（750・π）で，

　3000－
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　　　　　　2
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それぞれ10．7℃，1651㈱の価を示し，ブナクラスの生育しうる範囲にある。これらよりも南

部に位置する南木曽町（560糀）では年平均気温n．7℃，年問降水量2142㎜は，ヤブツバキ

クラスに所属するシキミーモミ群集の成立可能な値を示している。王滝，南木曽の降水量がい

ちじるしく高いことは6月，9～10月の台風時期による降雨の影響が強く働らいているためで

ある。

　すでに「長野県の植生図第3集」で記述されているように，この地区はヒノキーサワラ群落

が広い面積をしめ，その中に植林されたスギ，ヒノキ，サワラ植林がモザイク状に分布してい

る。亜高山帯の多くはアカミノイヌツゲークロベ群集（この植生域はその後の調査によって，

現存植生，潜在自然植生ともシラビソ群集とすることが妥当と判定された）他の凡例で表示さ

れ，一部はカラマツの植林地となっている。海抜20007π以高の地域は亜高山帯上部および高山

箒特有な植物群落域であり，今Bなおほとんど自然植生でしめられている。したがって現在の

植生分布はそのま・潜在自然植生を示すものである。

a高山帯A叢pine　Stu艶

　御岳山山頂付近は複雑な地形ときびしい気候条件につり合った，崩壊地生，雪田生および風

衝地生の草本植物群落がモザイク状に配分している。

　D　コメススキーイワツメクサ群集（イワツメクサ群団）

　　Descha！npsio－Stellarietum　nipPon三cae
　　（Stellarion　nipponicae）

　摩利支天岳付近の風下側の東向斜面に見られる崩壊礫地は荒原状のまばらな植被によってか

ろうじて支えられている。生育する植物はわずかにオンタデ，イワツメクサ，イワスゲなどで

あるが，いずれもよ1）安定した立地に定着して団塊状に生育し，20～50％の植被で群落を形成

する。砂礫移動の程度が大きい所ではオンタデが多く，や・安定した緩斜面ではむしろイワス

ゲが多い。人為的に定圧の影響を受ける斜面の群集植分は直ちに甘地化し，その復元はきわめ

て遅い。

　2）　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集（アオノツガザクラ群団）

　　Anaphalio－Phyllodocetum　aleuticae

　　（Phyllodocion　aleuticae）

　火口壁の西側の斜面や平坦地で残雪のある立地は，早生低木によるピース状の雪田植生が生

育する。冬季は多量の積雪でおおわれるが，夏季融雪後の植生活動期閥はひかくてき乾性状態

となる。

　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集はアオノツガザクラ，チングルマ，コイワカガ

ミなどの植物やCZαdoπεα，　Cε磁7ゴα，　PoZッ爾。肋m属などの多くの地衣類や町回で構外され

る。御岳山の場合は隣接する乗鞍岳と同様に太平洋岸の寡雪気候の影響により標徴種のいくつ

101



かが欠けている。

　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集の立地条件は雲田の特性，すなわち冬季は多量

の積雪が堆積し，融雪期が遅く，したがって植生活動期はわずか2ケ月内外に限定されている。

土壌の多くは火山砕屑物よりなり保水力に乏しい。これらの立地条件が湿性に傾むくとハクサ

ンイチゲ，ミヤマキンバイ、シラネニンジンなどの夏緑草本群落に移行する。

　御岳山頂にはなお四ノ池周辺に高層湿原性のミヤマミズゴケ群集や池塘植生のダケスゲ群集，

エゾホソイ群集などが生育する。群集の占有面積が狭いため，何れもこの凡例に含められる。

　3）　談メバツガザクラーミネズオウ群集（ミネズオウークロマメノキ群団）

　　Arcter霊co－Loiseleurletum（Loiseleurieto－Vaccinion）

　御岳山頂部海抜2800彿以高の風衝のはげしい尾根筋に風衝魚期性低木群落のコメバツガザク

ラーミネズオウ群集が生育している。群集名の両種とも常緑性の繧性低木で，これらがマット

状に枝葉を張って優心し，ピースの相観を示す。群集構成種には両立の他にクロマメノキ，ジ

ムカデ，イワヒゲなどの植物やPαア耀磁，Cε置7疏αなどの地衣類の常在度も高い。

　コメバツガザクラーミネズオウ群集の土壌状態は，風衝という条件をのぞけば，ひかくてき安

定している点でコケモモーハイマツ群集の立地に近づく。しかし，腐植による土壌の形成はき

わめて貧弱である。コメバツガザクラーミネズオウ群集はしばしばハイマツ群集の縁辺部にマ

ント群落の役割を果たしながら生育しているのが観察される。

　4）　調ケモモーハイマツ群集

　　Vaccinio－Pinetum　p臓milae

　高山帯を代表する植生単位はコケモモ一天イマツ群集である。コケモモーハイマツ群集は植

物社会学的な群落体系では，亜高山帯針葉樹林と共通種を多く持つ関係上，同じコケモモート

ウヒクラスに位置づけられる。わが国には本格的な高山帯のしめる面積はせまく，しかも相観

的には風衝低木林を形成し，高山轄の草本植生と一体になって分布するため，一般に高山帯の

植生として扱かわれる。

　コケモモーハイマツ群集は高さ1～2・・内外の低木林であるが，土壌の安定度や風衝の程度

で変動がある。低木層にはハイマツが優旧するが乾性な立地でシャクナゲ類，アカミノイヌツ

ゲ，ミネカエデなども混生する。雪田周辺ではウラジロナナカマド，ベニバナイチゴ，ミヤマ

ホツッジなどの侵入が見られる。また風衝のはげしい立地では植生高が1彿未満となり林床に

ガンコウランやααdo配αなどの地衣類が出現する。

　ハイマツ群落の林床はタチハイゴケ，イワダレゴケなどのコケ類でお・われ，群落内をこれ

らのコケ植物群落の保水作用によって，多湿な環境に保っている。草本類にはミッバオオレ

ン，ゴゼンタチバナ，コガネイチゴなどが疎生している。土壌表面には粗腐植が浅く堆積して

いる。

　ハイマツ群落は高山帯における一つの終局群落であり，潜在能力の顕在された形態を示し，
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馨獺懇
　Phot．43　御岳山山頂部の湿原植生。浅い池塘にはダケスゲ群集が生育し，周辺部にミヤマミズ

　　　　　ゴケ群集がプルトを形成する。（御岳隣ノ池）

　　　　　Moor－Vegetat量。鷺a疑fδe願Berg　Ontake（3063？π嚢．M．）

　　　　　1罰denTe圭。益enkom搬t　Caricet疑mpaupe－rculatae，縫nda…nRanδkomm£
　　　　　Sphag識etum　robusti　bu茎£artigvor．

裸地からこの群落相までの遷移にはかなりの年月を要する。鞍懸登山道ぞいに，ハイマツ群落

から退行したと考えられるヒデノガリヤス，コメススキなどのイネ科植物による草本難生が見

られるが，これらの表層土は流亡し，立地の貧化がはなはだしい。したがって潜在能力は，崩壊

地草本植生程度に退行していると見てよい。

b　　亜　　高　　山　　膚苧　S鞍balpine　Stufe

5）シラビソ群集（シラビソーオオシラビソ群集群）

　　Abletum　vei£chii（Abieto　veitchii．mariesii－Ass．Gruppe＞

　シラビソ群集は，わが国の主として太平洋岸型気候の影響を受ける亜高由帯における代表的

な針葉樹林である。シラビソ群集は，日本海岸の多雪地型気候下に発達するオオシラビソ群集

とともに群集群を構成する。

　シラビソ群集は群落高！5～207πに達し，階暦構造の発達も見られる。混生する高木にはコメ

ツガ，クロベ，キタゴヨウなどがあり，これらが常在し，所によってコメツガの純群落のとこ

ろも少なくはない。とくに母岩が火山起源の巨礫や大難でお・われた不安定地には先駆的にコ

メツガが生育し，そのま・持続群落として存続する場合がある。低木層にはオオカメノキ，ヒ
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ロバツリバナなどが散生する。林床は厚くコケ植物（タチハイゴケ，イワダレゴケ，シッポゴ

ケ類，チョウチンゴケ類など）でお・われる。草本植物にはシノブカグマ，ヒメタケシマラン，

ミツバオオレン，ゴゼンタチバナなどが見られる。

　御岳山におけるシラビソ群集は上限が230伽内外でコケモモーハイマツ群集と接し，下限は

1700鎚内外である。分布地は，御岳南顧の大部分をしめ小秀山，井出小路など稜線上に点在

する。なお現存植生図に画かれたアカミノイヌツゲークロベ群集域の大部分は，現存植生，潜

在自然植生ともこのシラビソ群集域となるべきである。

　6）　ミヤマハンノキーダケカンバ群集

　　A茎no－Betdetum　er斑anii

　亜高山帯上部の沢状地や，なだれ斜颪の不安定立地は，亜高山性針葉高木林の成立をはぐみ，

立地に適応した生育形をもつミヤマハンノキやダケカンバなどの夏緑低木林が代って生育して

いる。この群集の分布は海抜1500～27GG鵬の広い範囲に見られる。群落の構成種はミヤマ

ハンノキ，ウラジロナナカマド，オオヒョウタンボク，ミヤマホツッジなどによって低木層を

形成する。林床は多湿で，しかも上方より栄養分の供給を受け，多汁質の多年生草本植物が密

生するのが普通である。ミヤマハンノキーダケカンバ群集域は，日本海沿岸の亜高山帯では針

葉樹林域より広い面積を占有することがあるが，御岳のように積霊やそれに伴なうなだれの出

現頻度の少ない地域では沢状地に細く帯状に分布するに過ぎない。常に崩壊の起る極端な立地

では無植生帯となる。ミヤマハンノキーダケカンバ群集の立地は不安定で，きわめて弱い植生

域であるため，人為的利用は行なわれていない。したがって，現存植生の分布域はそのま・潜

在自然植生域となる。

c　山　　地　　帯　　Monta捻e　S加fe

　7）　ヒノキーサワラ群落

　　Cんα魏αecypα7」8　06彦π8α一Cんα四αεc写Pα7ピ8　Pガ8がe7α一Gesellschaft

　山地帯の代表的な植生単位はブナ群落であるが，本地域はヒノキ、サワラ群落が優勢でブナ

群落の立地はほとんど見られない。

　ヒノキーサワラ群落は海抜10007π以上，1600～1700彿までの山地帯の大部分をしめている。

御岳山，加子舞地方は木曽のヒノキ林として昔から名高く，現在この流域は人為的影響の程

度の多少はあっても，等しくヒノキ，サワラを主とした山地性針葉樹林でしめられている。

　ヒノキーサワラ群落は高さ30”多に達する高木林でヒノキ、時にはサワラが高木層に優占し，

アスナロ，クロベ，コメツガなども見られる。低木層にマルバノキ，シロモジ，ウスギヨウラ

クなどが生育することが特徴的である。他にシナノザサ，コシアブラ，リョウブなども見られ

る。草本層にはツルツゲ，クロソヨゴなどが生育する。

　ヒノキーサワラ群落は，種の組合せによって，マルバノキーヒノキ群集（低海抜），シナノザ
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サーヒノキ群集（シナノザサが優i占）に区分されているが今回は，一つの群落単位として扱か

われた。

　ヒノキーサワラ群落の立地は花商岩の風化した土壌より成り，表層土はきわめて薄い。平坦

地から急傾斜地まで広範囲に生育し，とくに45～50。を越える急傾斜地では表層土はほとんど

発達していない。

　このヒノキーサワラ群落域は藩政時代木曽御料林として長い間注意深く経営されてきている。

当時の伐採は，現在のような機械力による急速な伐採方法ではなく，少数の立木を択伐によっ

て経営し，林地の保全が行われてきたものと考えられる。したがって現在なお，自然植生とし

てのヒノキ植生の潜在能力が保たれている。しかし現在，機械力による短期間の皆伐によるヒ

ノキ植林地化や，カラマツ林への樹種転換は，土壌の貧化，立地の質の低下が憂慮されている。

　8）アカミノイヌツゲークqべ群集

　　Ilici－Thuletu拠stanδishii

　ヒノキーサワラ群落域に接し，尾根筋のとくに乾性な立地は，アカミノイヌツゲークロベ群

集が成立している。高木層の発達が悪く，クロベ，ヒノキ，ヒメコマツが生育し高さ10↑π内外，

被彫も低い。群落内にはサラサドウダン，クロソヨゴなどの低木，オサシダ，ヘビノネゴザ，

イワカガミ，ノギランなどが見られる。これらはすべて西明立地生の種群である。

　アカミノイヌツゲークロベ群集の潜在立地は王滝村の一部に兇出される。

　9）　ミヤマクマワラビーシオジ群集

　　Dryopteridi－Fraxinet畦m　com鳳e瓶orahs

　山地帯の渓谷ぞいの傾斜地はミヤマクマワラビーシオジ群集の潜在立地である。林床は

大池が散在し，上方からの崩壊礫土が堆積し，常に湿潤で，しかも排水がよい。サワグルミは

高さ25～30惚に達して高木層を優醒し，イタヤカエデ，シオジなども混生する。林床にはジュ

ウモンジシダ，リョウメンシダ，ユキザサ，サワアジサイなど多数の広葉性および大形の草本

植物が密生している。ヒノキ林の優毒する地域の谷ぞいの適潤地には，フジシダーサワラ群集

の潜在立地が分布している。これは御岳山爾斜面にわずかに分布し，フジシダ，オシダ，キハ

ダなどで区別される。

　ミヤマクマワラビーシオジ群集およびフジシダーサワラ群集域は，しばしばスギの樋林

地に変えられている。スギ植林の林床は，比較的腐植層が流亡せずに堆積しやすい。したがっ

て植林地化しても林床植生にも大串な変化は起らず，林床植生の種組成から，ミヤマクマワラ

ビーシオジ群集の潜在自然植生の推定は容易である。

　10）　コゴメヤナギ群集他の河辺ヤナギ林

　　Sahcet羅凱serissaefollae　u。andereAuen－Weide無
　王滝村の申心を流れる木曽川の支流の河床部には立地に対応し種々なヤナギ群落が見出され

る。柳ケ瀬～下黒沢悶には高さ1卿内外の高木林のオオバヤナギ群落の現存植分が記録萎れ

エ05一



ている。オオバヤナギ林は，亜高山帯に分布の中心をおく，ドロノキーオオバヤナギ群集とし

てまとめられる。

　洪水に際しての機械的な破壊の程度に応じてヤナギ林の種類，相観は異なる。山地帯ではコ

ゴメヤナギ群集が最：も安定した立地をしめ，その前面に，オノエヤナギ群落，ネコヤナギ群集

と帯状に配列し，植生高が低下するのが一般的である。ヤナギ林の林床は，くり返される増水

の影響を受け，そこに生育する種類の組成も一定していない。土壌の発達もたえず中断され，

十分には行なわれない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥　田　重　俊〉
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6．上田・軽井沢の潜在自然植生
　PotentieIle　nat鮫rliche　Vegetation　des　Ueda， Karuisawa　Gebietes
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地　域　概　況

　「上田・軽井沢」両図幅に含まれる地域は，長野県の東北部に位置し，群馬県との県境付近に

ある浅間山を中心とする山岳地帯とその南麓部および千曲川によって形成された沖積平野が含

まれている。

　浅間山（海抜2542・π）は現在なお活動を続けている活火山であるが，その山系は，西方へ黒

斑山，篭の登山，三方ケ峰（2040？の，鳥帽子岳（2066獅）と2000㎜級の山岳をつらねている。

これらの山岳が形成した裾野は，一般になだらかな起伏をもつが，軽井沢付近では深い谷悶が

きざまれている。山麓の高原一帯は，火山噴出物の溶岩，火山灰などにお・われ，保水性が悪

く，植生に影響を与え，その発達を規定している。とくに浅間山の山頂付近は，火山噴出物の

ために，植物が生育できず，無植生の火山荒原となっている。

　この地域の気候は年較差のはげしい内陸性の特徴をもつ。すなわち，冬季の積霊は少なく，

（最高積雪50～圭00・の，風が強く，乾燥し，寒さが厳しい。～方夏：季は雨量が多く，気温もひ

かくてき高い。年平均気温は山麓地帯で8

～9℃を示す。

　浅間山彙の高海抜地域は国立公園にも指

る。軽井沢を中心とする地区は古く（明治

年間）から避暑地として利用され，別荘地

やリクリエーション地域のしめる面積がき

わめて広い。

　千曲川によって形成された沖積平野は，

畑地，水田，果樹園に利用されている。上

田盆地では気候条件がひかくてき恵まれて

いるため，一部では水組の裏作も行なわれ

ている。

　上田・軽井沢の爾図幅の範囲に描かれた

植生は，高度帯から云えば，高山帯，亜高

山帯，山地帯，丘陵帯のすべての高度によ

る植生帯にまたがっている，この中では，

山地帯と丘陵帯がもっとも広い面積を有し，

亜高山帯は1800～2000？ノ｝以上の限られた高

0蔭ot．糾　浅間山（2542鵠）1こおけるイタドリーオンタ

　　　　デ群落（上部〉とシラビソ群集。

　　　　Physiogno組le　des　S廿dha難g　des　t吾t三gen

　　　　Vulkan－Asa搬a（25427π｝｛．“．M．）．　Oberte圭I

　　　　bedeckt　sic｝｝　inse星ar£ig　　PoどΨ90η冠ηL

　　　　C君ε曜α伽蹴一P・砂9伽規3・eツ7‘C罐var。

　　　　・伽・襯一Gesellsch・ft・nd恥βtell　mlt

　　　　Abietu搬ve｛tchii，
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地に分布している。最：高海抜の浅問山には高山植生が分布するはずであるが，浅間火山

が新しく，しかも活火山であるため，高山植生の発達はみられない。しかし，浅間山彙の由頂

付近の風衝地や崩壊地には高山性植生がごくまれに出現している。

a　高　山　帯

　1）　イタドリーオンタデ群落（コマクサーイワツメクサクラス）

　　Po勾goη祝ηc㍑8pε（オα孟π況＿po＠80η脚πωe写7‘c樒‘var．αゆ凝駕窺Gesellschaft

　　（Dicen£o藺Stellarietea　n量PPonicae）

　浅間山の山頂付近は，火山礫やスコリアの多く堆積したきわめて不安定な立地となっている。

浅問火山は活火山であるためにたえず降灰を見る。また，急傾斜地であるために，表層の砂礫

はたえず移動する。従って山頂部分は四季を通じて無植生であるが，下方に移動するに従って

少しずつ立地が安定し，火山独特の先駆植物の侵入を見る。

　激闘火山に生育する火山植生はイタドリ一部ンタデ群集にまとめられている。出現種はきわ

めて限られており，イタドリ，オンタデ，ミヤマウシノケグサの3種が普遍的に見られる他は

殆んど他の構成種がない。イタドリ，オンタデの両種は地下に直根を伸ばして定着し，団塊状

の生育形を示す。

　群集生育地の傾斜はおよそ20。であるが，これより勾配がゆるくなり，立地の安定したとこ

ろではコキンレイカ，ヤマブキショウマ，イワカガミなどが侵入してくる。さらにダケカンバ，

ミヤマホツツジ，クロマメノキなどの夏緑低木類が侵入しはじめるとイタドリーオンタデ群集

は次の遷移相に移行する。

　イタドリーオンタデ群集の潜在立地は浅間山の海抜2000～2200？π付近に見られる。また他に

黒斑や三方ケ峰の火口部などの旧火口の崩壊地にも分布する。

　2）　コメバツガザクラーミネズオウ群集（ミネズオウークqマメノキ群団）

　　Arcter量co－Loiseleurietu！n（Loise韮eurieto－Vaccinion）

　コメバツガザクラーミネズオウ群集は，高山帯の尾根や断崖地，火口内壁などの風衝地に生

育する綾生低木群落である。生育地の土壌条件はきわめて悪く，表層土は薄く，しかも乾燥し

やすい。さらに強い風衝作用により，伸長作用がさまたげられている。冬季も積雪によってお

おわれることは少ない。このような風衝地に生育可能な植物としては，ミネズオウ，コケモモ，

ガンコウラン，コメバツガザクラなどの草丈10～20α・内外の屡生低木類に限られる。これらの

植物はクチクラ層の発達した常緑葉をもち，葉の表面は裏側にそり返り，水分の蒸散をおさえ

る作用をする。

　叢生風衝低木群落はわが国の高由帯に広く分布する。浅間山彙では海抜2100～2200・1・の範囲

内に見られる。しかし，本来の潜在立地がシラビソ群集であるが，山火事，線圧など人為的

な作用によって一時的にガンコウランを主とする根生低木群落となっている植分もみられる。
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簸霧

繹

Phot．47　高山帯の風、の強い尾根筋に生育するコメバッガザクラーミネズオウ群集。ゆ央部は登LLl

　　　　　道：となって裸踊化している　　（仙人岱231911L＞。

　　　　　Teppichartig　dicht　bedecktes　Arcterio－Loiseleuriet疑撚　aufδen　R廿cken
　　　　　der　alpinen　S加fe（Rechtse玉毛e＞　重燃Berg　Senn圭n（2319～πH・嚢・M・）．

従ってコメバツガザクラーミネズオウの群集の潜在立地は現存のものより範囲がせばまる。

b亜高山帯Subalpine　Stufe
　3）　シラビソ群集（シラビソーオオシラビソ群集群）

　　Abietum　veitchii（Abletumveiもchil－mariesii－Ass．GrupPe）
　浅間山の剣ケ峰，籠の登，高難山などの山岳地帯には亜高山性の針葉樹林が生育している。

この針葉樹林はシラビソを主体とし，オオシラビソ，コメツガ，カラマツ，ナナカマドなどを

高木層，賑高木層に伴なう。低木層にはハクサンシャクナゲの他にオオカメノキ，コヨウラク

ツツジ，ウスノキ，懇懇バスノキなどの夏緑広葉低木がわずかに見られる。草本層にはマイズ

ルソウ，ゴゼンタチバナ，ミッバオオレン，ツマトリソウ，キソチドリなどの小形の植物が生

育する。コケ層は～般的に発達し，タチハイゴケ，イワダレゴヶなど10数種類の地上生のつケ

植物がカーペット状に生育する。

　林床には針葉の欝欝殖が厚く堆積し，分解がおそい。したがってポドソル土壌が形戚される・

　シラビソやオオシラビソを主とする亜高山性針葉樹林は，裏ヨ本多雷地よりも衰摂本型気候

下で発達し，種組成も複雑になる。表題本の寡雪地の針葉樹林はシラビソ群集と呼ばれ，多雪

地型のオオシラビソ群集とともに群集群を構成する。
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　乱闘山彙の海抜1900～2000鎚にシラビソ群集の潜在立地があり，現存の生育地よりもやや広

い面積をしめる。

　4）　：コメツニが群落

　　丁8％9α己ご”ε78ゴブ。おα一Gese蓋lschaft

　シラビソ群集の生育地よりさらにきびしい立地，すなわち，風化の遅れた火山岩や火山礫が

重なって堆積し，土壌の未発達な立地では，シラビソに代ってコメツガが優勢となる。極端な

乾生立地ではコメツガの純林となる。

　コメツガ群落は高さ12～15彿内外の常緑針葉樹林であるが，風忌地では4～6㎜に低下する。

高木層にはコメツガが優旧し，ナナカマド，ダケカンバ，低木層にオオカメノキ，コヨウラク

ツツジ，アズマシャクナゲ，ミネザクラなどが見られる。草本層にはシノブカグマ，タケシマ

ラン，ツルツゲ，ミヤマシグレ，リンネソウ，ミヤマワラビなどの岩礫地生の種群が特記的に

隼回する。コケ層も発達するが，多くは岩上生のものである。

　コメツガ群落は，シラビソ群集と共通種を多くもっため一般に後者の下位単位として記録さ

れる場合が多い。しかし急雷量の少ない表正本では，シラビソ群集はむしろコメツガを常在的

にもつのが普通である。

　コメツガ群落の潜在立地は浅間山彙では黒斑，籠の登，三方ケ峰，湯ノ丸，鳥娼子岳などに分布

し，尾根筋や急傾斜地の岩礫地では夏緑広葉樹林域にも下降する。

　5）　カラマツ群落：

　　ゐ副冠e卿♂e郷一Gesellschaft

　亜高山帯において，火山の熔岩地帯や崩壊地などに，しばしばカラマツが先駆的に生育し，

高さ4～6彿の樹林を形成する。林床にはガンコウラン，シラタマノキ，クロマメノキ，イワ

カガミなどの出生低本が生育し，同時にシラネニンジン，マイヅルソウ，アキノキリンソウ，

マンネンスギ，ネバリノギランなどの草本植物も見られる。また，ひかくてき安定した立地で

は，カラマツも多く生育しミヤマホツツジ，ナナカマド，ミネザクラ，ハクサンシャクナゲな

どの木本植物が共存する。

　自然生のカラマツの群落は，内陸性気候をもつ長野県を中心に中部地方の各地の高地に分布

している。種組成，立地などから，シラビソ群集の前極相的な位置にあり，立地の不安定性と

つりあって持続し，安定化によってシラビソ群集に遷移する。歴史の浅い火山においては，本

来安定立地ではハイマツ群集の生育域である二心を，カラマツ群落が代理群落として存続する

例が富士山などで見られる。

　6）　ミヤマハンノキーダケカンバ群集

　　Alno－Betuletum　erlnanii

　ミヤマハンノキやダケカンバの低木群落は一般に多積雪地のなだれ地に生育するもので，積

雪の少ない浅悶山彙には稀にしか発達しない。低木層にはナナカマド，　ミネヤナギなどのわ
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Ph◎t．48　矯生低木ハイデに侵入するカラマツ（婆ノ河原20507の。

　　　　In　（垂er　a1P叢nen　Heヨde　emdrまngt　sich　ムαウ乙τ　‘〔～ρ孟。～ep乙s　e｝nze美nen　un（i　dann　玉nse｝art19

　　　　（20507π｝｛幾M）

ずかの種が共存し，草本層にはミヤマセンキュウ，イタドリなど，種類が少なくとくに高茎の

草本植物にきわめて乏しい。

　したがって，この群集はむしろカラマツ懇懇，またはミヤマカンスゲーチシマササ群落に含

められるへきものかも薫れない。

　群集の潜在立地は黒斑の内壁部や高議，籠ノ登なとの斜面にすじ状に小規模に分布している。

　7）　ミヤマカンスゲーチシマザサ群落

　　Cαγe駕　60島Cん08言αcんシα　var．　gごα6εγアろ？㍑α一Sαsα　ん賜7乙’θηε乙8－Gese1董schaft

　亜高山帯において，ひかくてき安定した謙譲地ではあるが，急傾斜地て，しかも風衝のきひ

しい立地ては，高木林の形成かいちじるしく困難となり，ササ類や夏緑低木による草本状の群

落が形成される。ミヤマカンスゲーチシマササ群落は本来，裏日本気候域の高山で，積雪のた

め針葉樹林の成立困難な立地に生育する。浅間山彙ではチシマザサに限らず，クマイササ，ミ

ヤコザサなどが類似の相観を示す風衝低木群落を形成している。潜在生育地は黒斑，三方ケ峰，

鳥帽子岳などの海抜1800～20007・の範囲に見られ，一部尾根にそって160伽内外にまて下降する。

　8）ッルコケモモーミズゴケクラス

　　Oxycocco篇Sphagnetea

　三方峰の旧火口（海抜約2000彿）にミズゴケの生育する湿原が小規模に存在する。
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c　山　地　帯

　9）　ミヤコザサーミズナラ群落

　　Sα8α吻Poπゴ。α一Q駕ε7c艇8η・π80♂ぢ。αvar．9γ・8seseデ剛α一Gesellsc為af£

　浅間山の東南面から西方にかけての海抜1200鎚から1800彿の範囲の山地帯はカラマツの植林

地が広域に広がっている。しかし，場所によって，ミズナラを主とする夏緑広葉樹林が分布し

ている。これらの残存林の大部分は，二次林であり，まだ十分発達した森林とはいえない。高

木層にはミズナラが生育し，高さ10～18”・内外で，時にかなりの老令木も見られる。亜高木

層はリョウブ，コハウチワカエデ，アオダモ，ナナカマドなど，低木層にはタニウツギ，ズミ，

マメザクラ，トウゴクミツバツツジなどが見られる。草本層はヘビノネゴザ，トリアシショゥ

マ，オオアブラススキ，タガネソウ，シュロソウ，アキノキリンソウなどのススキクラスに属

する草原生の草本植物が多い。このような種組成をもつ二次林はヤマブドウーミズナラ群集と

して記載されている。

　このヤマブドウーミズナラ群集域の潜在自然植生の判定については種々不明の点が多い。す

なわち浅間山南麓から佐久，上田などにかけて，ブナが我々の調査でも1本も発見されない

ことである。さらに，この地域に生育するブナクラスの種群はきわめて少なく，太平洋岸に

分布するスズタケーブナ群団の標野種を欠いている。この地域に接した低地帯においても同様

な群集の分布が見られ，太平洋岸型とも日本海岸型ともつかないクリーコナラ群落が分布して

いる。これらの植生分布の背景には，雨量の少ない内陸地であることがあげられる。しかも，

浅間火山起源の貧養な火山岩を母体とした土壌条件があるものと考えられる。したがって，こ

の地域の潜在自然植生は林床に特徴納なミヤコザサをもってミヤコザサーミズナラ群落と判定

しておく。

　10）　ウラジQモミ群落

　　五うゴθ8ん。ηLOごθ炉8－GeseHschaft

　軽井沢東方の海抜900～12007πの山地にはウラジロモミを含む群落高20ηL内外の森林群落が

点在している。高木層にはウラジロモミの他はミズナラ，イタヤカエデ，ハウチワカエデ，オ

オモミジなど夏緑広葉樹が生育している。低木層にはツリバナ，ツノハシバミ，ダンコウバイ，

アオハダ，ムラサキシキブなどが見られ，草本層にミヤコザサの被度が高い。

　ウラジロモミは太平洋岸型のブナ林域（スズタケーブナ群団域〉の中で，高海抜の乾生立地

や，山間の平坦で排水不良な立地などに時にブナやイヌブナに代って優配する群落を形成する．

軽井沢付近では，火山灰の厚く堆積した乾生な尾根筋に潜在立地が見られる。なお軽井沢の市

街地には，植栽されたウラジロモミが多いことから，ウラジロモミ群落の潜在域はもう少し拡

大されるべきものと考えられるが，まだ不明の点が多い。
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　　　　　2．ミネズオウークロマメノキ群団：Loisele羅rie毛。－Vaccinion
　　　　　6．　コメツガ群落：T8冠8α　dぬeγsげ。㍑α一Gese11schaft
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　　　　　19。ミヤコザサーミズナラ群落：Sαsα7Lφpo痂。α一Q麗TC鉱s㎜021go♂ご。αvar。870εεθsε芹醜α一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gesellsc｝1aft

　　　　26。ハンノキ～ヤダチモ群集：Alno－Fraxhetum　mandshuricae
　　　　　36．クリーコナラ群集：Castaneo－Quercetum　serra£ae

　　　　37．アプラチャンーケヤキ群集：Paraben20in　praecox・Zelkova　serrata需
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ass．

　　　　　42．自然裸地：Na磁rllcher聡ackter　Boden，
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　目）　ミヤマクマワラビーシオジ群集

　　Dryopterldi－Frax沁et疑m　commemoralls
　軽井沢から小諸にかけて，海抜1000・・前後のかん傾斜地は，開析の進んだ比較的深い谷が見

られる。この付近では地下水が表流水となって，谷の両側に漢谷林を発達させている。太平洋

岸型のブナ林域の漢谷林には，ミヤマクマワラビーシオジ群集が分布しているが，本地域では

シオジが欠ける。群落構成種としてはサワグルミ，ミズキ，クリなどが高木層に，低木層にア

プラチャン，ミヤマハハソ，ハシドイ，ヤマアジサイなどが生育する。：草本層にはウワバミソ

ウ，オクマワラビ，コンロンソウ，ムカゴイラクサなどの適湿地生の草本植物も見られる。

　林床には粗礫の多い移動しやすい土壌が堆積し，排水がよく，時に乾性に傾むく。裏日本多

雪地のジュウモンジシダーサワグルミ群集の草本層が，好湿生の常緑シダ植物で密にお・われ

るのと対象的である。立地の傾斜は10～20。であるが，テラス状の河岸段丘ではハルニレ，ヤ

チダモなどが生育している。しかし，この立地はハルニレ群集に対応する太平洋岸型の植生単

位のものであると考えられる。ただ，面積が狭いことと現在調査資料に乏しいため一応，ミヤ

マクマワラビーシオジ群集域に含めておく。

　ミヤマクマワラビーシオジ群集域はスギ植林として利用されているが，その面積はひかくて

き狭い。

　i2）ヤマツツジーアカマツ群集

　　Rhododendro　kaempfer圭一Plne亡um　densif歪orae
　上田布郊外の海抜400～800η・の範囲内1こおける，尾根状地にアカマツ林がひかくてき広い範

臨に分布している。このアカマツ林は，高木層にアカマツ，低木層にネズミサシ，ヤマツツジ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
リョウブ，ネジキ，アオダモ，カシワ，クヌギなどを交える。草本層にはキハギ，リュウノウ

ギク，ヤマハギなど草本性の種が多い。さらに，ツメレンゲ，イワデンダ，キリンソウ，イワ

ヒバなどの岩隙生の植物が多いのが特徴的である。この組成をもつ群落はヤマツツジーアカマ

ツ群集に含められるものである。

　ヤマツツジーアカマツ群集は人為的影響によって二次的にクリーコナラ群落の潜在立地に拡

大されているものも含められている。自然植生としての本来の潜在立地はきわめて乾生で療養

な尾根筋に限られる。

　13）　タリー謎ナラ群集

　　Castaneo飾Quercetum　serratae
　クリーコナラ群集は，」ゴlli，軽井沢の海抜80伽以下の低地，丘陵地に分布する二次的夏：緑

広葉樹林である。同時に，その潜在自然植生をも指標する植生単位である。この地域は，地形

がゆるやかなため古くから入聞の自然利用や開発が進み，残存自然植生の林分が見られない。

したがって潜在自然植生の厳密な性格は明確にできない。

　タリーうナラ群集は，コナラ，クリ，クヌギを主体とし，ヤマウルシ，ツリバナ，コマユミ，
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　ニシキギ，ダンコウバイ，ミヤマガマズミ，ヤマウグイスカグラなどの木本植物を伴なう。

林床にホソバヒカゲスゲ，ヤマガシュウ，シラヤマギク，アキノキリンソウ，ヨツバハギ，サ

ルマメなど多数の植物が見られる。

　クリーコナラ群集は長野全県下の低地帯に広く分布する。種組成的には，長野県北部の多雪

地でヤマモミジ，オオバクロモジ，ハイイヌツゲ，ハイイヌガヤなどの多雪地型のブナ林に多

い種が混生し，長野県南部でアカシデ，オトコヨウゾメ，スズタケ，オオモミジ，エゴノキ，

マンサクなどの太平洋岸型のブナ林に多い種で区分される。長野県中央部低地の諏訪，佐久，

上田，小県，小田切，長野，更埴などにはこれらの種群が見られない。また常緑広葉樹林

域の種馬も出現しない。この地域に限って分布する種としてはわずかにイヌヨモギ，ズミ，ハ

シバミ，ザイフリボク，オケラなどが区分種としてあげられる。

　長野県の低地を含め，軽井沢，上昇地方の低地の潜在自然植生は，以上に考察されたクリー

コナラ群集の典型単位の発達した型としての一つの植生単位と考えられる。これは，ブナ林域

でブナが欠ける地域であることも対応している。

　14）　アブラチャンーケヤキ群集

　　Parabenzoin　praecox－Zelkova　serra£a－Ass．

　山地帯における，ミヤマクマワラビーシオジ群集と同様に，漢谷に沿った崩壊斜面にはアブ

ラチャンーケヤキ群集が対応して生育している。高木層は20↑π内外に達し，ケヤキ，ニガキ，

ミズキ，ケンポナシなどが混生し，コナラ，イタヤカエデ，クヌギなどもわずかに共存する。

低木にはヤマブキ，アワブキ，ツルマサキ，ヤマガシュウ，サンショウ，ニワトコ，アケビ，

スイカズラなど，草：本層にはフタバハギ，ミズヒキ，ハエドクソウ，タチツボスミレなどの小

形植物が兇られる。

　土壌条件はミヤマクマワラビーシオジ群集によく類似するが，土性はより風化した細礫や砂

質の壌土よりなり有機質に富み，厚く堆積する。斜面部では排水が良好である。

　アブラチャンーケヤキ群集は，軽井沢から上田にかけての千曲川ぞいの開折した新築ぞいに

分布する。さらに，現在水困として利用されている低地も，侵透性の強い土壌であることから

アブラチャンーケヤキ群集と判定される。

　15）　オギ群集他

　　Miscanthe加m　sacchariflori　u．a．

　千曲川ぞいの河辺で，増水や洪水によって定期的に侵蝕，冠水する礫地では，ッルヨシ群集

の生地がひかくてき広く見られる。さらに局地的に砂が堆積したところはオギ群集の立地とな

る。これらの群集の立地は，洪水のたびに崩壊と再生がくり返される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田　重俊）
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摘 要

　現地調査資料を基礎に1976年までに完成した長野県の現存植生図（第一集から第四集まで計

49図）にひきつづき，長野県下全域にわたって，潜在自然植生の調査と潜在自然植生図化の調

査・研究がおこなわれている。主な現地調査は現存植生図作製の為の調査と平行して1971年か

ら1975年にかけて6年にわたって実施された。この長野県の潜在自然植生図第1集では長野県

北部を中心に25葉（1：50000）が完成した。

　潜在自然植生単位とその具体的な空間配分の判定には，現存植生図作製の際におこなわれた

多数の現存植生の植生調査資料を手がかりに，残存する自然植生，および各自然植生に対応す

るさまざまな代償植生の形態，さらにはきわめて低次の代償植生しか認められない地域では，

独立樹や，屋敷林，土地利用形態のちがい，土壌断面等によっても総合的に判定された。

　今回の長野県下の潜在自然植生単位の群落体系は以下のようにまとめられた。

1　コマクサーイワツメクサクラス

　　　コバノツメクサオーダー

　　　　イワツメクサ群団

　　　　　ミヤマクワガターウラジロタデ群集

　　　　　コメスヌ、キーイワツメクサ君羊集

　　　　　イタドリーオンタデ群落

　　　　タカネスミレーヒメイワタデ群圃

　　　　　コマクサー現下ネスミレ群集

　　　チシマクモマグサーミヤマタネツケバナオーダー

　　　　チシマクモマグサーミヤマタネツケバナ群団

　　　　　ミヤマタネツケバナ群集

　　　　　クモマグサ群集

2　カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス

　　　オノエスゲオーダー

　　　　オヤマノエンドウ群団

　　　　　オヤマノエンドウーヒゲハリスゲ群集

3　チングルマクラス

　　　チングルマオーダー

　　　　アオノツガザクラ群団

　　　　　福島ネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集

　　　イワイチョウオーダー

　　　　イワイチョウ群団
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　　　　イワイチョウーショウジヨウスゲ群集

4　コケモモートウヒクラス

　　シラビソートウヒオーダー

　　　シラビソートウヒ群団

　　　　オオシラビソ群集

　　　　シラビソ群集

　　　コケモモーハイマッ群団

　　　　コケモモーハイマツ群集

　　　　㊧コメツガ群落

　　　　㊥カラマツ先駆相

5　エイランタイーミネズオウクラス

　　エイランタイーミネズオウオーダー

　　　ミネズオウークロマメノキ群団

　　　　コメバツガザクラーミネズオウ群集

6　ダケカンバーミヤマキンポウゲクラス

　　オオバタケシマランーミヤマハンノキオーダー

　　　ミドリユキザサーダケカンバ群団

　　　　ミヤマハンノキーダケカンバ群集

　　　　カラクサイノデーベニバナイチゴ群落

　　　　フサガヤーヒロバカツラ群集

　　シナノキンバイーミヤマキンポウゲオーダー

　　　シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群圃

　　　　ナエバキスミレ群集

　　　　クロトウヒレンーミヤマシシウド群落

　　　　タテヤマアザミーホソバトリカブト群集

　　　　カライトソウーオォヒゲガリヤス群集

　　　　バクサンボウフウーモミジカラマツ群集

　　　　ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集

　　　　アシボソスゲーイワオウギ群集

7　ホロムイソウクラス

　　ホロムイソウオーダー

　　　ヌマガヤーミカヅキグサ群団

　　　　オオイヌノハナヒゲーヤチスゲ群集

　　　　ミカヅキグサーミヤマイヌノハナヒゲ群集
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　　　　㊧ミヤマホタルイ群集

　　　　㊧エゾホソイ群集

　　　　㊥ダケスゲ群集

8　ツルコケモモーミズゴケクラス

　　　ムラサキミズゴケオーダー

　　　　ヌマガヤーミズゴケ群団

　　　　　ヌマガヤーイボミズゴケ群集

　　　　㊥アカミズゴケ群落

　　　　㊧スギバミズゴケ群落

　　　キダチミズゴケオーダー

　　　　イワイチョウーキダチミズゴケ群団

　　　　　ミヤマイヌノハナヒゲーワタミズゴケ群集

　　　　　ヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群集

　　　　　ミヤマミズゴケ群集

9　ヌマガヤクラス

　　　ヌマガヤオーダー

　　　　ヌマガや群団

　　　　　イワイチョウーーヌマガや群集

10　ブナクラス

　　　ササーブナオーダー

　　　　チシマザサーブナ群団

　　　　　オオシラビソーブナ群落

　　　　　ヒメアオキーブナ群集

　　　　　マルバマンサクーブナ群集

　　　　スズタケーブナ群発

　　　　　シラキーブナ群集？

　　　　㊥ウラジロモミ群落

　　　　㊧ハリモミ群落

　　㊥コナラーミズナラオーダー

　　　　イヌシデーコナラ群団

　　　　　カスミザクラーコナラ群集

　　　　　クリーコナラ群集

　　　　　ミヤコザサーミズナラ群落

　　　　　クマシデーサワシバ群落
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　　　㊧アカマツ群団

　　　　　ヤマツツジーアカマツ群集

　　　㊧ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

　　　　　チョウジコメツツジ群落

　　　　㊥コキンレイカーヒゲノガリヤス群落

　　　　㊧ミヤマカンスゲーチシマザサ群落

　　　　㊧ウシノケグサ群落

　　ヒノキークロベオーダー

　　　シャクナゲークロベ群団

　　　　アカミノイヌツゲークロベ群集

　　　ヒノキ群団

　　　　マルバノキーヒノキ群集

　　　　シナノザサーヒノキ群集

　　　　（ヒノキーサワラ群落）

　　㊧ツガ群団

　　　　サイコクミツバツツジーツが群集

　　　　　トウゴクミッバッツジーツが群落

　　　　㊧モミ群落

　　ニレーシオジオーダー

　　　ノ＼ノレニ・レ君羊団

　　　　ハルニレ群集

　　　サワグルミ群団

　　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　　ミヤマクマワラビーシオジ群集

　　　㊧ケヤキ群団

　　　　チャボガヤーケヤキ群集

　　　　アブラチャンーケヤキ群集

　　　　㊥タマアジサイーフサザクラ群集

　　　　㊥フジシダーサワラ群集

　　　　㊥ハンノキーヤチダモ群集

11オノエヤナギクラス

　　オオバヤナギードロノキオーダー

　　　　ドロノキ群団

　　　　オオバヤナギードロノキ群集
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　　　ヤシャブシーコゴメウツギオーダー

　　　　シロヤナギーーコゴメヤナギ群団

　　　　　コゴメヤナギ群集

　　　　　シロヤナギ群集

　　　　　オノエヤナギ群落

12　オニシモッケーヤマヨモギクラス

　　　オニシモツケーヤマヨモギオーダー

　　　　オオヨモギ一瞬オイタドリ群団

　　　　　アカソ～オオヨモギ群集

！3　ヨシクラス

　　　ヨシオーダー

　　　　ヨシ群団

　　　　　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　　イワノガリヤス一入シ群集

　　　　　ヨシ群落

　　　　クサヨシ群団

　　　　　セリークサヨシ群集

　　　大形スゲオーダー

　　　　ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団

　　　　　オオカサスゲ群集

　　　　　チゴザサーアゼスゲ群集

14　ヒルムシロクラス

　　　ヒルムシロオーダー

　　　　ヒツジグサ群団

　　　　　ガガブターヒシ群集

　　　　　ホソバタマミクリ群落

　　　　　ヒツジグサ群落

　　　　ナガレキンポウゲ群団

　　　　　バイカモ群落

※㊧印の群落，群圃，オーダーは上級単位の所属不明確なもの
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Zusam鵬enfassun9

　　Nach　der　Gelande－Aufnahme職und　der　Kartieru簸g　der　rea量en　Vegeta亡ioa　der　Pr巨fe亀

ktur　Nagano（Heft　L　1973，　Heft　2．1974，　Heft　3。1975，　Heft4．1976，蹟i£　zロsa磁men　4g

farbige鷺Karte遼b抜ttern　1：50000）wurden　Karten　derρo亡entieHen諭at嚢rllchen　Vege．

tat呈on　der　gesa瓶ten　Flache　der　Pr銭fektur　Nagano　hauptsachlich　im　Ge1琶nde　erarbei－

te£．

　　In　diesem　Reft　wird　d重e　Karte　der　pote臓tie11e簸nat琶rl圭chen　V6getation　der簸GrdlicheR

Prafek纐r　Nagano　25　B1巨tten（1：50000）behande里t．

　　F嚢rdie　Ableitung　der　Ei油eiten　der　potentiellen　nat麺rlichen　Vege匙atioR　der　p痴fe－

ktur　Nagano　und呈hrer　rぎumlichen　Verteilung　wurden　Vegeta亡圭。海sauf臓ah三nen　呈n　alle難

Geb三eten　der　Prafektur　als　Belege　gen｝acht．　Dazu　wurden　die　Reste　der簸och　reai

vorhanden　nat額rl童chen　Vegetation，　Einzel－Baume，　sowie　der　geo豆ogische　U嚢tergm賑d，

die　B◎denprofi璽e，　die　Topographi　Lage，　die　hydrographischen　Bedingunge聡，　die輌；r£．

schaftsforlnen，　die　Bodennutzung　und　d童e　Ersatzgesellschafte臓herange30gen，

Die　auf　diese　Weise　bisletzt　erkannten　Einheiten　der　heutigen　potentielleR　nat湖ichen

Vegetation　wurden　3ufolgenden　Gesellschaftssyte孤zusa搬mengestellt．

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　’

2

D至centro－Stellarietea　nlpponlcae　Ohba1969

　Minuarteta豆藍a　vernae　japonicae　Qhba1968

　　　Stellarion　nipPonicae　Ohbalg69

　　　　　Veronico－Po豆ygonetum　weyrichil　Ohba！969

　　　　　Descharnpsio－Stel玉arietum　nippo娠icae　Ohba，　M重yawak三磁

　　　　　Okuda　1969

　　　　　Po‘シ80ππηL　c％spεdα孟膨鵠一1つ。♂写80η駕㎜　ωε優デ‘cんゴごvar．αな）‘π駕勉一Gese圭1schaft．

　　　V三〇1◎一Po互ygonion　alanensis　Ohba1969

　　　　　Dlcentro・Violetu顯crassae　Ohba！969

　Saxifrago－Carda鵬inetaha　nipponicae　Ohba1969

　　　Saxifrago－Cardamin圭on嶽ipponicae　Ohba1969

　　　　　Cardamlnetum　nlpponicae　Ohba1969

　　　　　Saxlfragetum　merkii　idsuroei　Ohba1969

Ca「重ci　「uPestris－Kobresietea　bellardi重　Ohba1974

　Cariceta豆ia　　重en犠iformis　　Ohba1968

　　　0xytropi（玉i◎n　凄apo臓icae　Ohba】．969　　　　　　、

　　　　　OxytroP｛do轍Koもresie£um　be量1ardiiOhba1969

一　エ25一



3

4

5

6

／

Geumetea　pentapetalae　M量yawakl，　OhbaetOkuda1968

　Geu期etalia　pentape£aIae　Miyawaki，　OhbaetOkuda！968

　　Phy1歪odocerion　aleuticae　O｝1ba1967

　　　Anaphallio－Phyllodoce亡um　aleuhcae　Ohba1967

　Faurietalia　crista－galli　Ohba1973

　　Faurion　cr圭sta－ga正h　Suz．一Tok．1952

　　　Faurieto－Moli聡iet縫m　Maeda1952

Vaccinlo－piceetea　Br．一Bl．e亡al．1959

　Abieto－Plceetaha　japonicae　Miyawak圭，　OhbaetOkuda1968

　　Abieto－Pice量on　Miyawaki，　OhbaetOkuda1968

　　　Abietum　mariesii　M呈yawaki，OhbaetOkuda1969

　　　Abietum　veitchii　Miyawaki，　OhbaetOkuda！969

　　Vaccinio－pinion　pumilae　Suz，一Tok．1964

　　　Vacclnio隅Pinetum　Pu鵬ilae　Maedae£Shi蒲azaki1951

　　in　dieser　Klassen　？

　　　T8駕9α曲eヅ8醐ゴα一Gesellscha麦t

　　　Lα7㍑Zeμo‘εμs願Geselischaft

Loise韮eurio－Ce亡raIietea　Suz．一Tok．etUmezu　1964

　Loiseleurio－Cetrarietaha　Suz．一Tok．etUmezu1964

　　Loise豆eurieto－Vacc量nion　Br．一BL1926

　　　Arcterio－Loiseleurietum　OhbaexSuz！Tok．！964

Betulo．一Ranunculetea　Ohba1967

　Streptopo－Ahetaha　maxilnowiczii　Ohba1973

　　S通ilacino　yesoensis－Betulion　erma蕪ii　Ohba1973

　　　Alno－Betuletum　ermanii　Ohba1967

　　　Po勿8翻。んπη？痂。70cん‘α鵠〃8－Rπ6駕εりεヅππε一Gesellscha貴

　　　CinBalahfolia－Cercld圭phyUum　magn至ficum－Ass．Ohba！973

　Tr量11io　r至ederianae－Ranunculetal圭aacris　japonicae

　　　Ohba　1973

　　Trolho－Ranunc慧hon　Ohba1968

　　　Saussareo－Angehcetum　Ohba1967

　　　Vlole加揃brevishpulataekishidaeMiyawaki，Ohbaet，Okuda1968

　　　Circ圭eto－Aco脆ltuetum　senanense　Ohba1974

　　　Sa訟guisorbo－Calamagrostetum　masamuneii　Ohba1974
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　　　　　　　Peucedano－Trautvetterietum　jap◎nicae　Ohba1974

　　　　　　　Glycerio－A匙hyrie匙um　alpestre　Ohba1974

　　　　　　　Hedysaro－Caricetum　brevisquamae　Ohba1974

7Scheuch2erio－Caricetea　fuscae　Nordhagen1936

　　　　Sc｝1euchzerietaliapalustris　Nordhagen1936

　　　　　Mol至niopsio・Sphagnion　pulchri　M呈yawakie匙Fujlwara／970

　　　　　　　Rhynchosporo　fauriei－Carice亡犠m｝imosae　Miyawaki　e£

　　　　　　　Fujiwara　1970

　　　　　　　RhynchosporetumaIbo－yasudanae　Miyawakie士Fuliwara！970

　　　　　　　Sc三rpeもu孤　hondoens量s　厳藍yawak至，　Ohba　e£Okuda　1968

　　　　　　　Juncetu順　filiformi　M童yawaki，　OhbaetOkuda1968

　　　　　　　Caricetum　pauperculae　Miyawaki，　OhbaetOkuda1968

8　0xycocco－Sphagnetea　Br．一Bl．e士Tx．！943

　　　　Sphagnetaha　magellanici　J．」．Moore1964

　　　　　Mollniopsio－Sphagnio薮（Tx．1964）Tx．，醗yawaki，　etFul量wara1970

　　　　　　　嫉oliniopsio－Sphagnetum　papillosi　MiyawakietFujiwara！970

　　　　　　　in　dieser　Klassen？Spんαgノ～％物剛6ε〃鉱況一Gese難schaft

　　　　　　　呈ndieser　Klassen？Spんα8フ～㍑勉。αpピ〃αce駕魁一Gese1董schaft

　　　Sphagnetaha　co顯pacti　Tx．，MiyawakietFujiwara！970

　　　　　Fau「i◎鴨SPhagnion　co鶏pac£i　Tx．eta11972

　　　　　　Carici　omia蔽a－SphagnetumcompactiM呈yawaki，Itoe£Okuda1967

　　　　　　Rhynchosporo　yasudana－Sphagnetum　tenel正iTx．，M量yawaki

　　　　　　et　Fujiwara　1970

　　　　　　Sphagnetum。robusti　Miyawaki，　OhbaetOkuda1968

9　Molinietea　laponicae　Suz．一Tok．etArakane1970

　　　嫉olinietah．．a　japonicae　Suz．一Tok．£tArakane1970

　　　　　Molin呈opsio蔽lapQnicae　Miyawakie亡Fujiwara1970

　　　　　　Faurio軸Mo員nietum　Maeda1952

10　Fageteacre鷺atae　Suz．Tok。1966

　　　Saso哺Fagetaha　crenataeSuzuki－Tok重01966

　　　　　SasokuriIensae－Fagion　crenatae　Miyawak重etal．1964．．．．1

　　　　　　舶ピεεηα漉ε翻一Fα9μεc7θηα孟α一Gesellschaf之

　　　　　　Aucubo－Fage亡um　crena亡ae　Miyawakletal．1962

　　　　　　Ha燃an｝elQ－Fagetum　crenatae　Miyawどkietal．1962・1．
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　　Sasa！norPho－Fagion　cre蹴atae　Miyawakietal。1964

　　　Sapio　japonicae－Fagetum　cre薮atae　Sasaki！970？

　　　in　dieser　Klassen？、4配θεん。ηzoZεμs－Gesellschaf亡

　　　in　dieser　Klassen？1）‘cθαpo♂諺a－Gesellschaft

　　　in　hler？

　　　　QuercetaIia　serrato－grosseserrataeM量yawak量eta11971

　　Carpini◎・Querc玉on　serratae　Miyawakie£al1971

　　　Pruno　verecundae－Quercetu！n　serratae　MiyawakietaL！971

　　　Castaneo－Quercetum　serrataeOkuto鵬ieta11976
　　　Sα8α疵PP伽ピ。α」Q駕ε7c初8㎜oπgo窟。αvaL9デ08心θ8θヅγα言α一Gesellschaft

　　　Cαη）読％8ブαPoπゴ。α一Cαγμη駕εcoヅ（9α孟α一Gesellschaf£

　　　inhier？　Piれion　densiflorae　Suz．ToketUsui1952

　　　Rhododendro　kae鵬pfer至一Pinetu際de籠siflorae　Suz．Toket

　　　Usui1953

　　　inhier？　Menziesio幽Quercion　Miyawakietal1968

　　　Rん。（オ。（！θπ（オ70か日8cん。箆03睨ピvar．孟e〃αηzθ駕況一Gesellschaft

　　　in　hier？　Pα舌7‘πゴα診記。δα一Cαεα？πα8グos麗3‘oπ9ε8eオα一Gesellschaft

　　　in　hier？　Cαγθ」じdわごピ。ん。ε孟αcん〃α一Sαεα　梅7泥εηεピ8－Ge＄enschafも

　　　藍n　hier？　　17ε8‘包。α　oz雇ηα一Gesenschaft

Chamaecypario一「rhuje亡alia　standishii　Ohba1973

　　Rhodode蹴dreo－Thullon　sta隷dishii　Mlyawakieta11968

　　　11icl－Thujetum　sta籍dlshii　YarnazakietNaga量1960

　　Cha㎜aecyparion　obtusae　Yokouchi！970

　　　Disano－Cha顯aecyparie亡umobtusae　Yokouchi1970　　　、

　　　Saso－Cha珈aecyparie加m　obtusae　Yokouchi1970
　　　（Cんα呪αec穿Pα再806施8α一日目α魏αθcシPα幅8が3漉グα一Gesellschaft）

　　inhier？　Tsugion　sieboユdll　Suz．一Tokユ953

　　　Rhododendro－Tsugetum　nudlpedls　Ya狙azakietNagai1960
　　　Rん。（♂o（εeη（1グ。π　ωαdαπ初m－T8鍵8αsどθ60‘（肪ピーGesellschaft

　　　in　hier？　〆1ろ‘e8／レ況α一Gese壼lschaft

Fraxino－Ul塒etaha　Suz－Tok．1967

　Ulmion　davidia蹴ae　Suz－Tok．！954

　　　Ul鵬etun｝davidia盆ae　Suz－Tok．　lg54

　Pterocaryon　rhoifohae　OhbaetMurase1964
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　　　　　　　Polys亡icho醐Pterocaryetu諺〕Suz輸Tok，Yuhki，Ooki　etKa勲ayamalg65

　　　　　　　Dryopterld｛・Fraxinetum　comme顯orahs　S犠z－Tok。1949

　　　　　inhier？　Ze董kov圭on　serratae　Ohno1977

　　　　　　　Torreyo　radicans－Zelkovetum　serratae　Oh薮01977

　　　　　　　Parabenzoin　praecox－Zelkova　serrata－Ass．臨yawakie£
　　　　　　　alユ977

　　　　　　1ndleserKlassen？E縫ptere…Hydra臓ge之um　inv・lucra£ae

　　　　　　Miyawaki　et　al！964

　　　　　　indieserK圭assen？Ptilopter量。－Cha搬aecypariet競mpisiferae

　　　　　　Maeda墨958

　　　　　　i鶏dieserKlassen？Alno－Fraxinetum　mandshur重cae　M｛yawaki

　　　　　　et　al．1968

］・1　Salicetea　sachaline．nsis　Ohba！973

　　　Toisuso櫛populetalla　maxi搬owiczi三〇hba1973

　　　　　Po夢uhon温ax量m◎耀icz壼i　Ohba　1974

　　　　　　Toisuso－Popule£um　maxmowlczii　Ohba1969

　　　Alno－Salicetaha　serissaefohae　Ohba！973

　　　　　Salicion　jessoensis－serissaefoliae　Ohba！973

　　　　　　Salice重u顯serissaefohae　O勤ba1973

　　　　　　Salicetum　jessoensis　Ohba！973

　　　　　　Sα♂珈8αcんα‘ぬe箆s誌一Gesellschaft

12Fihpendulo－Artemisle£ea膿on毛anae　Ohba！973

　　　Fil呈pendulo－Artemisietalia　montanae　Ohba1973

　　　　　Artemisio－Polygonion　sachalinensis　Miyawakietal！968

　　　　　　Boeh搬erio－Artemisietum　…no溢tanae　Miyawakie£a11968

13王）hrag磁萱teとea　Tx．e£Prsg．！942

　　　1）hragmitetaiia　e犠rosibirlca　Tx．etPrsg．1942

　　　　　Phrag醗itioB　nipPonici　Asanoeta11969

　　　　　　Scirpo　fluviatilis－Zizanie．tum　茎atifo董iae　Miyawakiet　Okuda

　　　　　　1972

　　　　　　Ca至amagrosti－Phragmite乞um　Asanoe亀al！969

　　　　　　1）んγα87陀記θs　co7㍑7πz6π68－Gesellschaft

　　　　Oenan£｝10－Phalarldi◎n　ar礒ndinaceae　MlyawakietOkuδa／970

　　　　　　0enantho　javanicae－1）ha圭aridetu鵬　arundi臓aceae　瓢iyawak呈
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　　　　　　　　e亡　Okuda　1970

　　　　Magnocaricetalia　Pign．1953

　　　　　　Ga璽io　わrevlpedunc達｝aεo－Mag遼ocar｛c｛on醗yawak量αK。Fujlwara

　　　　　　　　　1970

　　　　　　　　　Caricetuum　rあynchophysae　MiyawakietK．Fujiwara1970

　　　　　　　　　王sachno－Caricetum　士hunbergii　Miyawakiet　Okuda．1972

！4　Pota瓶ogetonetea　Tx．etPrsgユ942

　　　　　Potamogetonetalia　W．Koch1926

　　　　　　　Nylnphaerio鷺　Oberd．！957

　　　　　　　　　Nymphoides　indica－Trapa　laponlca－Ass．Miyawakie之al．1977

　　　　　　　　　Spα¢9απ認ηL　8ご。呪eγα孟撹物var．απ9駕8薩ノbご謡鵠一Gesellschaf亡

　　　　　　　　　1＞忽ηzpんαeα　孟ε孟γα90ηα一Gesel董schaft

　　　　　　　Ranunculion　flui£antis　Neuh．1959

　　　　　　　　　Rαπ鴛ηc駕h8πεPPo疵。脳8　v　a　r．mαノ。アーGese1豆schaft

　　Auf　Grund　unserer　Karten　der　poten£隻enen　nat廿rllchen　Vegetatio簸　der　Pr護fektur

Nagano　haben　Wir簸die　einzelen　Gebiete　eine　monographlsche　Er1護uterung　zusam－

men　gestellt．　Zur£rhaltung　der　natUrliche慧Vegetation　sowie　der　nat“rlichen　U田welt

haben　Wir　auf　der　Grund　dieser　Karten　der　potentie藍en　nat雌rlichen　Vegetation　kurze

Vorsch1護ge　beigef道gt．
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